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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　古代を越え、紀元をも遥はるかに越えた時代。

　大洋の中にその大陸はあった。

　かつては大陸全土が統一され、華はなやかに栄えていたが、一〇〇〇年ほど前から数度起こった大災害と、氷河時代の終しゆう焉えんによる海面の上昇、そして全土をひたひたと侵しん食しよくする砂さ漠ばく化が、大陸全体を荒こう廃はいさせ、大陸を統一していた共和国の体制は崩くずれ、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎えていた。

　全土は麻あさのように乱れた。









　オーバーチュア







　夕日が沈しずむと、急速に夜が襲おそいかかる。

　地平線に消えた最後の残光の跡あとの、紅あかと藍あいの縞しまを追いたてて広がるのものは、漆しつ黒こくだ。

　そして、その漆黒を星々が、やがて昇のぼって来る細い月が、華はなやかに飾かざりたてる。

　大地では、精せい霊れいが歌い始める。

　精霊の歌、と旅人たちが呼よぶものは、実は日にち没ぼつと共に急速に冷やされた、砂さ漠ばくの岩のたてる音なのだ。

　砂漠では、日中と夜との温度差が極きよく端たんだ。

　日が傾かたむいた時点から、大地は突とつ然ぜんに冷え始める。

　しかし、旅人は、日が暮くれてからもしばらくは歩みを進める。

　そう冷え切らないうちに、もう少し先に行っておきたいからだ。

　酷こく暑しよの午ひる前ぜん後ごと、気温が特に低くなる深夜から夜明け迄までは、とても歩けるものではないので、努めて身体からだを休めるようにする。

　同じ砂漠地帯でも、もう少し北部になれば、日中の炎えん熱ねつは、それほど厳きびしくはない。北には海があるので、多少は海洋性気候の影えい響きようも受ける。

　だが、ここ、中央山さん岳がく地帯近くの砂漠では、全すべてが極端であった。

　極端な気候が同どう居きよしている。

「ううっ……寒いな」

　吹ふいて来た風に身を縮ちぢめたのは、小こ柄がらな少年だった。

「なんだか、いつもより冷たいよ、この風」

　声変わり前のような可愛かわいい声だ。

「少し山の方に近付き過すぎたか」

　先頭を歩いていた男が言った。

　どこに居いても、誰だれよりも頭ひとつは抜ぬきん出ていると思われるほど背せが高く、体たい格かくも堂々としている。肉体の殆ほとんどが、鍛きたえあげられた、しかししなやかな筋きん肉にくだ。

「こっちの道を通ったのは、失敗だったんじゃないの」

　少年は、着ているハザという外がい套とうの衿えり元もとを搔かき合わせる。

「いくら、近道になるからってさ」

「近い方がいいと言い張はったのは、おまえだったんじゃないかな」

　大男は、少年を窘たしなめる。

　窘めてはいるが、口調は優やさしかった。

　少年は、実は男の恰かつ好こうをしている、十五歳さいの少女だからだ。

　ただ、少女とはとても思われない剣けんの腕うで前まえで、二人の旅人について来られるだけの体力も持ち合わせている。

　一行は、少女を合わせて三人連れだった。

　少女と大男と、そしてスラリとした体形の若わかい男。

　少女が非ひ難なんめいた口調で言ったのは、未いまだ少年と称しようした方が良いような、若い男に対してだった。

　月と星とのあやかな光の中に浮うき上る、その白い顔は、妙みよう齢れいの美女のものかと思われるほどに優しく美しい。

　その顔にふさわしく、動作も静かで無む駄だがなく、独どく特とくの空気を纏まとっている。

「水が大分残り少なくなってしまったので、アンケ・ハイダの井戸に寄よるつもりなのです」

　美青年は言った。

「仕方がありません」

「水……」

　少女は黙だまってしまった。

　水がもう残り少ないとこぼしていたのは、他ならぬこの少女だったからだ。

「しかし……」

　大男が呟つぶやく。

「近道で、しかも井戸があるというのに、どうして裏うら街かい道どうになるんだ」

「伝説のせいのようです、ボイス」

　青年は言った。

　大男の名はボイス、青年はティーエ、そして、少女の名はラクシという。

「伝説……」

「どこの都ま市ちにも、伝説は付きものですが」

　ティーエは語る。

「アンケ・ハイダの井戸の先に在ある都市には、色々な言い伝えがあるのです」

「ヤだな……」

　ラクシは背を丸める。

「聞く前から寒くなって来ちゃった」

「そこでは、夜な夜な、死者が歩き回るのだそうです」

「死人が……なんで歩くんだよっ」

　ラクシは、怖こわさを隠かくすために、怒いかりの声をあげる。

　今ここで、そんな話を聞きたくはないものだ。

　多少、腕に覚えはあるものの、相手にする者が人間ではないとなると、不安だ。

「そういう言い伝えがある、ということです」

　ティーエは、ラクシが怒おころうが、突つっかかろうが、殆ど動じることはない。ただ、ときどき困こまったような表情を見せるだけだ。

「都市が寂さびれてしまったから、そんな噂うわさが出て来るのでしょう」

　ティーエは微かすかに苦く笑しようした。

「とにかく、アンケ・ハイダで水が汲くめれば、その都市に寄る必要はありません」

「水が……汲めれば」

　ラクシには、その言葉がひっかかった。

　少し前にも、ティーエの口から漏もれたことがある。

「それじゃ……井戸が枯かれている可か能のう性せいがあるって言うのかよっ」

　つい声を荒あらげてしまう。

　水の問題は切実だ。

　砂さ漠ばくの旅では、必要量の水を携けい行こうしなければならないが、いくら風体の軽い皮かわ袋ぶくろに入れようとも、水そのものが重いのだから、最さい小しよう限げんにせざるを得ない。

　しかし、砂漠は、極きよく端たんな乾かん燥そう地帯で、しかも日中はかなり高い気温になるので、肉体の水分は、どんどん失われていってしまうのだ。

　だから、砂漠の道は、水脈を辿たどる道でもあるのだった。

　持参の水が尽つきる前に水を汲める井戸があること、それが砂漠の道の条じよう件けんである。

　そして、水が豊ほう富ふに在る所には町や村や、オアシス都市ができるのだった。

　ただ、いつ頃ごろから始まった変化なのかは解わからないが、大陸のあちらこちらで、様々な異い変へんが起きている。

　海流や潮ちよう位いが変わり、大陸の西部や北西部では砂漠化が進んでいる。

　変化は、地下でも密ひそかに動き始めているようだった。

　これ迄まで、大地が動いたことなどなかったような所で地じ震しんが起きたり、地下水脈の流れが変わったりしているようなのだ。

　井戸の水位が低くなるというのならば、まだましなのだが、枯れるというような事まで起こっている。

　旅人にとっては、それは命の問題であった。

「これ迄の経けい験けんから言うと、その可能性もありますよね」

　あまりにも静かなその答え方が、ラクシには憎にくかった。

「冗じよう談だんじゃないよ」

　ラクシは頰ほおを膨ふくらませる。

「ミイラになって、死ぬのは嫌いやだ」

「アンケ・ハイダがだめでも、もう一日行けば、その都ま市ちに着きますから」

　ティーエは言った。

「カトー・オルクという都市です」

「ううっ……」

　ラクシは喉のどを押おさえた。

「嫌いやだな」

　とは言え、背せに腹はらは代えられないのだ。

　ラクシの水の減へり方が一番早い。

　もちろん、ラクシの水が尽きれば、ボイスもティーエも喜んで分けてくれるが、その二人といえども、水袋がかなり軽くなっているのは確たしかだ。

　それにラクシは、ひとの助け──ラクシの言葉によれば、お情なさけ──は受けたくないのだった。

「井戸が、枯れてないといいけど」




　井戸は、枯れていた。

　アンケ・ハイダの井戸は、底の砂すなが微かすかに湿しめっている他は、一滴てきの水さえ湧わき出てはいなかった。

　こうなれば仕方がない、一行は、重い足をカトー・オルクに向けた。




「なんか……嫌だなあ」

　歩きながら、ラクシはぼやく。足も遅おくれがちになった。

　他の二人は、黙もく々もくと歩く。

　とにかく、水なのだ。

　今、水を得られなければ、次の井戸迄辿り着けるかどうかは微び妙みようだった。もしも、また次の井戸が枯れていれば……

　それは、考えたくない。

　もう後あと戻もどりも難むずかしい所まで来ていた。

　三人は、砂漠地帯を横断して、東端の都市を目指している。

　ト・アデル市だ。

　もともとは、イタール公国という都市国家だったが、今は大陸の三大強国のひとつである、アドリエ王国の西の要かなめとなっている。

　砂漠を通じた交こう易えきの玄げん関かん口であり、防ぼう衛えいの拠きよ点てんである。

　ト・アデルに辿り着く迄には、まだまだ長い旅が必要だった。

　ここは、砂漠の真まつ只ただ中なかだ。

　むろん、砂漠といっても、砂山が延えん々えんと続くような場所は少なく、多くは岩山や、罅ひび割われた大地である。

　三人が歩いているのも、荒れた、岩だらけの土地だった。

　大地は乾き、風が吹けば土つち埃ぼこりが舞まう。

　昔は肥ひ沃よくな農地だったのかもしれない。

　水さえあれば。

　ある程てい度どの降水量があれば。

　しかし、それは何百年も前の話だ。

　今は、雨にも、水脈にも見放された土地なのだ。

　どこ迄まで歩いても、全く変わらない風景が続き、自分たちがどれほど進んだのか、見当がつかない。

　同じ場所を堂々巡めぐりしているのではないか、とさえ思われてくる。

　三人は、ひたすら歩いた。

　涼すずしい朝夕に進み、午ひる前後は、岩いわ陰かげや灌かん木ぼくの下で休む。

　それさえない時は、外がい套とうをテント代わりにして、じっとしているしかないのだ。

　水分は、体表から急速に失われてゆく。だというのに、思う存分水を飲むことができるのは、井戸か泉いずみの在ある場所でだけなのだ。

　過か酷こくだった。

　とはいえ、耐たえることしかできないのだ。

　アンケ・ハイダの井戸から、カトー・オルク迄は、ほぼ一日の行程だった。

　ただ、疲つかれてきたラクシの体調を考え、昼の休きゆう憩けいを少し多く取った。

　もちろん、ラクシにはそれとは気け取どられないようにした。

　ラクシは労いたわられるのを嫌きらう。

　甘あまく見られたくないという思いから、つい肩かた肘ひじを張はってしまうのだ。

　ラクシが、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっているのは、痛いたいほどにわかる。

　ティーエとボイスは、なるべくそれに合わせようとしていた。

　この二人が本気で先を急いだら、一いつ般ぱん人じんの半分に近い時間で一行程を了おえることができるだろうが、今はそれほどの旅ではない。

　カトー・オルクが、地平線上に現あらわれたのは、日も暮くれなずむ頃だった。

　沈しずみ行く太陽の光を受け、都市は紅くれないに輝かがやいていた。

　この辺りでは、大きい集落だろう。

　城じよう壁へきが周りを取り囲み、神しん殿でんの一部であるピラミッドの先端が突き出している。尖せん塔とうのようなものは、星セイタ神殿の観かん測そく塔とうだろうか。

　人口は、一万以上はあるだろう。

　町や村という規き模ぼを超こえた、立りつ派ぱな都市。

　そう見えた。

「都ま市ちだ」

　ラクシの声は、初めは嬉うれしそうだった。

　とにかく、水を手に入れられる。

「都市が見える」

　ラクシの声には、警けい戒かいの色が混まじった。

　ティーエの語った伝説を思い出したのだ。

　夜よ毎ごと、死者が歩き回ると。

「都市が見えるけど……」

　気の進まないという声だった。

「城しろに入るのは、夜になってしまうな」

　ボイスの声も重かった。

　盗とう賊ぞくへの備そなえから、夜になると、城門を閉しめてしまって、旅人を入れてくれなくなる町や都市も多い。

　カトー・オルクが、そうでないと良いのだが。

　当然ながら、ボイスは言い伝えなど殆ど信じてはいない。

　ただ、城門の外での野宿は、喉のどの渇かわき切ったラクシには辛つらいだろう。

〝入れてくれるといいが〟

　ラクシのために、心からそう願った。




　とにかく、前進するだけだ。

　たとえ、城壁の外で夜を明かすとしても、朝には水にありつける。

　ボイスとティーエの水袋には、あと一日や二日の水はあるから、ラクシのために、取っておいてやろう。

　ボイスは、そう思っていた。

　現在、ラクシの革かわ袋ぶくろの水は、口を湿しめらせる程度しか残ってはいまい。

「あ……」

　ティーエが、微かすかな声をあげ、道の脇わきの方に眼めを向けた。

「どうした」

　止めるまもなく、ティーエはそちらの方に走っている。

　ボイスはすぐに後を追った。ラクシも続く。

　ティーエは、岩の陰かげに佇たたずんでいた。

　ボイスは、ティーエの視し線せんを辿たどる。

　岩の下を見ているようだ。

「死人か」

　ボイスは呟つぶやいた。

「こんな所で、死んだの？」

　ラクシも、同じものを認みとめている。

　ティーエの見付けたものは、人間であった。

　岩の下に横たわっているのは、骸がい骨こつに近いほどに瘦やせ果てた人間だった。

　性せい別べつもわからないほどだ。

　服は着ているが、もう殆ほとんどボロ同然になって、身体からだに張はり付いているだけなので、手て掛がかりにはならない。

「可か哀わい想そうに、都市に辿り着く前に力尽きたのか……」

　ラクシは歩み寄ると、近くに膝ひざを突つこうとする。自分も下手をすると、こうなっていたかもしれないと思うと、強い哀あわれみを覚えた。

　アンケ・ハイダの井戸が枯れていたので、水がもたなかったのか。

　都市が見えるところで果てたとは、さぞ無念だったことだろう。

「いけません、ラクシ」

　ティーエがラクシを制せいする。

「なにがいけないんだよ」

　ラクシはただ、この旅人のために手を合わせてやろうとしただけだ。構かまわずに跪ひざまずく。

　その時だった。

　眼が、カッと見開かれた。

　死者であるはずの人間の眼だ。

「えっ」

　ラクシは、ただ呆ぼう然ぜんとその顔を見た。

　では、この行き倒だおれは、未いまだ死んではいなかったというのか。

　とても、生きているなどとは思われなかったが。

「ラクシ」

　ティーエが声をあげる。

「あ……」

　ラクシには、初めは何が起こったのかわからなかった。

　ただ、あの顔がやけに近くにあると思った。

　ミイラのような、あの顔だ。

　旅人は、起き上がっていたのだ。

「ラクシ！」

　ボイスが、後ろからラクシを抱だき、飛び退すさる。

　枯かれ枝えだのような手が、空を摑つかんだ。

「この人……生きてたの？」

　ラクシはボイスに訊きいた。

「じゃ、水を……」

「違う」

　ボイスが、起き上がった旅人を示しめした。

「よく見ろ」

　ラクシは、言われた通りに、旅人をじっと見た。

　黄たそ昏がれ時の薄うす明あかりだったが、まだものは充じゆう分ぶんに見分けることができる。

　旅人は、上半身を起こし、眼を開いていた。

　ただし、その視線がどこに向けられているかはわからない。

　口から舌したが出ているようだった。

　妙みように細い舌だと、ラクシは思った。

　それは動いている。

　蠢うごめくと言うべきか。

　舌の動きとは思われないが……

　ズルリ……

　突とつ如じよその舌が長く伸のびた。

　伸びただけでなく、唇くちびるから転げ落ちた。

　舌ではなかった。

　よくよく見ると、それは大きな百足むかでであった。

「えっ……」

　まだ、唇の辺りで何かが蠢いている。

　いや、唇だけではない、鼻でもだ。

　鼻からも、何かが出て来るのだ。

　それは、舌ではあり得ない。

「虫っ」

　ラクシは悲鳴になりそうな声を押し殺す。

　虫だ。

　鼻からも口からも、いや耳からさえも、百足やゴキブリや甲こう虫ちゆうのようなものが、ゾロリゾロリと這はい出して来る。

「何なんだよっ、これは」

　悲鳴の代わりに、ラクシは怒ど鳴なった。

「どうなってんだ」

　鼻から口から、虫を吐はき出しながら、旅人は突き出した手を動かしていた。

　何かを摑もうとしているかのようだった。

　やがてその手を地面に突き、腰こしを支ささえて立ち上がろうとする。

「ティーエ」

　堪たまりかねて、ボイスが、傍かたわらに立って静かに旅人を見守っているティーエに言った。

「これは、どうなっているんだ」

「この人は、死んでいます」

　呆あきれるほどに落ち着いた返事だった。

「大だい分ぶ前に、亡なくなったのです」

　ではやはり、この旅人は外見通りという訳わけなのか。

「死んでいるのに、なんで動くんだ」

　当然の疑ぎ問もんだ。

「別の霊ハランが入っているからです」

「別の霊ハラン……」

　霊の何のと言われても、もはやボイスもラクシもそう驚おどろきはしない。この道連れが、そうしたものを視みるだけでなく、操あやつることもできる呪まじない師しだということを、二人とも知っているからだ。

　もっとも本人は、自らを薬くす師しだと名乗っている訳わけだが。

　旅人は、立ち上がろうと腰を浮かし、また地面に尻しり餅もちを搗つく。

　骨ほねが軋きしむ。

　旅人は、ようやく手を突き、前向きに半分身を起こす。

　這う形になった。

　旅人は腕を突っ張る。

「ドッ……」

　その口から、更さらに沢たく山さんの百足やミミズのようなものが零こぼれ落ちた。

　虫は、内側から、この旅人を喰くっているのか。

　それとも、隠かくれているだけなのか。

「なんとかならないのか」

　ボイスもさすがに、哀れを催もよおした。

「なんとか……」

　ティーエは呟つぶやく。

　ボイスの言う意味が解わからないようだ。

「死人ならば、葬ほうむってやるもんじゃないのか」

　ボイスは、半ば呆れた。

　この男の反はん応のうは、どうも、いつもトンチンカンだ。

　本人が言うには、

「わたしは、山を降おりて未まだ間もないので、人間の世界のことには慣なれていないのです」

　ということだが。

「葬る……」

　ボイスの言葉に、ティーエはようやく頷うなずいた。

「あ、そうですね」

「どうなってんだよ」

　ラクシも、拍ひよう子し抜ぬけして、ティーエを振ふり返る。

「おまえ、霊ハランとか精霊ストラとか、見えるんだろっ、呪まじないもできるんだろっ」

　その時だった。

　ラクシの足首に何かが巻まき付いた。

「あっ」

　飛び退すさろうとしたが、できない。

　いつの間にか、旅人がラクシの足首を摑つかんでいたのだ。

「わあっ」

　ラクシは叫さけび、足を振り離そうとした。

「放せ、放せっ」

「やめてください」

　ティーエがラクシに言う。

「その人は、あなたに助けを求めているのです」

「おかど違いだろっ」

　ラクシは怒ど鳴なる。

　この、のんびりしたところが耐たえられない。

　ラクシは切せつ羽ぱ詰つまっているというのに。ミイラのようなものに、足を捉とらえられているのだ。

「何とかできるのは、おまえだけじゃないかよ」

　旅人は、ラクシに縋すがって起き上がろうとしていた。

　その手が、足首から臑すね、膝ひざへと昇のぼって来る。

「早くっ」

「あ、そうですね」

　一呼こ吸きゆう置いて、ティーエはようやく自分の役やく割わりを理り解かいしたようだった。

　腰こしのベルトにいくつも提さげた布ぬの袋ぶくろの一つを取り、その中に入っている粉をひとつまみすると、旅人の頭に降ふりかける。

「止まれ」

　ティーエは旅人に言った。

「この人から、手を離はなしてください」

　旅人は動きを止めたが、手は離さなかった。

「離すのです。そして、この身体からだから出て行ってください」

　ティーエは重ねて言うと、旅人の額ひたいに、指先で文字のようなものを描えがいた。

　ボイスにもラクシにも、それが聖せい霊れい文字であろうという推すい測そくはできた。ただし、読むことはできない。

　聖霊文字は、神々に仕える者と呪まじない師しのみの知る特別な文字で、それはそのまま呪じゆ力りよくを持つのだ。

　口に出して発音しても、それは言こと霊だまと成る。

　辺りの霊ハランや精霊ストラのみならず、天地までもが呼こ応おうするという。

　変化は、すぐに訪おとずれた。

　旅人の口から鼻から耳から、更さらに沢たく山さんの虫が這はい出し、いずこかへ逃にげて行った。

　旅人は、そのまま頽くずおれたが、ラクシに抱だき付く形になった。

「キャアアッ！」

　堪たまらず、ラクシは足を振り上げたので、旅人を蹴けり飛ばすことになった。

　音をたて、旅人の身体は後方に倒たおれた。

「可哀想に」

　ティーエは、旅人の上に屈かがみ込こむ。

「どっちが可哀想なんだよ」

　ラクシは、独り呟つぶやいた。

　悪いとは思ったが、あまりにも気味が悪かったのだ。

　旅人は、もはや動きはしなかった。

　後方に倒れたせいか、頭ず蓋がい骨こつの一部が陥かん没ぼつしていた。

　眼めは大きく開いていたが、そこに眼がん球きゆうはなかった。

　さきほど眼だと見えたものは、虫か何かだったのだろうか。

　そこに横たわっているものはミイラだった。

　ミイラ以外の何物でもない。

「大分前に死んだんだな」

　近寄り、旅人を眺ながめながら、ボイスは言った。

「半月か、せいぜい一ひと月つきほど前に死んだと思います」

　ティーエが説明した。

「都ま市ちを目の前にしてか」

「それにしては、おかしいんです」

　ティーエは首を傾かしげる。

「何がおかしいんだ」

「この人……荷物を持っていません」

「荷物か」

　ボイスは、辺りを見回した。

　砂さ漠ばくを旅するのに、全く荷物を持たない者など、まずはいまい。

　食料と水がなければ、旅はできない。

　それに、寒さを凌しのぐ外がい套とうや、最低限の身の回りの物が要いる。

　だというのに、外套も、荷物を背せ負おう袋ふくろも、水袋も見えないのだ。

　空っぽになったので、風で飛んで行ってしまったのだろうか。

　そうだとしても、何か痕こん跡せきが残るはずだ。

　だが、何もない。

「どういうことだ？」

　ボイスは、周辺を調べてから問う。

　荷物を持たない旅人というと、同行者に見み捨すてられたか、追い剝はぎに遭あったかということになるかもしれない。

　他に、どういうことがあるのか、ボイスには考えつかなかった。

「周囲の精霊たちが言うのですが、この人は、都ま市ちから走って来て、ここで倒れたのだ、と」

「都市から……」

　ボイスは、太目の男らしい眉まゆの根を寄よせた。

　どうして、人が都市から走って来て、ここで死ななければならないのか。

　たとえば、この旅人が都市で罪つみを犯おかし、走って逃げたとする。

　水も何も持たないで逃げたのならば、どこかで渇かわいて死んでも不思議はないが、それでは、都市に近過ぎる。

　ここから都市が見えるということは、ゆっくり歩いても、二、三時間あれば辿たどり着くはずなのだ。

　それとも、どうしても戻もどれない理由があったというのだろうか。

　わからない。

「精せい霊れいは、理由を語っているか？」

　ボイスの問いに、ティーエは首を振った。

「精霊は見たままを語ります。どうしてなのかは、解わからないのです」

　ボイスは、それ以上のことを尋たずねようとはしなかった。

　ティーエは信用しているが、精霊の情じよう報ほうなど、もともとあまりあてにはしていない。

「あのねえ」

　ラクシが二人に声を掛かける。

　少々切羽詰ったような声こわ音ねだった。

「なんか……まだ足首が重いんだけど」

　ラクシの足首の圧あつ迫ぱく感は、いまだに続いている。それに気付いたのだ。

　ただ、自ら見るのは怖こわかった。

　予感があるからだ。

　嫌いやな予感だ。

「ラクシ」

　ボイスは絶ぜつ句くした。

　ラクシの足首を、未だ旅人の手が摑つかんでいたのだ。

　手のみが。

「キャアアッ！」

　ようやく足首を見て、ラクシは跳とび上った。

「なんとかしてっ、取ってっ」

　足を振っても、それは取れない。

　ラクシは、バランスを崩くずして、その場に倒れた。

　ボイスが、ラクシの足からその手を毟むしり取る。

「ああ……」

　ラクシは大きく息を吐ついた。

「もうっ、気味が悪い」

　叫んだことが少々きまりが悪く、ラクシは吐はき棄すてるように言った。

「ごめんなさい」

　ティーエが謝あやまったのは、ラクシにではなく、旅人に対してだった。

　手首から先が、腕うでから離れていたのだ。

　ティーエは、ボイスが取り捨てた手を恭うやうやしく持つと、ミイラの腕の先、つまり元の場所にそっと置いた。

　それから、再ふたたび呪じゆ文もんを唱え、砂すなに近くなった辺りの土を掛かけた。

　指の間から、サラサラと流れ落ちるほどに乾かわいた土だった。

　死者を葬ほうむる略りやく式しきの方法である。

「チェッ……」

　不満そうに可愛かわいい唇くちびるを突き出しながらも、ラクシはミイラに手を合わせる。

　ボイスも、丁てい重ちように一礼した。

　気の毒だが、ここで墓はかを造つくってやる余よ裕ゆうはない。

　都ま市ちに辿たどり着いてから、誰だれかに頼たのんでそうしてもらうつもりだった。




　とにかく、出発だ。

　もう、辺りは暗くなってきている。

　寒くなる前に、都市に辿り着きたい。

　歩き始めてすぐに、ラクシが遅おくれるようになった。

　歩き方がおかしいことに、ボイスとティーエはすぐに気付いた。

　引きずるような歩き方だった。

「挫くじいたのか」

　ボイスにもティーエにも思い当たることがあった。

　ミイラの手に足首を摑まれたラクシが、跳び退のいた時、足元がおかしくなって転んだ。

　その時ではないのか。

「どうして、黙だまっていたんだ」

　初めから言ってくれれば、背せ負おってやったものを、とボイスは言いたいのだ。

　だが、ラクシは労いたわられるのが大だい嫌きらいなのである。

「たいしたこと、ないからさ」

　ラクシはすぐさま言った。

「見せてください」

　ティーエは、すぐにラクシに歩み寄よる。

　ティーエは医い術じゆつに長たけている。だから薬くす師しと名乗っているのだ。

　こればかりは拒こばまずに、ラクシは大人しくティーエの診しん察さつを受けた。

　ティーエの医術の腕前は知っているし、本当に足が痛いたかったからだ。

　二人の足あし手で纏まといになるのも、また耐えられないことだった。

「軽い捻ねん挫ざですが……」

　ラクシの足を診みて、ティーエは言った。

「二、三日は、歩いてはいけません」

「歩くなったってさ」

　ラクシは、どこか違う方向を見ながら言う。

「歩かなきゃ、渇かわいて死ぬだけじゃないかよ。やっとここまで辿り着いたっていうのに」

　ここからは、もう都市の灯あかりが見えるのだ。

「おれの背におぶされ」

　ボイスが、背中に負っている大たい剣けんを外しながら言った。

「やだよ、そんなの」

　ラクシは、一歩退しりぞく。

「子こ供どもじゃないんだから」

「子供じゃないが、怪け我が人にんだ」

　ボイスは、大剣と荷物をティーエに渡わたした。

　荷物といっても、ほぼ空に近い水の皮かわ袋ぶくろと、もう食料の殆ほとんど入っていない布ぬの袋ぶくろしかない。

　他の二人も同様だが、ティーエの荷物には、他に少量ずつではあるが、二十種ほどの薬草が入っていた。

　薬師の商売道具だ。それに薬草は呪まじないにも使われる。

　ティーエは薬草の粉を、水袋の底に残っていた水で練って、ラクシの足の湿しつ布ぷをした。

　手当てが済すんでしまうと、ボイスは嫌がるラクシを背に担かつぎ上げる。

「ちょっとの辛しん抱ぼうだ。すぐに都市に着くからな」

　ボイスは、有う無むを言わさずに歩き始める。

　荷物を持ったティーエが続いた。

　ボイスと違って、背には布袋を負い、両手で大剣を抱かかえている。

　どう見ても、初めから持て余あましているようだった。

　なにしろ、刀身のみで、一二十センチはあるという豪ごう剣けんである。重量もかなりのものだ。

　とはいえ、ティーエがこの剣を持ってよろけそうになるのは、その重さのためではなかった。

　この剣の持つ血の記憶の故ゆえなのだ。

　戦士の剣は、これ迄までの闘たたかいの記録そのものである。吸すった血、奪うばった命の痕こん跡せきが残っており、ティーエに語りかける。

　それがなんとも辛いのだ。

　ただひとつの救いは、この剣の前に斃たおされた人々が、誰一人、卑ひ怯きような真ま似ねで命を落としてはいなかったということだった。

　ラクシは、唇を嚙かんで、ボイスの背の上で大人しくしている。

　こうなっては、もう仕方がないのだ。

　皆みなのためには、早く都ま市ちに辿たどり着いた方がいいのだ。

　たとえ門を開けてもらえなくとも、水ぐらいは分けてくれるだろう。

　いずれにせよ朝になれば、都市の大門は開かれるのだから。

　いくつかの灯りが見える。

　都市の辺りの空がうっすらと明るいのは、城じよう壁へき内ないの街々に灯ひが点ともされているからだろう。

　そこには、間違いなく、人々の生活があるはずだ。
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　第一章　カトー・オルク







　当然ながら、都ま市ちの大門は街かい道どうに面している。

　立りつ派ぱな門で、高さは三メートル以上。ぶ厚あつい木もく製せいだった。

　むろん、どこかから運ばれて来たのである。

　この門もん扉ぴを運ぶだけで、どれほどの日数と労力を要しただろうか。大陸特有の種のラクダはいるものの、殆どは人間の力に頼たよるしかないのだ。

　黒々と聳そびえ立つ城壁は、他の砂漠の都市と同様に、日ひ干ぼしレンガで築きずかれたものである。

　門の上に油を使ったランプが掲かかげられていて、辺りを僅わずかに照らしていた。

　門の周りと門扉には、彫ちよう刻こくも施ほどこされていて、都市の豊ゆたかさを誇こ示じしているかに見える。

　とはいえ、それはかなり古びていた。

　無理もない。

　この街道が寂さびれてから、かなりの時が経たっているはずだ。

　ただ、この門を見ただけで、カトー・オルクが、昔はどれほどに繁はん栄えいしていたかは、想そう像ぞうに難かたくなかった。




　ラクシを下ろして、門に歩み寄ろうとしたボイスは、ティーエの変化に気付いた。

　ティーエは剣を抱いたまま、身を縮ちぢめていた。

「どうした……震ふるえているのか」

「いいえ」

　その返事そのものが、震え声であった。

　寒さ故ゆえではあるまい。

　実じつ際さいに大分寒くなって来てはいる。しかし、ティーエは暑いとか寒いなどということを口にしたことのない人間だ。

　暑さや寒さ、それに空くう腹ふくなどを、感じることがあるのかと、疑うたがいさえするほど、いつも平然と……というよりも超ちよう然ぜんとしているのがティーエなのだから。

「ただ……」

　ティーエは言う。

「怖こわいんです」

「怖い……」

　ラクシが呟つぶやく。

　ティーエに怖いことなどがあるというのか。

　強大な呪じゆ術じゆつを駆く使しし、霊ハランや精霊ストラを視みることができるティーエが、何を恐おそれるというのだ。

「何が怖い？」

　ボイスが尋ねた。

「わかりません」

　ティーエは首を振る。

「ただ、わたしは恐れを感じるんです。伝わって来るんです」

「伝わって来る……」

　それで、ボイスにも少しは推すい量りようすることができた。

　ティーエ自身が恐怖を感じているのではないのだ。

　誰かの抱いだいた恐怖心が、ティーエに伝わって来ているのだ。

　ただ、ティーエがこれほどに反はん応のうするからには、その恐怖心はよほど強いものなのだろう。

　誰の恐怖心なのか。

「どこからだ。都市の中からか」

　人が抱くものならば、この城壁の向こうだろうが、ティーエの場合は、別のことも考えられる。

　周辺に居いるであろう霊ハランや精霊ストラだ。

　ティーエはときどき、人間と霊との区別がつかないこともあるらしく、さ迷まよう霊れい魂こんを〝あの人たち〟などと言ったりする。

「中です」

　ティーエは答える。

「中から……大おお勢ぜいの人たちの恐れが……伝わって来て」

「この都市に入らない訳わけにはいかない」

　不安な面おも持もちで見上げたティーエに、ボイスは言った。

「ラクシの足、もあるし」

　こればかりは囁ささやいた。

　二、三日は、ラクシを休ませてやらなければならないのだ。城壁の外に居ることはできない。

「そうですね」

　ティーエは頷うなずいた。

「行ってください、ボイス」

　乏とぼしい光のせいもあるが、ティーエの顔がやけに青白く、頼たよりなげに見えた。




　ボイスは、門の前迄行って、大声で呼ぶ。

「カトー・オルクの門を守る方々」

　ほどなく、城壁の上の方から返事があった。

「旅人か」

「こんな時間に申し訳ないが、都な市かに入れてはもらえまいか」

「今、門を開けよう」

　門番はすぐに言った。

　ボイスは、いささか首を傾かしげていた。

　開けてくれないのではないかと危き惧ぐしていたというのに、あまりにもあっさりし過すぎている。

　もちろん、ありがたい誤ご算さんではあるが。

　どこの都市でも、町でも村でも、夜、旅人を受け入れることは嫌うものなのだ。

　盗とう賊ぞくを警けい戒かいしているからだった。

　二人や三人の旅人でも、盗賊の手先かもしれない。

　だが、この都ま市ちはあまりにも警けい戒かい心がなさすぎる。

　そう待つこともなく、大門脇の通用門が開かれ、内から誰かが手て招まねきした。

　三人は門を潜くぐった。

　すぐに、扉とびらは背はい後ごで閉とざされる。

　門を開けてくれたのは、二人の男だった。

　一人は若わかく、一人はかなりの年寄りだった。

「ありがたい」

　ボイスは言った。

「感かん謝しやします」

「感謝するほどのことではないよ」

　老人が言った。

　一応、兵士の装しよう束ぞくだ。

　兵士という年ねん齢れいではなさそうだが。

「この都ま市ちでは、旅人は拒こばまないのさ」

　老人は肩かたを竦すくめる。

「いつでもな」

「水が尽つきかけていました」

「ここは、水の豊ゆたかな所だよ」

　老人は言う。

「泉いずみもあり、畑もある」

　口をきくのは老兵だけで、若い方は黙っていた。

「宿もある。案内させよう」

　老兵は、若い兵士に頷いて見せた。

　三人は、無言のまま歩き出した兵士について行った。

　ラクシはおぶわれることを嫌きらい、ボイスに摑つかまりながら、足を引き摺ずって、なんとか歩いている。

　ティーエはそれを止めなかった。

　その理由に、ボイスは気付いていた。

　なかば眼めを瞑つむり外界と自分とを、殆ど遮しや断だんしているからなのだ。

　未だ人間の世界に馴なれていないティーエは、人々の中に入るのが苦手だった。

　なにしろ、ちょっと触ふれただけで、その人間の思考が流れ込んで来てしまう上に、触れなくとも、心に抱いだいている強い思いが届とどいてしまうのだ。

　人間の数が増ふえれば増えるほど、ティーエの頭の中には様々な思いが入り込んで来て、渦うずを巻まく。

　山の中で、人間というものに遭あうことなく育ったティーエは、そうしたことには未だ順応できないので、今のところ対たい処しよする方法は、自らの精神の外に壁かべを造つくることしかないのである。

　仕方がない。

　ボイスは、しばらく見守ることにした。

　本当は、ティーエの、ものを感知する力が必要な時なのだが、無む理り強じいはしたくない。




　兵士は無言のまま、先に立って歩いている。

　未まだ寝ね静しずまる時間とも思えないが、街々はひっそりと音もなかった。

　歩いていて、殆ど人に往ゆき遭あうこともない。

　街路は掃そう除じが行き届とどいて清せい潔けつで、両側に並ならぶ家々も小こ綺ぎ麗れいだった。

　あちらこちらに木や灌かん木ぼくも植えられている。

　ちゃんとした都市だ。

　これが幻げん影えいでなければ……

「木があるよ」

　ボイスの腕うでに摑まって歩きながら、ラクシは喜んでいる。

「花も咲さいてる」

　街路はところどころに灯ひが点ともされているので、周りの物は結けつ構こう良く見えるのだ。

　案内の兵士も、ランプや松明たいまつ等を持ってはいなかった。

「美しい都ま市ちですね」

　ボイスは兵士に話しかけた。

　美しい都市という言葉は、決してお世せ辞じではない。

　砂さ漠ばくをずっと旅して来て、こんな場所に辿たどり着くと、まるで楽園に迷い込んだような気分になる。

　あのおかしな噂うわさは、この都市を妬ねたむ者の流したデマではないか、と思われてきた。

　ボイスが話しかけても、兵士は返事すらしないで歩き続ける。

　急いでいるのだろうかと、ボイスは思った。

　早く仕事を済すませたいということなのか。

「ここだ」

　足を止めると、兵士は一いつ軒けんの家を指差した。

　外見は少々大き目ながら普ふ通つうの家という感じだが、よく見ると入口の上に小さな看かん板ばんが掲かかげられていた。

　たいした灯りもないので、はっきりとはわからないが、花の咲いた蔓つる草くさの浮うき彫ぼりがあるようだ。

「ありがとう。助かったよ」

　ボイスは、すぐに背を向けた兵士に礼を言った。

　兵士は足を止める。

　そして、しばらくしてから振り返った。

「早くこの都ま市ちから出て行け」

　低い、殆ど聞き取れないような声でそう言い捨てると、兵士は足早に去って行った。

　止める暇いとまもなかった。




「なんだよ、愛あい想そ悪いなあ」

　呆あつ気けに取られて兵士を見送っていたラクシが、ぼやいた。

「そりゃ、大歓かん迎げいなんて、期待しちゃいないけどさ」

「まだこの方が気楽というものだろう」

　ボイスは、まだ兵士が去っていった方向に眼を向けていた。

「でも変だよね、あいつ」

　ラクシは言う。

「門番のおじさんは、感じ良かったのにさ」

「あれは……脅おどしか」

　ボイスは呟つぶやく。

「それとも、忠ちゆう告こくか」

「とにかく入ろうよ」

　ラクシは宿を指差した。

「腹はらペコなんだからさ」

　それはボイスも同じだ。

　ボイスは、宿の戸を叩たたいた。

　すぐに内から返事があり、中年の男が顔を出すと、三人を一眼見たなり、内に招しようじ入れた。

「ようこそ、カトー・オルクへ」

　男は愛想良く言った。

　宿の主人だった。

「こんな遅おそくに、悪いが」

「いえいえ、とんでもありません」

　主人は、近くに在あった椅い子すを勧すすめながら言う。

「お客様は、いつでも大歓かん迎げいです。なにしろ……」

　言葉の後半は、愚ぐ痴ちになった。

「近ごろ、この都ま市ちまで来る旅人は少なくなりましてね」

　主人は、付け加えるように言う。

「それも皆みんな、ろくでもないデマのせいですよ」

「デマ……」

　ボイスは、まずラクシを座らせてやり、次いでティーエを椅子に導みちびいた。

　ティーエは、心ここに在らずという風ふ情ぜいで、つまりは、ボーっとしているように見えた。

「デマです……」

　主人は、口にすべきかどうかをしばらく迷っているようだった。

「悪い噂が立っているでしょう」

「少々小耳には挟はさんだが」

　さすがにボイスも口を濁にごした。

「それですよ」

　主人は、ただ頷うなずく。

「いったい誰が、そんな噂を流したんだか」

　主人は怒いかりの口調というよりは、同じ愚痴のように続けた。

「おかげで、こっちは大迷めい惑わくです」

「そんなに、旅人が減へったのですか」

「今日のお客は皆さんだけです」

　主人は諦あきらめを示しめすのか、肩かたを竦すくめる。

「昨日きのうも、一昨日おとといも、三日前もお客はいませんでした」

　主人は更さらに続けた。

「十日前も、一月前も……いや、とんだ愚痴を言いました。すぐ食事の用意をしましょう。食事の間に、部屋の掃そう除じをさせておきます」




　三人は食堂に案内され、料理を待っている間に、運ばれて来た飲物を飲んだ。

　果くだ物ものの絞しぼり汁じるだったので、ラクシは手放しで喜んだ。

「生の果物だよ、これ」

　砂さ漠ばくで口にできる果物は、干ほしたものしかない。オアシスの在る町などでも、生の果物は貴き重ちよう品ひんだった。一いつ介かいの旅人など、めったに口にできはしない。

「でもさ」

　一息ついてから、ラクシは少々声を潜ひそめる。

「どうなってんだろう」

「何がだ」

「だってさ、門では喜んで入れてくれたのに、案内してくれたやつは、早く出て行けって言うし、この宿には、客がぜんぜん居いないんだぜ」

　ラクシは、机つくえの上に頰ほお杖づえを突つく。

「この都ま市ちは、どうなってんだろ」

「あまり穿せん鑿さくしない方がいいだろう」

　ボイスは釘くぎを刺さす。

「おれたちは、二、三日でここを出て行く旅人に過すぎない」

「まあ……そうだね」

　ラクシもそれは認みとめた。

　行く先々で、事じ情じようを調べ回っても仕方がない。三人には目的地があるのだ。

「とにかく、水と食料はたっぷり補ほ給きゆうできるし、おまえの足も良くなるんだ。それだけで充分だろう」

「そうだよね」

　ラクシは納なつ得とくした。

　砂漠の旅で、水と食料を必要なだけ手に入れられる上に、果物まで口にできたのだ。満足してしかるべきだった。

　他人の生活に首を突っ込むのは、余よ計けいなお世話というものだろう。

「とにかく、おまえはよく休んで、早く足を治すんだ」

「でもさ……」

　ラクシはティーエに眼めを向ける。

「こいつ、頼りないよ」

　ティーエは未だぼんやりと、あらぬ方を眺ながめながら座すわっている。

　果汁にも手を付けていなかった。

「そんなに苦しいのか」
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　ボイスは、ティーエが外界のものに耐えられないということを、少しは理り解かいし始めているので、同情した。

「ティー、果物だぜ、おまえにも飲めるだろ」

　ティーエは菜食を守っているので、肉や魚は口にしないのだ。

　二人から話しかけられても、ティーエはしばらく何の反はん応のうも示しめさなかった。

　初めのうちは、ラクシはティーエのそうした様子に呆あきれて〝こいつ、アホじゃないの〟と思っていたほどだ。

「おいってばっ」

　ラクシは、掌てのひらで机を叩いた。

「あ……はあ」

　ティーエはようやく返事をした。

「おまえさ、今どこに居いるか、わかってんの？」

「はあ……」

　ティーエの様子は、夢ゆめから醒さめたばかりのようだ。

　雪白の頰ほおに、ようやくほんのりと赤みが差して、見み惚とれるような美しさだった。

　これほどに白く美しい頰を、ラクシは知らない。

　白色系けいの人種であるティーエは、その人々の中でも特別と思われるほどに肌はだの色が白い。

　そういう人々は、紫し外がい線せんの影えい響きようを受け易やすいので、しみやそばかすができることが多いのだが、この頰には、いや頰だけでなく、首や手にも、一いつ片ぺんのしみも見み出いだすことはない。

　それが信じられないほどだった。

　一方、ラクシとボイスは、この大陸で最も数の多い、赤しやく銅どう色の肌の人種に属ぞくしている。

　ラクシの肌は、もともとは淡あわい小麦色だったが、長く砂漠地帯を旅して、すっかり日に焼けている。

　ボイスは、長い年月、家も持たず、各地を歩き回って傭よう兵へいの仕事をして来たせいか、日焼けがすっかり皮ひ膚ふに染しみ込んでしまって、今では鋼鉄の色に近くなっている。

「ええ……カトー・オルク市の、宿屋だと思いますが」

　ようやく、答えが返って来た。

　ラクシは、ただ呆れるだけだ。

　ティーエは、ラクシに押し付けられた、素焼きのコップに入っている果汁を飲んだ。

　ほどなく食事が運ばれて来た。

　パンや、干ほし肉にくを使ったシチューだった。

　ティーエのための、野菜だけを煮にたものもある。

　干肉は少な目だったが、長い旅をして来た者には、新しん鮮せんな野菜が何よりもありがたい。

　三人とも貪むさぼるように食べた。




　人心ごこ地ちがつくと、三人は部屋に案内された。

　中二階にある部屋で、いかにも、今掃そう除じをしましたと言わんばかりで、まだ埃ほこり臭くさかった。

「寝しん台だいだっ」

　ラクシは、眼めを輝かがやかせた。

　もう長いこと、ラクシは寝台というものを忘わすれていた。

　故郷ふるさとの新イタール公国を出てからは、知人を頼たよっていくつかの町や村を転々としたが、そうした生活をすること自体が、甘あまえに思われ、ラクシは砂漠に流る浪ろうの旅に出たのだった。

　自由になるために故こ国こくを出た。

　初めは解かい放ほう感で一いつ杯ぱいだったが、その時期が終ると、急に焦しよう燥そうを覚え始めた。

　自分は何をしているのだろう。

　このままでいいのだろうか。

　では、何をするべきなのか。

　旅の間に考えた。

　ティーエやボイスに出で遭あって、共に旅をするようになっても、まだ考え続けている。

　何のために、今ここに居るのか。

　本当は、新イタールに残って、兄を助けるべきではなかったのか。

　兄のハラドは言った。

「ラクシ、自由におなり」

　と。

「わたしの分まで、自由におなり」

　だが、自由とは何なのかが、解わからなくなった。

　確たしかに、全すべての束そく縛ばくからは解放された。

　しかし、心は少しも自由になってはいなかった。

　母のこと。

　兄のこと。

　故郷の人々のこと。

　捨すてて来た全てのことが気にかかる。

　寝台を見ただけで、そうしたことが、一気に、噴ふき上がるように蘇よみがえってきた。

　横にいたティーエが、微かすかに震ふるえたのは、そのせいだったかもしれない。

「とにかく、休め」

　ボイスが言った。

　寝台で眠ねむれることなど滅めつ多たにないのだ。

「この都市を出たら、また、何があるかわからないぞ」

　それは、この都市の中に居れば安全ということだったが、現げん実じつは、そうとも限かぎらなかった。




　夜半、ボイスはふと眼を覚ました。

　気配のせいだ。

　何か尋じん常じようではない気配を感じれば、すぐに眼覚めるように訓練してある。

　それは、ティーエが起き上った気配だった。

　ティーエは寝台から起き、窓まどに近付く。

　窓を開ける。

　そこに、顔があった。

　中二階の窓の外に。

　灰はい色の、おぼろな影かげだったが、確かに顔だった。

　中年の男の顔。

　だが、生きている人間のものではない。

　男は、ティーエに何か語りかけていた。

　しかし、ボイスには、何を言っているのか解らない。

「では、わたしたちは、どうしたらいいのですか」

　ティーエが問うている。

　その答えは、ボイスの耳には届とどかない。

「わかりました」

　ティーエは言うと、窓を閉しめた。

「今のは、何だ」

　寝台に戻ったティーエに、ボイスは尋ねる。

「さ迷っている霊ハランです」

　溜ため息を吐ついてから、ティーエは言った。

「何を言っていたんだ」

「気を付けるように、とあのひとは言いました」

「何にだ」

「この都市には、危き険けんが満ちていると。長居をしてはいけないと、忠ちゆう告こくしてくれたのです」

「どういう危険だ」

「不死の人々が居ると言ったのです」

「不死の人々……」

「不死の人々が、日が暮くれると街まちに出て来ると言ったのです」

　ティーエは小声で言う。

　ラクシが、ぐっすりと眠っているからだ。久ひさし振ぶりに屋根の下で寝られたせいか、疲つかれが出たのだろう。

　少女の身で、どういう理由で、単身砂さ漠ばくの旅をしていたのか。

　ボイスはふと憐れん憫びんの情を覚える。

　もっとも、そう思ったことに気付いたら、ラクシは烈れつ火かのごとくに怒おこるだろうが。

「窓まどをしっかり閉めておくように、とあのひとは忠告しました」

　ティーエは、窓に眼を向けた。

「妖よう魔まが入らないように、と」

「ようま……」

　呟つぶやいたボイスは複ふく雑ざつな心持ちだった。

　妖魔が入らないように、と忠告してくれたものが、そもそも幽ゆう霊れいらしいのだから。

　夜中に、中二階の窓の外を漂ただよっているのだ。

「そもそも、この都市に来るべきではなかったのに、と言いました」

「それでは……」

　ティーエの言葉に、ボイスは額ひたいを翳かげらせる。

「案内してくれた兵士と同じじゃないか」

「そうですね」

　ティーエは頷うなずいた。

「わたしも、何か嫌なものを感じます」

「嫌なもの……」

「この都市に入ってから、ずっと外から入って来るものを受けないように、心に防ぼう御ぎよの幕まくを張っていたのですが、それでも、何かを感じます」

「嫌なもの、とは何だ？」

「恐おそれです」

　ティーエは答えた。

「恐れ……何に対しての恐れだ」

「はっきりはしません」

　ティーエは、ゆっくりと語る。

　未まだ完全に防御を解いている訳ではないのだ。

「ただ、都市全体が、恐れに包まれているのです」

　ティーエは微かすかに震ふるえた。

　改めて、その恐れを感じ取ったのかもしれない。

「わたしたちは、ここに来るべきではなかったのかもしれません」

「水を手に入れるためだ、仕方がない」

　ボイスは僅わずかに首を振った。

「他に方法はなかった」

「そうですね」

　ティーエは、溜め息を吐ついた。

「ラクシの足は、どうだ？」

　ボイスは尋たずねる。

「できれば、夜が明けたら、この都市を出たいが」

　もちろん、薬くす師しであるティーエは、この部屋に入ってすぐに、もう一度ラクシの足の手当てを行っている。

　湿しつ布ぷと飲み薬だが、薬師としてのティーエの力量がかなりのものであることを、ボイスは良く知っていた。

「朝ですか……」

　ティーエは眉まゆの根を寄よせた。

「未だ歩かない方が良いでしょう。さっき無理をしてしまいましたから」

　都市に入ってから、宿屋まで、ラクシはボイスの助けを拒きよ否ひして自分の足で歩いた。

　ティーエは気付いていたが、窘たしなめる余よ裕ゆうはなかった。自らの意い識しきを外界から遮しや断だんするだけで、手一いつ杯ぱいだったからだ。

　ティーエにとって、万単位の人間の集まるような場所は、初めての経けい験けんなのだ。

「しかし……伝説通りだとしたら……」

　ボイスは、さすがに口に出すのを躊ちゆう躇ちよした。

「今の霊が、不死の人々が街に出て来ると言ったのなら」

「昼間は大だい丈じよう夫ぶでしょう。そして、夜は決して外に出ないで、窓を閉しめておくのです」

　ティーエは、窓を顧かえりみて言った。

「治るのに、何日必要だ」

「三日です」

「やれやれ……」

　ボイスは、眼めを覚さます様子もないラクシを見下ろした。

「このお嬢じようちゃんが、これほど強ごう情じようでなければな」

　おぶってやると言っても、ラクシは頑かたくなに拒こばむだろう。

「まあ、いざとなれば、ひっ担かついででも連れ出すさ」




　美しい朝だった。

　多少の湿しつ度どに恵めぐまれているので、木の葉に朝あさ露つゆが雫こぼれた。

　緑は眼に染しみるほどに、朝日に輝かがやいていた。

　ラクシは、窓の外の街路樹の葉の上に、ある生き物を見つけ、躍おどり上って喜んだ。

「わっ、テントウ虫だ、テントウ虫だよ」

「本当ですね」

　ティーエも、言われてようやく気付いて、眼を細めた。

　日中は、夜ほどに〝人々の想おもい〟を受けることが辛つらくはないらしい。特に朝は最も楽なようだった。

　朝食が済すむと、ボイスは二人を宿に残して、出かけて行った。

　むろん、都市の様子を見るためだ。

　何かあったら、二人を連れてこの都市から脱だつ出しゆつしなければならないかもしれない。

　そのためには、この都市の事情や、道みち筋すじなどをあらかじめ知っておく必要がある。

　立りつ派ぱで豊ゆたかな都市。

　やはり印象はそれだった。

　あちらこちらに、滾こん々こんと清らかな水の湧わく泉いずみがあり、都市の後方には、広い畑や果か樹じゆ園えんが広がっていた。

　街路はどこも清せい潔けつで、市場は物ぶつ資しが豊かにあり、人々は皆みな、忙いそがしそうに働いている。

　こういう光景を見ると、また、あの言い伝えは、ただのデマだとしか思えなくなってくる。

　だが、昨夜の霊の出現が、油ゆ断だんはできぬことを物語っていた。

　日中にはごく普通の、いや、それ以上の豊かな人々の営いとなみがあるのに、夜のあの静けさは何だろう。

　人々は固く窓を閉ざし、声もあげずに、家の中にひっそりと隠かくれている。

　まるで、夜そのものを恐れてでもいるように。

　都市の中央には、とりわけ大きな泉があった。

　大理石に囲まれた大きな池のようだが、底の方から水が湧いてくるのが、透とう明めいな水の動きで良くわかる。

　泉の隣となりには沐もく浴よく場があり、その向こうには小さいながら優ゆう美びな神しん殿でんがあった。

　泉の水は、脇わきから溢あふれ出し、排はい水すい口こうに流れ落ちる。

　この水は、おそらく都市の外に在る畑に流れるようになっているのだろう。

　目当をつけて行ってみると、都市の後方の城じよう壁へきの向こうには、一面の畑の緑が広がっていた。

　小さな森もあった。

　水がもたらすものは、なんと豊ゆたかなのだろう。

　これ迄まで旅して来た砂さ漠ばくも、水にさえ恵めぐまれれば、一面の緑の沃よく野やになるだろうに。




　ボイスが都市を見回っている間に、宿の二人のもとには、来客があった。

　美しい服を着た中年の男だった。

　貴き族ぞくか何かのように見受けられる。

　この都市は、小さいながらも王国で、王が統とう治ちをしている。少数だが、貴族もいる訳わけだ。

　男は、国王付きの待じ従じゆうだと名乗った。

　宿の主あるじが、下にも置かぬ扱あつかいをしているところからも、名乗った通りの身分であることはよくわかる。

　その男の来訪で、早くも遮しや蔽へい状じよう態たいに入っているティーエは使いものにならないので、仕方なくラクシが応おう待たいすることになった。

　絶ぜつ対たいに、捻ねん挫ざをした足を地面に着けるな、とティーエに念を押おされているので、壁かべに摑つかまりながら、一階に降おり、昨夜の食堂に行った。

　この部屋が、食堂でありまた応おう接せつ室しつにもなっているという訳だ。

「おまえが、旅人か」

　男は、ラクシをじっと見て言った。

　口調はそれほどでもなかったが、視し線せんは不ぶ躾しつけだった。

　頭のてっぺんから爪つま先さきまで、まるで品定めをするように見回す。

　いつものラクシならば、怒おこり始めるところだが、国王の待従では、相手が相手だ。

「はい、さようでございます」

　ラクシは、慇いん懃ぎんに応じた。

　もともと育ちは良いから、礼れい儀ぎは心得ている。

「夜や中ちゆうであるにもかかわらず、都市に迎むかえ入れていただきましたこと、感かん謝しや申し上げます」

「それは、この国の方ほう針しんなのだ」

　待従は言う。

「この国は、誰だれも拒こばまぬ。旅人は、誰でも歓かん迎げいする。国王陛へい下かの御ご命めい令れいだ」

「わたくしどものような旅人には、ありがたい御方針でございます」

　その言葉は、本心から出た。

　こうしてたっぷり飲んだり食べたりでき、また宿で寛くつろげるという普ふ通つうのことが、砂漠の旅では、身に染しみるほどにありがたいのだ。

「おまえの他に、二人居いるのではないか」

「はい」

　門を入った時に、既すでに三人という報ほう告こくは行っているだろう。それに、隠す理由もない。

「一は、出かけております。そしてもう一人は……」

　そこでラクシは、何と言ったものかと迷まよった。

　真実を話す訳にもいくまい。

「もう一人は、旅の疲つかれから、体調を崩くずして寝ねております」

「おまえも、足を傷いためているようだな」

　待従は、既すでにラクシの足に気付いていた。

「はい」

　ラクシはそれも認みとめる。

　今さら意地を張はってみたところで、仕方がない。

「長旅でしたので」

「門の番兵が聞いたそうだが、ここに来る前に、街かい道どうで旅人の遺い体たいを見たというのは、本当か」

「はい」

　ラクシは頷うなずいた。

　その話は、門を入るとすぐにボイスが番兵にしておいた。むろん、葬ほうむってもらいたかったからである。

「気の毒に……この都市から、ほど遠からぬ所だそうだな」

「はい」

「ところで……」

　待従は、さり気なく問う。

「その屍し体たいに、何かおかしな点はなかったかな」

「あ……それが」

　言いかけて、ラクシは口を噤つぐんだ。

　変なことを言って、笑われたくないと思ったのだ。

「何かあるのか」

　待従は重ねて訊きいた。

「あ……いえ」

　再さい度ど尋たずねられたことに、ラクシは微かすかながら違い和わ感を覚えた。

　この男は、何かを知っているのではないか。頭の中の勘の部分が、そう囁ささやく。

「ただ……」

「ただ、何だね」

「つまり……ただ、変だと思ったのは」

　ラクシは、しっかりと言い直す。

「あの亡なくなった人が、荷物らしい荷物を持っていなかったことです。風で飛ばされたのだと思いますが」

「ふむ……荷物を……」

　男は、じっとラクシを見た。

　観察されているようで、少々不ふ快かいだった。

「他に、何か気がついたことがあるかね」

「いいえ」

　すぐさま、ラクシは首を振った。

「それだけです」




　畑の中の小道をしばらく歩いていると、森に入った。

　小さかったが、木々の密みつ度どが心ここ地ち良よい。

　そこを抜ぬけると、ボイスはまた開けた場所に出た。

　そこは、低い、一メートル足らずの白い塀へいに囲まれた一角だった。

　いくつもに枝えだ分わかれした小道があり、様々な形の石が並ならんでいる。

　ボイスは、すぐに了解した。

　ここは墓ぼ地ちだ。

　よくよく方角を考えてみると、墓地は都市の西に在あった。

　どこの都市でも、墓地は西側に造つくられることが一いつ般ぱん的だった。

　西は日の沈しずむ方角だからだ。

　日の没する処ところ、即すなわち、死を意味する方向だ。

　この大陸では、大たい概がいの宗しゆう教きようが太陽を神として崇あがめる。

　太陽は、朝あした、東の空に生まれ、夕ゆうべに西の地平線で、真しん紅くの残光と共に死ぬ。

　そしてまた、次の朝には、新たに生まれ替わる。

　それが、信しん仰こうの基き本ほんだった。

　日々の営いとなみが積み重なって、植物や様々な生き物を育てる。それはやがて死を迎むかえる。

　しかし、また朝になれば、新たな太陽が昇のぼって来るのだ。

　生命いのちもまた……

　東は生の世界。

　そして西は死。

　冥めい界かいへの入口であった。

　とはいえ、決してみじめで暗いものではない。

　いつの日か、太陽と共に、再さい生せいするのだから。

　人々は、そう信じた。

　死は永えい遠えんの消しよう滅めつではない、しばしの休息なのだ。

　そうはいっても、死者を悼いたむ心はある。特に最愛の家族を失った人々は、仮かりの住すま居いであろうとも、懐ふところの許ゆるす限かぎり、立派な墓ものを造ろうとする。

　この墓地にも、なかなか立派な墓が多かった。

　石は殆ど白に灰はい色いろの斑まだらのあるもので、おそらく近くの山から切り出して来るのだろう。

　静かな安息の地。

　しかし、眺ながめているうちに、ボイスは少しずつ違和感を覚え始めていた。

　どこか違う。

　何が異ことなっているのか。

　ボイスは、注意深く観察した。

　そして、ある点に注目した。

　墓に、印のようなものが描えがかれている。

　赤黒い、三角形に近いような印だ。

　完全な三角ではなく、文字を図案化したかと思われるが、ボイスにはそれが何であるのかわからない。

　ただ、ティーエなら解かい読どくできるだろうと考え、手持ちの布ぬのに、それを描かき写した。

　印が描かれている墓は、ひとつや二つではなかった。

　殆どだ。

　そして、ボイスはあることに気付いた。

　いくつか毀こわれている墓があったが、それには印が描かれていないのだ。

　全すべてそうだった。

　どういうことなのか……

　描かれていないから毀されたのか、それとも、毀れているから描かれていないのか。

　墓地には、人ひと気けがない。

　真白い陽光が、白い石を容よう赦しやなく照らすばかりだ。




「客……」

　夜に戻もどって、来客の話をラクシから聞かされ、ボイスは眉まゆ根ねを寄よせた。

　ボイスを迎えた宿の主人と世話係の女は、客のことなど何ひとつ教えてくれなかった。

　王に仕える者だからか。

　しかし、王の側近が、何のためにわざわざ一いつ介かいの旅人を訪たずねて来る必要があるのか。

　その理由が全くわからなかった。
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　あの遺体について尋ねる理由もわからない。

　ボイスは、相変わらずのティーエの注意を喚かん起きする。

　ティーエは、ようやくボイスに眼を向けた。

「これを見てくれ」

　ボイスはさっそく、さきほど墓地で描かき写して来た印を見せる。

「これは……どこで……」

　ティーエは、しばし呆ぼう然ぜんとした様子だった。

「なんだよ、それ」

　ラクシが覗のぞき込こむ。

「これは、死者を封ふう印いんする呪まじないです」

「死者を封印する……墓石に描いてあったんだぞ」

「それでは、死者が墓から出られないように描いたのです」

「墓から……」

「出る……」

　ボイスとラクシは、同時に呟つぶやいた。

　夜な夜な死者が歩き回るという噂うわさを、連想せざるを得ないからだ。

「墓から、死人が出て来るってのかよ」

　さすがに、ラクシは寒気を覚え肩かたを抱だいた。

　熟じゆく睡すいしていたので、昨夜起きたことはまだ知らない。

　ボイスは、知らないで済すむものならと、ラクシには言わないでおいたのだ。

「ですから、それを防ふせぐために、封印の呪いをしているのです」

　ティーエは、こともなげに言う。

　ティーエにとっては、死者が墓から出て来るという事も、さして異い常じようではないようだ。

〝こいつ……〟

　内心恨うらめしくなり、ラクシはティーエを睨にらんだ。

「では、封印の呪いを解とけば、墓から死人が出て来るというのか」

　ボイスにとっても、あまり想そう像ぞうしたくない図である。

　太陽帝てい国こくの首都アステ・カイデ市や、一部の所では火か葬そうがあり、湿しつ地ち帯たいに住む人々も、火葬や他の葬ほうむり方をしているが、大陸では、どこでも土葬が一般的だった。

　砂さ漠ばく地帯では、乾かん燥そうが激はげしいので、土葬された遺体は、ミイラ状じようになることが多いが、湿しつ気けのあるオアシス都市ではどうだろうか。

「そういうことも、有り得ます」

　ティーエは頷うなずいた。

　およそ、物事を隠かくしたり、匂におわしたりするような言い方のできない人間だ。

「もちろん、封印をそっとしておけば、問題はありませんが」

　付け加えたことも、ラクシにとっては、あまり良い知らせでもない。

「早くこの都市を出ようよ」

　ラクシは言った。

「おれは、おまえと違って、生きていない人間は苦手なんだからな」

「生きている死者ですよ」

　ご丁てい寧ねいにティーエは訂てい正せいした。

「屍し体たいに、別の霊れいが入り込んで動かすのです」

「どっちだって、大して違わないよっ」

　ラクシは呆あきれて叫さけんだ。

「明日出よう」

　ボイスが言った。

「生きている死者もごめんだが、何よりも、訪ねて来た待じ従じゆうというのが、気になる」

「本物らしいよ」

　ラクシが言った。

「この宿の亭主が、ソワソワしていたから」

「どうして、国王の待従が、ここに来ると思う」

「知らないよ」

　ラクシは、不満そうな表ひよう情じようをした。

　そんなことを訊きかれても、わかるはずがない。

「誰かお偉えらいさんが、外国の話でも聞きたいんじゃないの」

「周辺の国のことなら、この国の人間を調ちよう査さに派は遣けんすればいいだろう」

「もっと遠い国のことにだって、興きよう味みがあるだろ」

「なぜ、待従が来るのかな」

「知らないよっ」

　ラクシは焦じれた。

「そんなことは、そっちで考えろよ」

「そうだな」

　ボイスは認みとめた。

　相手は少女なのだ。

　ほんの子こ供どもといっていい。

　ティーエと同様に、まだまだ世間知らずのお嬢じようちゃんだ。

　もっとも、ボイスがお嬢ちゃん、と陰かげで言っていることを知ったら、ラクシは怒いかりで顔を真まつ赤かにするに違いないが。

「いずれにせよ、明日の朝発たとう」

　ボイスは念を押すように付け加える。

「それまでに、おまえの足が治っていなかったら、おれにおぶされ。いいな」

「やだよ、そんなの」

「文もん句くは言うな。無事に、ト・アデルに着きたかったらな」

　さすがのラクシも、これ以上言うのを諦あきらめた。




　大分日が傾かたむいた頃ころ、再び来訪者があった。

　さきほどとは違って、数人の供ともを連れた品の良い中年の婦ふ人じんだった。

　小こ柄がらで瘦やせ型だが、姿し勢せいが良いので、決して貧ひん相そうには見えなかった。

　今度は、ボイスが応対した。

　婦人は、ボイスに紙を巻まいたものを渡わたしながら言った。

「国王陛へい下かのお招まねきです。旅人たちよ」

　物もの腰ごしも口調も上品だった。

　髪かみを高く結い上げ、服の衿えりと袖そでの部分はまるで蜘く蛛もの巣のように薄うすく透とう明めいに織おり上げた、麻あさ布ぬのでできていた。

　薄い麻織りは、大陸でも最も高こう価かな布である。薄ければ薄いほど高級になった。

「わたくしと一いつ緒しよに、王宮に来るのです」

「お招き……とおっしゃいましても」

　ボイスは恭うやうやしく言った。

　放ほう浪ろうの戦士には見えても、実は育ちが良いので、どのように対応すべきかは心得ている。

「わたくしどもは、ただの旅人。恐おそれ多うございます」

「遠えん慮りよには及およびませぬ」

　婦人は、早くも椅い子すから立ち上がっていた。

「荷物を持って、来るのです。今夜は、王宮に泊とまることになります」

　それはもう、従したがう以外にない言葉だった。

　ボイスは大急ぎで宿の勘かん定じようを済すませようとしたが、その金は婦人の供の者が払はらった。

　こうなれば仕方がない。

　ボイスは、部屋に戻り、二人にすぐに用意をさせる他はなかった。とはいっても、大部分の荷に物もつは宿に預あずけた。

　むろん、ティーエには顔を隠かくさせた。王宮は、門の付近や宿屋と違って、夜も明るくきらびやかだろう。

　ティーエの顔は、いずれ見られることにはなるだろうが、なるべくそれを先に延のばしたい。

　三人は、婦人について宿を出た。

　王宮は、都市の北側に在ある。

　大門は東側、さきほどボイスが行った墓地は西門の外だった。

　門は二つ。

　王宮で、何も悪いことが起きなければいいが。

　ボイスは、心からそう念じた。







　第二章　王宮の主あるじ







　王宮に着くと、三人は、客間と思われる立りつ派ぱな部屋に通された。

　小国の王宮なので、規き模ぼは決して大きくはないが、建けん築ちくの優ゆう美びさでは、どこの国にもひけを取らないほどだった。

「へえっ、すごいなあ」

　ラクシは、部屋を見て回っている。

　次の間付きの広い部屋で、大きな窓まどもあり、露台バルコニーが付いていた。

　窓には、虫むし除よけの薄布を張はった網あみ戸どと雨戸とがあり、今は網戸だけが閉とじられていた。

　北に面しているので、西日が当らず、暑いことはない。

　雨戸にも網戸にも、細かい彫ちよう刻こくがあるし、壁かべには絵が描えがかれている。

　どれも、かなり質しつが高かった。

　室内には、既すでに灯あかりが点ともされていた。

　太陽は急速に西方に没ぼつしつつある。

　砂漠地帯では、日没後、夜はあっという間にやって来る。

「夜だ」

　ラクシは呟つぶやいた。

「かえって良かったかもしれないね」

「なにが良いんだ？」

　ボイスが尋ねる。

「だって、王宮に居いれば、たとえ墓はか場ばから何かが出て来たって、何の心配もないだろう」

　なにしろ王宮なのだ、警けい備びも良く、変なものが侵しん入にゆうすることもあるまい。

「確たしかに、それはそうだな」

　ボイスも、それは同意した。

「ティーは、どう思う」

　ラクシは、ティーエに声を掛かける。

「おいっ」

　耳元の大声で、ようやくティーエは二人の方に顔を向けた。

「なんでしょうか」

　もう顔の布は取っていたが、眼めには未いまだヴェールが張られているようだった。

「今、自分がどこに居るか、わかってんのかよ」

　ラクシは呆あきれた声をあげた。

「王宮……ですね」

　ティーエは言った。

「宿に居る時ほど、辛つらくはありません。でも……」

「でも何だ？」

「でも、ここの人たちも、強い恐おそれを抱いだいているようなのです。街の人たちとは違うのですが」

「王宮も、安全じゃないということ……」

「王は、何か対たい策さくを取ってはおられないのか」

　ボイスは呟く。

　あまり大きな声では言えないことだ。

「対策って？」

「つまり、呪まじない師しを雇やとうとか……神官もいるだろう」

「そういえば、そうだよね」

　ラクシは何度も頷うなずいた。

　どこの国でも、王や貴き族ぞくは、専せん属ぞくの占うらない師や呪い師を雇うものだし、神しん殿でんの神官の中にも呪じゆ術じゆつを使える者がいる。

　何か異い変へん、それも人間業わざではないような異変があれば、そうした者たちが力を尽つくすはずなのだ。

「わたしにはわかりませんが、そういう人たちは、いないのかもしれません。あるいは……」

「あるいは……何だよ」

　ラクシは、顔を顰しかめた。

　厭いやな予感がする。

「あるいは、そういう人たちが邪じやを祓はらおうと試みて……」

「試みて……」

「既すでに敗れたのかもしれません」

「どうせ、そんなことを言うんだと思ったよ」

　ラクシは肩を落とした。

「既に敗れた……と」

　ボイスが、問う眼をティーエに向ける。

「どうしてそう思う？」

「感じないからです」

　ティーエは答えた。

「そういう人がいれば、何かを感じるはずですから」

「ふむ……」

　ボイスは、しばらく考えた。

「どうしたら、いいのか」

　本来は、二人を連れて、すぐにもこの都ま市ちを出るべきだったのかもしれない。

　しかし、王宮に来てしまったからには、そうはいかなくなったのだ。

　むろん、それは逃のがれられないことでもあった。

　向うからじきじきに迎えに来られては、断ことわりようがない。

　とうとう、太陽は地平線の向こうに隠れてしまった。




　外の廊ろう下かに足音と人の気配があった。

　少々身み構がまえていると、声が掛かけられて、扉とびらが開いた。

　五人の、上等の服に身を包んだ人々が居た。

　女が二人、男が三人。

　女官と侍じ従じゆう、それに供ともの者だろう。

　あの男がいた。

　昼間、ラクシが会った待従だ。

「国王陛へい下かが、晩ばん餐さんの席におまえたちをお招まねきあそばされた。ついて来るように」

　言うなり、待従は背を向け、歩き出す。

　やはり従したがうだけのことだ。

　三人は大人しく、待従について行った。

　天てん井じようが高く、優ゆう雅がな壁へき画がや彫ちよう刻こくに彩いろどられた廊下をしばらく歩くと、扉の開かれた部屋があった。

　そこに入るように促うながされた。

　大きな、立派な部屋だった。

　壁ばかりでなく、高い天井にも絵が描かれている。床や柱は、あの斑まだらのある白い石だった。

　太い柱が、いくつも連なっている。

　奥おくの方に、大きな縦たて長ながの机つくえが在った。

　その上に、金を象ぞう嵌がんした銀ぎん製せいのコップや、皿が並べられている。

　これが、晩餐の食しよく卓たくなのだろう。

　それにしては、置かれている食器の数が少ないようにも思うが。

　これでは、四、五人分だ。

　待従は三人を部屋の一角に誘いざない、ティーエに言う。

「じきに、国王陛下がお出ましになる。被かぶりものを取るのだ。礼を失することになるぞ」

　むろん、ティーエに拒こばむことはできなかった。

「はい」

　応おうじ、ヴェールを取る。

　現あらわれたものは、もちろん、どのような美女よりも整った美しく繊せん細さいな顔と、右と左の色の違ちがう、世にも希まれなる宝ほう石せきのような瞳めだ。

　右はエメラルドの深い緑。

　左は紫むらさき水ずい晶しようのような紫。

　こんな瞳を持つ者は、大陸には二人とおるまい。

　いや、この大陸で、何世紀の時が経たとうと、殆ほとんど現われることはないはずだった。

　信じられぬほどの美しい容よう貌ぼう、そして眼。

　誰もが、しばし言葉を失った。

　やがて、足音が聞こえた。

　数人の足音だ。

　近付いて来る。

　王と、供の者だった。

　ほっそりとした背せの高い男が、一行の中心に居る。

　誰が見ても、この人物が王だった。

　しかし、若わかい。

　若く、美しい。

　年の頃ころは、ティーエよりは少し上、二は十た歳ち前後のように思われた。

　白い肌はだに、暗色の髪かみ。

　柔やわらかい身ごなしの男が、三人の近くに進み出、止まった。

　瞳は、空よりも深い青だった。

　ティーエと同じように、白い肌の人種なのだ。

　青年の眼は、しばらく、引き寄せられるようにティーエの顔の上に止まった。

　それも当然だろう。

「国王陛下にあらせられるぞ」

　待従の声に、我われに返ったのはラクシだった。

　ボイスは既すでに恭うやうやしく腰こしを屈かがめていたが、ラクシとティーエは、そのまま立っていたからだ。

　ラクシはつい、この青年王に見み惚とれていたのだった。

　ラクシは慌あわてて膝を突く。

　ティーエも、無器用に頭を下げた。

「構かまわぬ」

　青年王は笑って、優雅に手先を振った。

「おまえたちは、わたしの客だ。寛くつろぐが良い」

　そう言うと、王は食しよく卓たくの最上席に着く。

　ティーエたちも誘いざなわれて、それぞれの席に座った。

　もう一つの上席が、食事の用意がされたまま空いていた。

　後から、誰かが来るのだろうかと、ラクシは思った。

「久ひさしぶりで、他よ処そからの客を迎えることができた」

　皆みなを見回し、王は満足そうに言った。

「食事をしながら、異国の話など聞かせてくれ」

「異国のことを、沢たく山さん知っているのは、ボイスでございます」

　ラクシが、物もの怖おじせずに言った。

「大陸の、あちらこちらを旅して来たそうでございますから」

　異国の話で、王の機き嫌げんが良くなるのなら、ありがたいことだ。

　なんとか無事に、ここで一夜を過すごして、明朝には発ちたい。

　ボイスとラクシは、そう思っていた。

　そのためには、王に機嫌良くしてもらって、王宮で朝を迎えるのが一番だろう。

「そうか、おまえが」

　王は、ボイスを見た。

　傭よう兵へいとしての、長い戦いの日々は、この男の肌を鋼こう鉄てつのような色に変え、全身にいくつもの傷きず跡あとを残したが、体力や気力は、少しも奪うばってはいなかった。

「わたくしは傭兵でございますから」

　ボイスは言った。

「あちらこちらの国に傭やとわれ、戦って参りました」

「そうか」

　王は頷いた。

「歴戦の勇士だな」

　料理が運ばれて来て、三人の前に置かれた。

　次いで、酒や飲み物が、いくつもの杯さかずきに注がれる。

　ただ、王の前に料理は置かれず、杯のみが一いつ杯ぱいにされた。

「食べなさい」

　王は言った。

「わたしは、酒だけで良い、腹はらは一杯なので」

　ラクシとボイスは、その言葉に、何ら違い和わ感を覚えはしなかった。

　もちろん、それほどすんなりと喉のどを通りはしなかったが、ボイスとラクシは、ありがたく料理を食べた。

　肉もあれば、泉で育つ魚の料理も、野菜料理や果くだ物ものもあった。

　蜂はち蜜みつで味をつけた菓か子しもある。

　ティーエは、野菜と果物のみを食べた。

「おまえは、なぜ野菜しか食べないのか」

　王はティーエに尋ねた。

「この者は……」

　代わりにラクシが答える。

「菜食を誓ちかっているのでございます」

「そうか」

　王は頷いた。

　宗教的なことなどで、肉食をしない人間もたまには居る。

　不思議はなかった。

「おまえは、自みずから肉食を禁きんじておるのだな」

「そうらしゅうございます」

　ラクシが代わりに応じた。

　ティーエは、野菜の料理を口にしてはいるものの、自らを外がい界かいから隔へだてる幕を、完全に取り去った訳わけではないのだ。

　ただ、淡たん々たんと食べている。

　まるで人形のようだった。

　ほぼ食事が終る頃、この広間の扉のひとつが開く。

　入って来た人々を見て、全員が立ち上がった。

　慌ててラクシもボイスも立つ。ボイスは、ティーエの腕うでを引きながらだった。

　気付かなかったのは──ラクシに言わせれば、ボーッとしていた──ティーエだけだったのだ。

　入って来たのは、五人の婦人たちだった。

　四人は、中央に居るひときわ美しい女ひ性との供の者だろう。

　その貴き婦ふ人じんは、国王に良く似にていた。

　同じぐらいの年ねん齢れいだろうが、国王よりも落ち着いて見える。

　ほんの少し歳とし上うえの姉君だろうかと、ラクシは思った。

　だからこそ、国王までもが立ち上がったのだろう。

　暁あかつきのような色合いの、薄うすい麻あさの布ぬのを重ねた服は、金糸銀糸で縫ぬい取りされており、宝ほう石せきの嵌はまった黄金の首くび飾かざりを着けていた。

　宝石は真しん紅くのルビーだった。

　国王は立ち上がっただけではなく、美び貌ぼうの貴婦人に歩み寄って恭うやうやしくその手を取り、用意されていた席に誘いざなった。

　優ゆう雅がなものごしだった。

　ラクシは、二人の姿すがたに、思わず見み惚とれた。

　貴婦人は、ラクシの顔に眼めを留とめ、微び笑しようした。

　ラクシは、頰ほおを赤らめた。

　美しい貴婦人は次いで、ボイスに眼を向ける。

　ボイスは、目礼した。

　貴婦人は頷いた。

　そして、最後に見たのがティーエだった。

「あ……」

　まるで息を吸すうような、聞きとれないほどの声を、ティーエはあげた。

　ティーエが、自らの周囲の防ぼう壁へきを更さらに厚あつくし、その奥に意い識しきが引き籠こもるのを、隣となりに立っていたボイスは感じ取った。

「ティーエ」

　ボイスは耳元で強く囁ささやいた。

「ご挨あい拶さつをしろ」

「あ……」

　ティーエは顔を上げ、すぐにまた俯うつぶせてしまう。

　その全身に走る戦せん慄りつを、ボイスは直ちよく接せつ感じ取った。
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　ボイスは、ティーエはまだまだ人を怖こわがるが、男よりも女性に多く恐おそれを抱いだく傾けい向こうにあるのを知っているので、そのせいかと考えた。

　貴婦人のような存そん在ざいは、最も苦手な部類なのかもしれない。

「ティーッ」

　ラクシが声を掛かけたが、反はん応のうはなかった。

「申し訳わけございません」

　ボイスが謝しや罪ざいした。

「この者は、少し神しん経けいを病やんでおりまして」

　下手な説明はしたくなかったので、そういうことにした。

　今こん晩ばんだけのことなのだし、ティーエのこの状じよう態たいが、すぐに元に戻もどるとも思われない。

「今は、外からの刺し激げきには耐たえられないようでございます」

　ボイスは、頭を下げて言う。

「砂さ漠ばくに出ますと、普ふ通つうの若わか者ものなのでございますが」

「そうですの」

　貴婦人は、頰に微笑を残したまま、小さく頷き、王の案内した席に着いた。

　王も座り、皆にも腰を下ろすように合図した。

「紹しよう介かいしよう」

　王は言った。

「わたしの母だ」

「は……」

「はは……」

　ラクシもボイスも、しばらく我われを忘わすれるほどだった。

　母……とはどういうことか。

　この若く美しい貴婦人が、国王の母だというのか。

　王は、どう見ても、ティーエよりは少し歳上に思われる。

　ティーエは十七歳だ。

　十四、五歳で母となったとしても、三十五歳近くになっているはずなのだが、この貴婦人は、王と同じように、二は十た歳ち前後としか思われないのだった。

「お母君……さま」

　ラクシは呟いた。

　むろん、自らの耳ばかりでなく、言葉まで疑うたがう顔つきだった。

「信じられないのも、無理はない」

　国王は、ラクシを見て笑った。

　好意を示しめす笑顔だった。

「母は、年を取らないのだから」

「失礼いたしました」

　ラクシは謝しや罪ざいする。

「あまりにお若くお美しいので、我が眼も耳も、信じられなかったのでございます」

「謝あやまることはない。誰もが、そうだ」

　国王は、何度も頷うなずいた。

「おまえたちは、しばらくここに逗とう留りゆうして、母やわたしに、異国の珍めずらしい話をしておくれ」




　食事の後、三人は割り当てられた部屋に退さがった。

「どうなってんだろ」

　部屋に入り、廊ろう下かの人々の気配がなくなってから、ラクシは声を低めて言った。

　むろん、応じるのはボイスだけだ。

「お母君は、信じられないぐらいにお若いし、ティーエは、余よ計けいに変になっちゃったし……」

「ティーエが自分を余計に閉とざしたのは、ここに来てからだ。特に、お母君がお出ましになってからだな」

　二人はティーエを顧かえりみた。

　ティーエは部屋の隅すみの椅い子すに、今、ボイスが座すわらせてやったままの姿し勢せいで居た。

　その宝ほう石せきのような眼は、今は薄布が掛けられているようで、どこを見ているかもわからない。

「どうなっちゃってんの」

　ラクシは、ティーエに歩み寄る。

「ティーッ、おいっ、ティーッてば」

　ラクシは腰を屈かがめ、顔を付き合わせた。

「ずっと、このまんまでいる気かよ」

　ティーエの首が、少し動いたようだったが、その後は何もない。

　ラクシは、ティーエの顔の前で手を叩たたいた。

「ティーッ、こっちを見ろよ」

「は……」

　僅わずかな反はん応のうがあった。

「ほれっ」

　ラクシは、更さらに、パン、パンと高い音をたてて手を叩いた。

「ティーッ」

「あ……ラクシ」

　ようやく、ティーエの眼に光が蘇よみがえった。

「ティーッ」

「はい、なんでしょうか」

「なんでしょうか、じゃないんだよっ」

　ラクシはいささか鼻はな白じろんで言った。

「なんで、と訊きたいのは、こっちなんだよ」

「なんで……ですか」

「えいっ、もうっ」

　ときどき、ティーエと話をしていると、ラクシはイラついてくる。

「ティーエ」

　ボイスが話を引き取った。

「さっきは、国王と母君に、ずいぶん失礼なことをしたのだぞ。お二方とも、笑ってお許ゆるしくだされたが」

「失礼なこと……」

「そうだ。おまえは、完全に自分を閉ざして、御ご挨あい拶さつさえもしなかった」

「そうでしたか」

　ティーエは溜ため息を吐ついた。

「わたしは……自分を守るのに必死でした」

　ティーエは、肩かたを落とした。

「未み熟じゆくです。わたしは」

「まあ……無理もないよね、ボイス」

　これまで責せめていたくせに、すぐ同情してしまう辺りが、ラクシの良いところだ。

「怖こわかったのです……とても、恐おそろしい……」

「何が怖いんだ？」

　ボイスは首を傾かしげる。

　ここは王宮だ、街まちに居るよりもずっと安心ではないのか。

「この宮きゆう殿でんの中に満ち満ちている恐れと、邪じや悪あくな気が、わたしを包み締しめ付けるのです」

「恐れと、邪悪な気とは、何だ？」

「わかりません」

　ティーエは首を振ふった。

「その気は、底の方から、冷気のように立ち昇のぼって来るのです。わたしは、それに耐たえられないのです」

「だから、自分の周りに壁かべを造つくっているのか」

　ボイスの問いは続く。

　むろん、今も、ティーエはその精せい神しんの防ぼう壁へきを完全に取り去った訳ではないのだ。

「怖いのです」

　ティーエは頷いた。

「これ迄まで、感じたことのないような気なのです」

「今は、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「この部屋に来ると、少しは楽になるのですが」

「広間は、だめなの？」

　ラクシが訊く。

「あそこは……怖いのです」

「ふむ」

　ボイスは、顎あごに手を当て、しばらく考えた。

「それでは、この宮殿の地下か何かに、得体の知れぬ何かが潜ひそんでいる、ということなのか」

「わかりません」

　ティーエは首を振る。

「何かに訊いてみたら、どうだ」

　ボイスの言う何かとは、もちろん霊ハランか精霊ストラを指す。

「それが……」

　ティーエの白い額ひたいが、更に翳かげった。

「霊ハランはここには近付いては来ないのです。それに、精霊ストラは返事をしてはくれません」

「返事をしないのは、どうしてだ？」

「やはり、何かを恐れて凍こおり付いているのです」

「精霊ストラが凍り付くって、どういうこと？」

　ラクシが問う。

　こういう話は、どうも解わからない。

「動けないのです。縮ちぢこまっているのです」

「つまり、さっきのおまえみたいに、かよ」

　ラクシは、さきほどのティーエの、まるで殻からに籠こもったような様子を思い出した。

　あまりにも異常に感じられた。

「そうですね」

　ティーエは認みとめた。

　だいたい、からかわれるとか、揚あげ足を取られるとか、そういうことがまるで解らないのだ。

「石も、壁も、空気も、まるで生きていないようです」

　普通の人間にとって、そうしたものはもともと生きていないのだが、ティーエには違うのだ。

　ティーエは言う。

　全すべての物ぶつ質しつは、核かくのような存そん在ざいを有する。

　その核こそが精霊で、意識に似たものを持ち、ある種のエネルギーを持っているのだと。

　生物の核となるものは、更さらに意い識しきもエネルギーの段階も上で、それを霊ハランと呼ぶのだと。

「ただひとつ、話をしてくれるのが、地じ縛ばく霊れいなのですが」

「なに？　そのジバクなんとかってさ」

　ラクシが訊く。

「その場所から動くことのできない霊ハランのことを、地縛霊と言います」

　ティーエは生き真ま面じ目めに説明した。

「様々な要因で、その場所に縛しばられているのです」

「要因って……」

「怨おん念ねんが強いとか、想おもいが強いとか、そういうことですね」

「怨念が」

「例えば、その場所で殺されたとか」

「ここで？」

　ラクシは、親指で床ゆかを示しめした。

「はい」

　ティーエは機械的に頷いた。

「この宮殿で」

「はい」

　ティーエは答える。

「この部屋で殺された人もいるようです」

「この部屋でっ」

　ラクシの身体からだがピクリと痙けい攣れんした。

「この部屋に幽ゆう霊れいが居いるのかよっ」

「霊ハランはどこにでも居ますよ」

　当り前という口調でティーエは言った。

　そうは言われても、霊ハランなどというものを見ることのできない人間にとっては、不気味この上ない。

「その幽霊は、何か話をするのか」

　ボイスが尋ねた。

「それが……」

　ティーエは首を振った。

「ひとつのことしか、言いません」

「何と言っている？」

「早くここを出て行け、と」

　ティーエは言った。

「一いつ刻こくも早く出て行けと」

「何か訊いてみられないのか。手がかりになることを」

　ボイスは言う。

「ただ、出て行けと言われても、従う訳にはいかないんだぞ」

　王に招まねかれ、しばらく留とどまるようにと言われたのだ。

　急に逃にげ出すことはできないし、それが許ゆるされるはずもない。

　どうしても王宮を出なければならないとしたら、力ずくということにもなりかねないが、なんといっても多た勢ぜいに無勢だ。

　もちろん、ティーエの呪じゆ術じゆつで脱だつ出しゆつできるのなら、ことは簡かん単たんだ。

　しかし、今のこのティーエの様子では……

「説得してみます」

　ティーエは頷いた。

「あのう……」

　ティーエは虚こ空くうにおずおずと声をかける。

　実は、それは虚空ではなく、霊ハランが居るのだということを、ラクシは察しているのだが、やはりまだ信じ切れない。

　見えないものを信じるのは、難むずかしいことだ。

　ティーエと出で遭あう以前から、霊や精霊が視みえるという人間は知っていた。

　ラクシの故こ国こくにも呪まじない師しはいたし、この砂さ漠ばく地帯に来てからも、見たり話を聞いたりしたことがある。

　そういうものが、この世にいるのだろうとは思う。

　だが、人というものは、自分の眼や耳で確かく認にんしたものでなければ、なかなか信じられないようにできている。

　今のラクシにとっては、やはり、ティーエのやることにも言うことにも、違和感を持たざるを得ないのだ。

　砂さ漠ばくで、あの不思議な屍し体たいに遭った直後であっても。

「あのう……返事をしてくれませんか」

　ティーエが語りかけている霊ハランは、どうやらティーエを無視しているらしい。

「どうなってんだよ」

　ラクシはボイスに囁く。

　ボイスはただ、引き結んだ唇くちびるに、指を一本当てた。

　ラクシも慌てて口を覆おおう。

　黙だまって見守る時なのだ。

「あなたは、どうして亡なくなったのです？」

　ティーエは霊ハランに問うている。

「身分の高い方だったのでしょうに……国王の侍じ従じゆう長ちよう……でも、侍従長は他に……」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、ティーエは溜ため息を吐ついた。

「そうですか……それで……」

　ようやく、霊ハランはティーエの問いかけに応じたようだ。

　ボイスとラクシは、息を殺して待った。




「わかりました」

　しばらく、霊ハランと話をした後で、ティーエは再び深い溜め息を吐いた。

「この人が言うには……」

　ボイスとラクシの方に向き直って、ティーエは言った。

　この人と言われても、二人には、誰のことかわからないのだが。

　とりあえず、この部屋の地じ縛ばく霊れいだ。

「この人は、前の侍従長を務つとめていたのだそうです」

　ティーエは語る。

「前の……侍従長」

　ラクシは、今の侍従長の顔を思い浮うかべた。

　それは、どのような男だったのだろう。

　今の侍従長のように小太りで、尊そん大だいだったのだろうか。

「この部屋で、亡なき者にされたのだと」

「それって、殺されたってことかよ」

「はい」

　ティーエは淡々たんたんと認めた。

「どうして……」

「理わ由けは言ってはくれませんでしたが、十年ほど前のことだそうです」

「十年……ね」

　ラクシは口を歪ゆがめた。

　つまりその地縛霊とやらは、十年もこの部屋に棲すみ続けていたのだ。

「しつこいの」

　その言葉は、小声で言った。

　まだ、それはこの部屋にいるはずだからだ。

　背せ筋すじに寒気を覚えずにはいられない。

「それだけか」

　ボイスは問う。

「霊が言ったのは、それだけか」

「はい」

　ティーエは頷うなずいた。

「それ以上のことは、何も言ってはくれません」

「口が堅かたいという訳か」

　ボイスもラクシも肩かたを落とした。

「それから、今夜をこの宮きゆう殿でんで過すごすなら、部屋から出るな、と言いました」

「部屋から出るな、か」

　ボイスは苦く笑しようした。

「出たくても、出られないだろうよ」

　部屋のすぐ外に見み張はりは居ないようだが、廊ろう下かには何人か兵が配されているだろう。

「それから、もうひとつ」

　ティーエは、少々首を傾げながら付け加える。

「部屋の入口の扉とびらには、内側から錠じようを下ろしておくようにと」

「錠……」

　ボイスは、扉を顧かえりみた。

　扉には、内側から掛かけるような錠はない。

　それに、なぜ内側から、扉を開けられないようにしなければならないのか。

　出ることをこそ、見張られているというのに。

「何物も、入はいれないように……と、元侍従長は言いました」

「入る……」

　ボイスは、眉み間けんに皺しわを寄よせる。

　それは、どういう意味なのか。

「この取っ手の間に、何か入れれば、閂かんぬきの代わりにはなるよ」

　ラクシが言った。

「何か……」

　ボイスは、扉に歩み寄る。

「ふむ」

　どうして内側から閂を掛けなければならないのかが解わからなかった。

　だが、ボイスは傭よう兵へいとして闘たたかいながら、様々なことを経けい験けんしてきていた。

　どんなことでも、用心に越こしたことはない。

　それを、良く知っていた。

　ボイスは、取っ手の間に、暖だん炉ろの火ひ搔かき棒ぼうを差し入れた。

　今は寒いことはないが、砂漠の夜は、火が恋こいしいほどに冷えることがあるので、暖炉のある家もときたま見受けられる。

　むろん、季節によっては、日中は灼しやく熱ねつの地じ獄ごくと化すのだが。




　夜は更ふけてきた。

　三人は、とりあえず横になった。

　三人の為ためには、立りつ派ぱな寝しん台だいが用意されていた。

　砂漠地帯では、大たい抵ていの住民は、寝台か吊つり寝台で眠ねむる。

　サソリや毒虫が寝台に入ることを防ふせぐためだ。

　ラクシは、なかなか寝ねつかれなかった。

　幽ゆう霊れいに見られている、という気がした。

　じっと見み詰つめられている。

　この薄明かりの中で……

　部屋の灯あかりは、一つだけを残していた。

　枕元の小さなランプだ。

　さすがに、灯りを全すべて消す気にはなれない。

　空気が急速に冷たくなって、火が恋しいほどだ。

　ラクシは毛もう布ふを肩に引き寄せ、寝ね返がえりを打った。

　ラクシは、横になってからしばらくは眠っていたのだが、寒さで目覚め、なかなか眠りに戻ることができなくなっていた。

　ボイスとティーエはどうなのだろうか。

　静かだ。

「……ん」

　ラクシは、静けさの中に何かを感じた。

　静かだからこそ聞こえる微かすかな音。

　ズズ……

　ズズッ……

　何かを引きずるような音だ。

　この宮きゆう殿でんは、石と日ひ干ぼしレンガとで造つくられており、この部屋や廊ろう下かの床ゆかは石だった。その石造りの床の上を擦こするような音なのだ。

　廊下の向こうから。

　近付いて来る。

　確たしかに、この部屋の方に近付いて来る。

　誰かが、大きな布ぬの袋ぶくろでも引きずって歩いているのか、とラクシは考えた。

　音からは、そんなことが連想される。

　しかし……

「あ……」

　ラクシはあることに気付いた。

　足音がしない。

　袋を引きずっているはずの、人間の足音が。

　これほど静かなのだ、足音がするのは当然だった。

　それとも、足音を殺して歩いているというのか。

　だが、それなら、引きずる音もたてないようにするはずだった。

　では、人が袋を引きずる音ではないのだろうか。

　それならば、何の音なのか。

　音は、ゆっくりと近付いている。

　ズズッ……

　ズ……

　やがて、音はこの部屋の入り口の前で止まった。

　再び、静せい寂じやくが辺りを支し配はいした。

　ただ、気配は感じていた。

　誰かが扉とびらの前に佇たたずみ、じっとこちらを見詰めている。まるで扉など存そん在ざいしないように。

　そう思われてならなかった。

　カタッ……

　扉の辺りで音がした。

　カタッ……

　扉が微かに動いた。

　木もく製せいの重い扉である。

　カタ……

　カタ……

　押おしているのか、引いているのか。

　開けようとしているのだろうか。

「誰だろう……」

　ラクシは、寝台から床に降おりた。

　カタッ……

　カタ……

　まだ扉は動いている。

　扉に近付いて様子を窺うかがおうとした。

　その肩に、手が置かれ、後ろにぐいっと引かれた。

「キャッ……」

　叫さけびそうになる声を、必死で押し殺す。

「近付くな」

　耳元で囁ささやいたのは、ボイスだった。

　いつの間にか起きて来たボイスが、ラクシを止めたのだ。

「静かに」

　ボイスの声には、緊きん迫ぱくの色が在あった。

　ラクシは指し示じに従したがった。

　扉からは、また別の音が響ひびいて来る。

　ガリッ……

　ガリ……

　微かな音だ。

　だが、何の音であるかは、すぐにわかった。

　引っ搔かいているのだ。

　爪つめで引っ搔いている。

　ガリッ、ガリッ……

　音は次し第だいに大きくなる。

「なんだ？」

　ラクシは、殆ほとんど口の形だけでボイスに問う。

　気配だけで理解し、ボイスは首を振ふった。

　カタ、カタ……

　閂かんぬきにした火ひ搔かき棒ぼうが音をたてる。

　扉が開かないので、向うは焦じれているのか。

　カタカタ……

　カタカタッ……

　ガリッ。

　ガリッ。

　音は突とつ然ぜん止まった。

　扉も揺ゆれなくなった。

　これまでよりも一いつ層そうの静けさが、辺りを重く包んだ。

　ラクシはまたボイスを見上げた。

　ボイスもラクシに眼めを向け、再び扉に視し線せんを戻した。

　ズズッ……

　ズッ……

　あの音だ。

　だが、今度は少しずつ遠ざかり始めた。

　去って行くのだ。

　ズズッ……

　ズズッ……




「行ったようだな」

　音が完全に聞こえなくなってから、ボイスは言った。

　まだ小声である。

「今の……何？」

「さあな」

　ボイスは首を振ると、寝台の方を肩越しに見やった。

　ティーエが寝ねているものだ。

「ティー」

　ラクシは歩み寄よった。

　ティーエは、頭まで毛もう布ふを引き被かぶっていた。

「おいってば」

　ラクシは、毛布を引き剝はがす。

　ティーエは、冬とう眠みん中の動物のように丸くなり、自分の肩を抱だいていた。

「なんだよっ……震ふるえてんの」
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　ラクシは、ティーエの肩を摑つかんだ。

「ヒッ……」

　ティーエは、ビクリと大きく身を震わせた。

「よせ」

　ボイスは、ラクシを止める。

「こいつに触さわってはだめだ」

「あ……そうだったね」

　ラクシは、すぐに認みとめた。

　ティーエが、他ひ人とに触れられることを極きよく端たんに恐おそれることを思い出した。

　本人が、他ひ人とが心の中で思っていることが、ティーエの頭の中に流れ込んで来てしまうから、それが怖こわいのだ、と言っていた。

　だが、今のティーエにとって、ラクシに触れられたということは、別の意味を持っていた。

　自分を守る殻からに穴あなを開けられたようなものだったのである。

「また、自分の中に閉とじ籠こもってしまったようだな」

　ボイスが、珍めずらしく溜ため息を吐ついた。

「何をそれほど恐れているのか」

　ボイスには、推すい測そくすることすらできなかった。

　ティーエやラクシと出で遭あってから、まだ日は浅いが、ティーエが強大な呪じゆ力りよくを持っていることは、その力の行使を垣かい間ま見みて知った。

　これほどの力を持つ人間が、いったい何が怖いというのか。

　さきほどは、この宮きゆう殿でんに満ちている恐れと邪悪な気、と言っていたが。

　人間と交まじわらずに育ったティーエが、人間の生なまの感情を恐れるというのは、なんとなく解わかる気がする。

　人の心というものは、自分ではどうにもならない部分が多い。

　喜びだけならいいが、怒いかり、悲しみ、不安あるいはもっと複ふく雑ざつで汚よごれた思いが、心の中で交こう錯さくしている。

　ティーエもいつか慣なれるのだろうが、慣れる迄までは、さぞ辛つらいだろう。

　生れ育ったラテルの山を降おり、人里に出て来ても、足がつい砂さ漠ばく地帯の方に向ってしまったのは、こちらの方が人間が少ないせいだろうから。

「ティーエ」

　呼よびかけると同時に、ティーエは跳とび起きていた。

　それは、ボイスのせいではなかった。

　今、ラクシに触れられたことによって、少し殻を取り去ったのだ。

「ボイス」

　ティーエは寝台から降りて言った。

「窓まどは……窓はちゃんと閉しまっていますか」

「窓……」

　ボイスは訝いぶかしむ。

「窓を閉めなくては」

　ティーエは珍しく早口で言った。

　ボイスは窓に歩み寄る。

　部屋に入った時は、露台バルコニーの付いた大きな窓も、その他の窓も開かれていて、風が柔やわらかく吹ふき込んで来ていた。

　三人が、食事の時に広間に行って戻った時には、もうカーテンが引かれ、その布ぬのが全く動かなかったことから、窓も閉じてあると思っていたが。

「閉まっているだろう」

「錠じようか閂は……」

　ティーエの口調は、気き遣づかわしげだ。

「宮殿の窓に、そんなものがあるかな」

　宮殿は、兵に守られるもの、雨風のための防ぼう備びは必要でも、泥どろ棒ぼうへの備そなえなどはいらないのだ。

　もっとも、砂漠の只ただ中なかに在る都ま市ちだから、砂すな嵐あらしが吹き込まないようにするために、雨戸をしっかりと閉じられるような物を付けているだろう。

　ボイスは、カーテンを開けた。

　雨戸は閉まっている。

　強風で雨戸が煽あおられるのを押おさえる、閂は付いていたが、外されたままになっていた。

　今夜は、殆ど風がないせいだろう。

　ボイスはそう思った。

「閂を！」

　ティーエは叫ぶと、窓に走り寄る。

「早く閂を掛けてください」

　ボイスも、ティーエに倣ならって、急いで雨戸の閂を掛ける。

　一つ、二つ……

　ふっと、風が吹き込んで来た。

　露台バルコニーに面した雨戸が揺ゆれ、僅わずかに開いた。

「あっ！」

　ラクシが声をあげる。

　何か、黒いものが動くのを見たのだ。

　ボイスぐらいの大きさに見えた。

「いけないっ」

　ティーエが、雨戸に体当りした。

　ボイスが、すぐに閂を掛ける。

　ガタッ……

　ガタッ……

　外から雨戸を押す音がする。

　風ではない。

「あっ」

　今度はボイスが隣りの雨戸に飛び付く。

　ティーエが素す早ばやく閂に手を伸のばした。

　ガタッ……

　ガタッ……

　雨戸が動く。

　やはり外から押しているのだ。

「外に何かいるっ」

　ラクシは叫んだ。

「外に何かいるっ」

「静かに」

　ボイスは低く言った。

「もう、全部の窓の閂を掛けた。少し引け」

　ボイスは、寝台の脇わきに置いておいた大たい剣けんを手に取る。

　いつでも抜ぬける体たい勢せいだ。

　窓は、動き続けている。

　その押し方は、こちらが閂を掛けたことに気付かないで、当然開くと思っているような感じだった。

　しかし、すぐに向うは焦じれたようだ。

　ガタッ……

　ガタッ、ガタッ。

　押し方が激はげしくなり、やがて引っ搔かき始める。

　ついさきほどと、同じだ。

「何なんだよ」

　ラクシも、剣の柄つかに手を掛けている。

　殆ど無む意い識しきにそうしていた。

　首の後ろがきつく固まり、背中が強こわ張ばっている。

　威い圧あつ感を覚えた。

　ガリッ……

　ガリッ……

　雨戸を引っ搔く音が高く響く。

「おいっ、ティー」

　ラクシは、ティーエを見た。

　ティーエは窓から少し離れた所に蹲うずくまり、頭を抱かかえている。

「ティーッ」

　ラクシは、ティーエの膝ひざを蹴けっ飛ばした。

「あっ」

　顔を上げてから、ティーエはそのまま後方に退さがる。

「そこに……居いる」

　ティーエの眼めは、窓に向けられていた。

「そこにっ」

　そう言うと、ティーエは頭を抱えたまま、床ゆかに伏ふしてしまった。

　ガリッ……

　ガリッ……

　窓の外に居るのは、ティーエがそれほどに恐れるものなのか。

　ガッ……

　ガッ、ガッ……

　突とつ如じよ、音はパッタリと止やんだ。

　濃のう厚こうだった、窓の外の気配が去って行く。




　しばらくして、ボイスは大きく息を吐はいた。

　さすがに、息を吞のんでいたのだ。

「ラクシ」

　ボイスはラクシに向って言う。

「おまえ、何か見たか？」

　ボイスは、ラクシが一いつ瞬しゆん、窓の外に居た何かを見たことに気付いていたのだ。

「ボイスも……見たの？」

　逆ぎやくにラクシが尋たずねた。

「黒い何かを見た」

　ボイスは頷うなずいた。

「形は、良くはわからなかったが、幻まぼろしじゃない」

「おれが見たのも、同おんなじだよ」

　ラクシが、唾つばを吞んで言った。

「黒っぽくて、大きかった」

「人間だと思ったか」

　ボイスは、何かを確かめるような口調だった。

「人間……」

　ラクシは首を振る。

「違う！」







　第三章　貴き婦ふ人じん







　ボイスとラクシは、あまり触れないようにして、ティーエをなんとか寝台に戻し、自分たちも、それぞれの寝ね床どこに入った。

　このまま起きていても仕方がない。

　眠ねむれないかもしれないが、とにかく、身体からだを休めておかなければならない。

　そうでなければ、いざという時に、働けないからだ。

　いざという時が、すぐ近く迄まで迫せまっていることを、二人は感じている。

　どういう形か、見当もつかなかった。

　しかし、さきほど来たものが、あれだけで諦あきらめるとも思われない。

　今度はどこから来るのか。

　いったい、何者なのか。

　三人は、この宮きゆう殿でんの客だ、下手に調べて回ることもできない。

「とにかく、朝になったら、出発しよう」

　ラクシが言った。

「それが一番だ」

「おまえ、おれにおぶされよ」

　ボイスが言った。

「それが出発の条じよう件けんだ。おまえの足は、まだ治っていないんだからな」

「わかったよ」

　ラクシは肩かたを竦すくめる。

「仕方がないから、杖つえぐらい突つくよ」

　それが、ラクシの最大の譲じよう歩ほだった。

　ボイスにも、解わかっていたので、それ以上のことは求めなかった。

　この都市を出れば、また砂さ漠ばくの旅だ、ティーエも、元の状じよう態たいに戻るだろう。

　あまりにも人の多い所に来たので、ティーエは混こん乱らんしているのだろう、とボイスは考えている。

　その上に、得体の知れないものの存在が、ティーエの混乱に拍はく車しやをかけているのだ。

　王や、王の母君は引き止めるだろうが、人々の中に居ることが、ティーエにとっては苦く痛つうなのだということを、よく話せば、解ってもらえるだろうと、ボイスは考えた。

「少し眠れ。朝迄には、まだ間がある」

　それで、二人の会話は終った。

　ボイスの方がどうかは、よくはわからなかったが、ラクシは眠れなかった。

　神しん経けいが過か敏びんになっているのが、自分でよくわかった。

　だが、どう鎮しずめたらいいかも解らない。

　ここの空気は異い常じようなのだ。

　とんでもない所に迷まよい込こんでしまったのだ。

　それでも、ラクシにとっては、王と王の母君の存在は貴き重ちようだった。

　母君と、若わかき君主。

　それは、兄、新イタール大公のハラドと、母とを懐なつかしく思い出させた。

　父は、ラクシが物心つく前に、この世を去っていた。

　小さな山村という規き模ぼでしかない、新イタール公国を、未まだ幼おさない兄が継ついだ。

　しばらくは母が摂せつ政しようとして、国を支ささえていた。

　母は、新イタールの人々全すべてから敬愛されており、まさに国母であった。

　あの母君も、そうなのだろう。

　国王は、若く美しい母君を、それは大切にしているようだった。

　ラクシは、それに好感を抱いていた。

　母君は、いくらなんでも若々し過ぎると思うが、実じつ際さいの年ねん齢れいより十歳さいも二十歳も若く見える人も、たまにはいる。

　だが……

　王も母君も、この宮殿に住んでいて平気なのだろうか、とラクシは思う。

　さきほど、入り口の扉とびらと雨戸を引っ搔いた何か……

　二人は、それに脅きよう威いを覚えないのだろうか。

　少なくとも、全く知らないはずはあるまい。

　ティーエは、宮殿じゅうが恐怖に包まれていると言った。

　どこか底の方から、邪じや悪あくな気が立ち昇のぼって来るとも言った。

　二人は、平気なのだろうか。

　いや、平気なはずはない。

　宮殿の廊下を、何か異様なものが動き回っているのだ。外から雨戸を押し破やぶろうとするのだ。

　様々な考えが、頭の中に浮うかんでは消え、また浮かんでは消えた。

　いつの間にか、ラクシは眠りの底に引き込まれていた。




　気配だ。

　ラクシは眼めを開けた。

　確かに気配だ。

　それに足音。

　密ひそやかだが、消して押し殺してはいない足音が近付いて来る。

　そして、入り口の扉の前で止った。

　ラクシが身を硬かたくしていると、外から戸を叩たたく音がした。

「旅人殿どの……旅人殿」

　女の声であった。

「わたくしは、お后きさきさま……国王母さまの侍じ女じよでございます」

　遠えん慮りよがちな、優やさしい声だ。

「このような夜中に、申し訳わけございませんが」

　来たのは、声の主一人ではなく、数人居いるようだった。

　ボイスは既すでに寝台の上に身を起こしていたが、返事をするべきかどうか決めかねていた。

　外に居るのは、本当に侍女か。

　それとも、さきほど来た何かが、声こわ色いろを使っているのか。

「起きてくださいまし」

　侍女は、辛しん抱ぼう強づよく言う。

「国王母さまが、皆みな様さまをお招まねきあそばされておいでになります」

　侍女は続ける。

「お寝やすみになれないので、夜食など抓つまみながら、異国の話を……とお望みなのでございます」

「どうする？」

　ラクシが、ボイスの側まで来て囁ささやいた。

「寝たふりも、できないよね」

　そうだろう。

　ボイスも、認みとめざるを得ない。

　この侍女が、本当に王の母君の使いなら。

「ティーエは、どうだ？」

　ボイスは立って、ティーエの寝台に屈かがみ込んだ。

　ティーエは眼を開けた。

　ちゃんと気付いていたのだ。

　さきほどの何かよりは、怖がっていないようだ。

　では、扉とびらの外に居るのは、本物の人間か。

「お招きを受けなければならないようだぞ」

　ボイスはティーエに問いかけた。

「おまえは、受けるか？」

　ティーエは、鼻の上まで毛もう布ふを被かぶっていたが、その眼は有ゆう弁べんだった。

　受けたくない。

　恐ろしい。

「おまえだけを、置いて行く訳にもいかない」

　ボイスは、また溜め息を吐ついた。

「別れ別れになっては、いけません」

　ティーエは、思いの外しっかりと言った。

「皆一いつ緒しよに、とさっきの霊ハランが言っていました」

「では、決りだな」

　ボイスは、ラクシに頷うなずいてから、戸口の外の声に応おうじた。

「ただ今、扉とびらを開けます」

　ボイスは、急いで火ひ搔かき棒ぼうを元の位置に戻もどしてから、おもむろに扉を開いた。

　外に立っていたのは、三人の女と、二人の衛えい兵へいだった。

　中央の女に見覚えがあった。

　さきほど、王の母君の供ともの中に居た顔だ。

「夜分に、気の毒とは思いますが」

　侍女は、申し訳なさそうに言った。

「とんでもございません」

　ボイスは軽く会え釈しやくをした。

「少々、連れを起こすのに手間取りまして」

　ボイスは、肩越しに振り向いて、ティーエを示しめした。

　ティーエもようやく寝しん台だいから降おりて、その脇わきに立っていた。

　もっとも、ラクシが力一杯毛布を引き剝はがしたせいでもあったのだが。




　三人は、侍女の案内で宮きゆう殿でんの中を進んだ。

　夕食の時とは、違ちがう部屋に行くようだ。

　ボイスは、その道順を、しっかりと頭の中で確かく認にんしながら歩いていた。

　それは、いつものことでもある。

　戦士は、常つねに逃にげ道を知っておく必要があるからだ。

　退たい路ろを想定しておくのは、基き本ほんだった。

　ティーエは、口もきかずに、ただ足を運んでいる。

　また、殻からの内に入っているのだろうと、ボイスとラクシは思っていた。

　そういえば、夕食の時もずっとこの状じよう態たいだったが、王の母君がやって来ると、もっとひどくなったように見えた。

　長い廊ろう下かを歩き、いくつか角を曲り、階かい段だんを昇のぼった。

　大体が石と日ひ干ぼしレンガで造つくられていることは変わらないが、廊下には、ところどころ壁へき画がが描えがかれたり、織おり物が掛かけられたりしていた。

　上階に昇ると、廊下の雰ふん囲い気きは更さらに華はなやかで優やさしくなっていた。

　壁画も増ふえ、花や鳥をモチーフにしたものが主流になった。

　掛けられている布ぬのも、織り物ばかりでなく、手の込んだ刺し繡しゆうのものもあった。

　ただ、この階も、下と同じように静まり返り、足音がやけに大きく響ひびいた。

「こちらでございます」

　侍女は、ある扉の前で止まった。

　すぐに扉が開かれ、中から光が零こぼれ出してきた。

「お入り」

　中から涼すずやかな声が響く。

　紛まぎれもない、国王の母君のものだった。

　入る時、ティーエはしばし身を引いたが、ラクシが背せ中なかを突ついて、押おし込こんだ。

「こんな時間に、悪いとは思いましたが」

　貴き婦ふ人じんは言った。

「少し相手をしておくれ」

「いつなりとも」

　ボイスは深く腰こしを屈かがめた。

「こうしてお招まねきいただいたのでございますから」

　もちろん、いくら招しよう待たいしたからと言って、夜中に客を叩たたき起こす者は、そうはいない。

　が……それも貴婦人の気き紛まぐれだろうと、ボイスは思っていた。

　こんな辺へん境きようの都市の、しかも王おう妃ひであった人なのだから、殆ほとんど外の世界を知る機会などはなかっただろう。

　退たい屈くつして、当然だ。

「わたくしは、夜は眠れないのです」

　王母は言った。

「ずっとそうなので、夜が長いのですわ」

　王母は、三人に椅い子すを勧すすめた。

「どこか、遠くの国の話をしておくれ」

　給きゆう仕じや召使いたちが、食べ物や飲み物を運んで来て、二つの低い卓子テーブルの上に並ならべ、退さがって行った。

　泉いずみで育った魚の料理や、新しん鮮せんな野菜や果くだ物ものもある。

　肉は羊か家か禽きんだった。香こうばしく炒いった木の実もある。

「おまえたちの生しよう国ごくはどこなのです？」

　王母は、長椅子にゆったりと身体からだを伸のばして尋たずねた。

「皆、それぞれに複ふく雑ざつな事じ情じようを抱かかえております」

　ボイスは言った。

　それは、事実だ。

「ですから、どこの国と、はっきりは申し上げられないのですが、わたくしが生まれましたのは、アンセル河がわのほとりの国でございました」

　アンセル河は、大陸西方の大河である。

「アンセル……遥はるか西ですね」

　王母は、微笑ほほえんだ。

　遠くを見る眼めだった。

「理わ由けがあって、国を出まして、十年近くになります。大陸のあちらこちらを、旅して回っております」

「おまえは、傭よう兵へいなのですね」

　王母は問う。

「はい、さようでございます」

　ボイスは頷うなずいた。

「おまえは、礼れい儀ぎ正しく、物腰も立りつ派ぱです。生まれも育ちも、かなりのものだったでしょうね」

　王母は言った。

　慧けい眼がんと称しようすべきだろう。

　ボイスは長年傭兵として生きてきたので、外見は戦士そのものだし、皮ひ膚ふは日焼けが定着して鋼こう鉄てつのような色になっている。

　だが、ボイスは生まれた国を出る迄は、大貴族の子弟であった。

　だからこそ、礼儀も心得、教養もあるのだ。

「いいえ……ごく普ふ通つうの育ちでございます」

　ボイスは、苦く微び笑しようした。

「それならば、そういうことにしておきましょう」

　王母は、悠ゆう揚ような様子で言った。

「わたくしは、外の世界の話を聞きたいだけなのですから」

「外の世界……」

「わたくしは、この近くの国から嫁とついで参りましたが、以来、殆どこの国を出たことがないのです」

　王母は残念そうに、椅子の肘ひじ掛かけに凭もたれた。

「もう長いこと。ずうっと、長いこと」

　その長さは、どれほどのものなのだろう、とラクシは考えた。二十年か、二十五年か……見当がつかないが、王の年ねん齢れいを考えると、そのぐらいになるのだろう。

　ラクシは同情していた。

　ラクシも、もの心ついた時から、ずっと新イタール公国とその周辺しか知らずに育ったからだ。

　外の世界を渇かつ望ぼうしていた。

　いつか、あの小さな世界から出たかった。

　色々な国に行き、違う社会で生きている人々と交流してみたかった。

　大陸は、広いはずだった。

　ラクシが故こ国こくを出たのは、已やむを得ない事情があってのことで、自ら喜んで出国した訳ではなかったが、それを後こう悔かいしてはいない。

　もちろん、独ひとりで生きることがどれほど大変かということは、厭いやというほど思い知らされた。

　小さな故国の中に居るということは、守られているということでもあったのだ。

　それでも、新イタールに舞まい戻るつもりはない。少なくとも、今はない。

「外の世界とおおせになりましても、大陸は広うございます」

　ボイスは言った。

「どの辺りの話がよろしいでしょうか」

　ボイスは、勧められた椅子に、浅く腰を下ろしている。

　遠えん慮りよしているだけではないのだ。実は、いつでも動けるようになのだった。

　この貴き婦ふ人じんを警けい戒かいしている訳ではないが、宮きゆう殿でんの中を、何か得体の知れないものが動き回っているのは、確たしかなのだ。

　あれは、夢ゆめでも思い過すごしでもない。

「アドリエ王国や、太陽帝てい国こくの話を聞きたいわ」

　王の母は言った。

　三人に、食べ物や飲み物を勧めるものの、自らは、何ひとつ口にはしない。

　それは、夕食の時も同じだった。

　客と一いつ緒しよに食事はしないのが、この宮殿の主あるじの流りゆう儀ぎなのだろうか。

「それは華やかなのだそうですね」

「太陽帝国も、アドリエ王国も、強大で安定した国でございますから、わたくしどものような傭兵に用はありません」

　ボイスの言うことは、確かだろう。

　傭兵を必要とするのは、混こん乱らんの起きている国や、治安の悪い国だ。

　だが、アドリエ王国も太陽帝国も、ローダビア公国と共に、大陸の三大勢力を成しており、周辺の国に出兵することはあっても、逆ぎやくに攻せめられることなどはない。

「ですから、首都にまで行くことはありませんでしたが、その中のいくつかの都市は、訪たずねたことがございます」

　ボイスは語る。

「そうした都市でも、さすがに豊ゆたかで、美しゅうございました。大国の都市は、やはり違います」

「どのように、違いますの？」

　王の母は、身を乗り出した。

　ボイスは、内心とまどっていた。

　自分より歳とし上うえでなければならない女ひ性となのだが、まるで少女のように若わかく美しいのだ。

　だというのに、﨟ろうたけた年配の貴婦人の落ち着きがある。

「文化も古うございますし、建物は重じゆう厚こうで、壁へき画がなども華はなやかで、金や銀のモザイクがあちらこちらに嵌はめられておりました」

「そーう」

　王の母は、うっとりと微笑ほほえんだ。

「こことは違ちがいますわね。ここは、辺へん境きようなんですもの」

「辺境などと……」

　ボイスは慌あわてて首を振ふる。

「この都ま市ちの美しさは、この周辺では随ずい一いちのものかと思います」

「まあ、おほほ……」

　王の母は、まんざらでもなさそうに、手に口を当てた。

　その動作があまりに優ゆう雅がだったので、ラクシは見み惚とれた。

「ときに、その若者は……」

　王の母君は、やはりティーエの様子が気になっていたようだ。

「よほど具合が悪いのですか」

　ティーエは、さきほどと同じように、すっかり自分を閉とざしている。

　それどころか、微かすかに震ふるえてさえいるようだった。

「そのようでございます」

　ボイスは言った。

「休ませてやりたいと思うので、わたくしどもは、早目に失礼を……」

「隣となりの部屋に寝台を用意させましょう」

　王の母君は言った。

「隣りの部屋なら、安心でしょう」

「お心こころ遣づかい、ありがとうございます」

　ボイスとラクシは喜んだ。

　隣りの部屋なら、ティーエは少しは楽になるに違いないし、万一何かが起っても、すぐに駆かけ付けることができる。

　ほどなく用意のできた隣室に、ボイスはティーエを連れて行って、寝ねかせた。

「ここで寝ていろ」

　ボイスは、ティーエをゆったりとした長椅子に横たえてから言った。

「何かあったら、呼よべよ」

「ボイス」

　ティーエの意い識しきは、完全に隠かくされてはいなかったようだ。

「気をつけてください」

　ティーエの口調は、緊きん迫ぱくしたものだった。

「どうした？」

　ボイスは、ただならぬ空気を嗅かぎ取っていた。

「この辺りは、あの気が濃こいのです」

　ティーエは言った。

「あの気……」

「この都市に巣くう、恐きよう怖ふの源みなもとです」

　ティーエは、この宮きゆう殿でんに来てから、それを特に強く感じると言ったのだ。

　底の方から湧わき上ってくるのだと。

「あの方の側が、特に強いのです、ボイス」

　ティーエは、ボイスの服を引いて言った。

「気を付けてください」

「あの方の側……」

　あの方というのが誰かは、ボイスにもよく解わかっていた。

　王の母だ。

　王の母は、何かに魅み入いられているのか。

　長年この宮殿で暮くらしていて、何も気付いていないはずはあるまい。

　それとも、慣なれてしまっているのか。

「ボイス、気を付けてください」

　ティーエは繰くり返した。

　声は低かったが、口調は強い。

「気を付けて」




　ティーエを寝かせて、ボイスが戻ってみると、ラクシは王の母と話し込んでいた。

　ラクシは、これ迄まで旅して来た、いくつかの町や村の話を聞かせ、王の母君はにこやかに笑っている。

　その笑顔は、ずっと歳上の、大人の女性のもののように見え、ボイスは非ひ常じような違い和わ感を覚えた。

　もちろん、若わかく、輝かがやくばかりに美しいのだが。

　王の母の視線は、じっとラクシの顔に注がれていた。

　可愛かわいくて堪たまらないという眼めだ。

「あ、どう？」

　ラクシは、ボイスに気付いて問う。

「とにかく寝かせた」

　ボイスは答えると、深々と王の母君に礼をしてから、席に着ついた。

　どういう訳わけか、胸むねが騒さわいだ。

　理由は解らなかった。

　なるべく早くここを辞去して、部屋に帰りたいと、心から思った。

　ボイスは初めて、恐おそれにも似にたものを覚えた。

　この屈くつ強きようの、歴戦の兵つわものがである。

「ハイダ・ハアマルの町のことなら、聞いたことがありますよ」

　王の母は、ラクシとの話を再さい開かいした。

「立りつ派ぱな町なのだそうですね」

「銀が採とれるということで、とても豊かそうでございました」

　ラクシは、楽し気に語る。

　王の母の部屋に居いることで、かえって安心しているようだった。

　ここに居れば、あの得体の知れないものが来ることはない。

　実じつ際さいに、ラクシはそう思っている。

　ティーエも、隣りの部屋に居るのだから、安心だ。

「そういえば、わたくしの持っている銀細工は、ハイダ・ハアマルの銀を使ったと聞きましたわ」

　母君は言う。

「細工は、わたくしの生まれた国でしたものですけれど」

「お母君さまの、お生まれあそばした国は、どちらでございますか？」

　ラクシは尋ねた。

　さきほど、他国から嫁とついで来たと言っていた。

「ラガナ・スインという国です。西の方にあります」

「ラガナ・スイン」

　ボイスは呟つぶやき、僅わずかに首を傾かたむける。

「きっと美しいお国なのでございましょうね」

　ラクシは、うっとりと眼を細めた。

「だって、お母君さまのお国ですから」

「まあ……」

　王の母は、口の近くに手を翳かざして、また笑った。

　むろん、ラクシがお世辞ではなく、本気で言っていることは、充じゆう分ぶんに解っているだろう。

「可愛いことを言いますのね」

「ラクシ……」

　ボイスは、また胸の辺りに不ふ快かいなものを覚えた。

「そろそろ、失礼した方がいいんじゃないか」

　そうラクシに言ってから、ボイスは王の母に深々と頭を下げる。

「できれば、わたくしどもは、明朝出立するつもりでございますので、そろそろお暇いとまさせていただきとうございます」

「明朝……」

　王の母は、微び笑しようを纏まとったままで、ゆるやかに首を振った。

「そんなことは、許ゆるしませんわ」

　王の母は続けた。

「しばらくこの宮殿に留とどまって、わたくしたちの相手をしてくれなくては……」

　ボイスとしては、引き退さがらざるを得なかった。

　仕方なく、王の母とラクシの話を聞いていた。

　食べ物や飲み物には、手を付ける気にはなれなかった。

　一方ラクシは、珍めずらしい料理を抓つまみ、酒さえも口にしていた。

　ボイスは、周りをゆっくりと見た。

　さきほどの広間のような大きさではないが、天てん井じようの高い、立派な部屋だった。

　窓まどには上じよう質しつの、レースのように織おられた麻あさのカーテンが、二重、三重に掛けられており、壁かべには、花や鳥などをモチーフにした、明るい色調の絵が描えがかれている。

　調度は艶つややかな木もく製せいで、鏡のように磨みがき込こまれていた。

　入り口近くに、三人の侍じ女じよが控ひかえていて、命じられれば、すぐに酒を杯さかずきに注いだり、指先を拭ふく布ぬのを持って来たりする。

　明かりは、いくつかのランプだった。

　小こ机づくえの上に置かれたり、壁へき面めんに取り付けられたりしている。

　油は、殆ほとんど厭いやな臭においがしないことから考えると、ラントという木の実から採とるものを用いているのだろう。

　砂さ漠ばく地帯では、獣じゆう脂しよりはずっと高こう価かだが、オアシスの周辺では栽さい培ばいできる。

　そういえば、昼間、都市を見て回った時にラントの畑を見た覚えが、ボイスにはあった。

　ラント油は、食用にもする。

　一ひと渡わたり、部屋を見てしまうと、ボイスはしばらく考えた。

　明日の出発を許されないとなると、また明晩も、この宮殿で過すごすことになってしまうのか。

　また、夜になると、あれが戸口を叩たたくのか。

　いや、今晩も、未まだ終ってはいないのだ。

　夜明け迄は、大分ある。

　どうしたものか。

　どうすれば、この都市を出て行かれるか。

　なかなか、良いい知恵は浮うかばなかった。




「あっっいけないっ」

　突とつ如じよ、隣りん室しつから声が聞こえた。

「ティーエ」

　ボイスが立ち上がった時だった。

　だしぬけに、強い風が吹ふき込んで来て、部屋の全すべての明かりが、一いつ瞬しゆんにして消えてしまった。

「キャッ！」

　ラクシは叫さけんだ。

「ラクシ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよっ」

　つい叫んでしまったことが恥はずかしくなって、ラクシは乱らん暴ぼうに言った。

「ティーが心配だよ」

「よし」

　ボイスはラクシに言う。

「そこを動くな」

「わかった」

　ラクシの確たしかな返事を得て、ボイスは手て探さぐりで隣室に向かった。

「ティーエ」

「ここです」

　ティーエが応おう答とうした。

　ボイスは声の方に近付くと、いつも身に付けている火ひ熾おこしの道具を取り出し、携けい帯たいしている、小さな壺つぼに入れたミツロウの蠟ろう燭そくに火を移うつした。

　辺りは、ほんの少し明るくなった。

　すぐ側に、ティーエの美しい白い顔が浮かび上がった。

「今の風は、ただの風じゃないな」

　ボイスは気付いていた。

　これ迄外からの風を感じなかった。この二つの部屋の窓は閉しまっていたはずだ。

　突とつ風ぷうが吹き込んで、窓を押し開けてしまったと考えても、やはりおかしい、どうして急に、そんな風が吹くのか。

　自然現象のはずはないのだ。

「はい」

　ティーエは震ふるえる手を、ボイスの腕うでに伸のばした。

　今は、ボイスの安定した心が頼たの母もしいのだ。

　ボイスになら、多少触ふれても構かまわない。

　ティーエは、それを知っていた。

　ボイスは自らを鍛きたえあげた武ぶ人じんだ、その精せい神しんには、殆ど波風が立つことはないのだ。

　ティーエは、ほっと深しん呼こ吸きゆうをしてから言う。

「これは、霊ハランと精霊ストラの起こした風なのです」

「呪じゆ術じゆつか」

「それに近いものです」

　ティーエの口調は、ずいぶん落ち着いてきていた。

「何のためだ」

「わかりません……あっ」

　首を振ふりかけ、ティーエは低い声をあげる。

「ラクシ……ラクシは」

「隣りの部屋に、お母君さまと一緒に居る」

　ボイスは、透すかし彫ぼりの扉とびらの向こうの部屋に眼を向ける。

　そこに、ラクシや王の母たちが居るはずだ。

「ラクシ」

　ボイスは呼んだ。

　しかし、当然あるはずの返事はなかった。

　ボイスとティーエは、顔を見合わせた。

　胸むねの中に、何か重いものが広がった。

「来い」

　ボイスは言うと、隣室に走る。

　ティーエも続いた。

「ラクシ」

「ラクシ」

　やはり返事はない。

　それどころか、気配もないのだ。

　ボイスは、いくつかのランプに、火を点つけて回った。

　部屋には誰も居なかった。

　ラクシも。

　王の母君も。

　侍女たちまでも。




「ラクシは……」

　さすがのボイスも、呆ぼう然ぜんとせざるを得なかった。

「ラクシは、攫さらわれたのか……御ご婦ふ人じんたちも……」

「追いましょう」

　ティーエは、早くも戸口に向かっている。

「追えるか？」

「はい。精霊の流れを辿たどります」

「おまえ……大だい丈じよう夫ぶか」

　ボイスは、やはりティーエを気き遣づかう。

　つい先さき程ほどまで、恐おそれに心を閉ざしていたではないか。

「やります」

　ティーエは唾つばを吞のみ込んでから言った。

「大分慣なれました。自分を少し制せい御ぎよできるようになりました」

　そして、ティーエは付け加える。

「ラクシを助けなくては」




　ティーエに続いて、ボイスも部屋を出る。

　廊ろう下かには、まだ明かりが灯ともされていた。

　ティーエはゆっくりと廊下を進む。

「今、思い出したんだが」

　ボイスは後ろから囁ささやいた。

「何をですか？」

「国王の母君さまのお言葉だ」

「どんな言葉ですか」

　ティーエは、慎しん重ちように歩を進めている。

　こうしながらも、ボイスの言葉に耳を傾かたむける余よ裕ゆうがあるのだから、たいした進歩だ。

「お生まれになった国が、ラガナ・スインという、西方にある国だとおっしゃっていたが」

　ボイスの声は沈しずんだ。

「聞いたことがあるんだ。その国は……」

「その国は？」

「七、八十年前に滅めつ亡ぼうしたはずだ」

「七、八十年前に……」

　ボイスの言葉に、ティーエはさほど驚おどろいてはいないようだった。

「母君は、その国から嫁とついでおいでになったとおっしゃった。と、いうことは……」

　ボイスの声は凍こおっていた。

「九十か、百歳さい近いお年ということになる」

「あのお方は……恐ろしいお方ですから」

　ティーエの口調は、当然とでも言いたそうなものだった。

「だから、わたしは恐れていたのです」

「それを早く……」

　それを早く言ってくれ。

　ラクシがここに居たら、真っ先にそう抗こう議ぎしたに違いない。

「いったい、何なんだ」

　ボイスは問う。

「この宮きゆう殿でんには、何があるんだ」

「まだ、よくは解わかりません」

　ティーエは、足を止めることはない。

「ただ、都ま市ちの人々の恐れの根こん源げんは、ここにあるのです。おそらくこの宮殿の、下の方に……」

　やがてティーエは階かい段だんに辿り着き、それを下り始めた。

　さきほど、客室から昇のぼって来たものとは、違う階段で、螺ら旋せん状じようになっていた。

　ティーエは、ゆっくりと下る。

　ボイスは、背せの大たい剣けんに手を掛かけながら、ついて行った。

　もちろん、どこへ行こうと、この剣を手放しはしなかった。

　国王の母の呼よび出しであろうとも、ボイスはこの剣を背負っていたのだ。

　不思議なことに、誰も咎とがめなかった。

　剣など持っていても、無意味だとでも言いたげに。

　だが、ボイスは、剣以外のものでは、闘たたかう術すべを持たない男だ。

　しかし剣など、ここでは役に立たないかもしれない。

　ボイスは、自らの無力を感じ、深い溜ため息を吐つく。

「いいえ、ボイス」

　ティーエは振ふり返らずに言った。

「わたしには、あなたの強い心が必要なのです。わたしを支ささえてください」

　近くに居るだけで、ティーエの心は全すべてを受け止めていた。

　ボイスは改めて、心の中でだけは、決して迷まようまいと誓ちかった。

　ティーエは、その精せい神しんを脅おびやかすものと闘っているのだ。ティーエの心の支えになれるというのなら。

　階段は、長く続いた。

　まるで、地の底に降おりて行くような心持ちだった。

　おそらく、四階か五階は下った。

　それは、充じゆう分ぶんに地下のはずだった。

　宮殿の地下深く。

　それこそを、ティーエは恐れていたのだが。




　やがて、階段は終った。

　その前には、扉とびらがあった。

　扉は、半ば開いていた。

「ここか」

　ボイスはティーエに問う。

「はい。この奥です」

　ティーエの返事は、まだしっかりとしたものだった。

「気を付けてください。邪じや悪あくな気が、強くなっています」

　二人は、扉を開けて入った。

　中は、真の闇やみだった。

　ボイスは、階段を降りる途と中ちゆうで、手にしてきた壁かべに掛けてあった松明たいまつを掲かかげる。

　それは、ボイス自身のためだった。

　ティーエは、暗闇でも物を視みることができる。霊ハランや精霊ストラの発する光を感じるからだった。

　むろん、通常の光の元で見る景色とは、かなり異ことなっているのだが、ティーエにとっては、生まれた時から視えているのだから、普ふ通つうのことなのだ。

　そこは廊下になっていて、両側にはいくつもの扉が並ならんでいた。小さな部屋に分かれているのだろうか。

「なんだ、これは……」

　ボイスは呟つぶやいた。

「牢ろう獄ごくか」

「そうです」

　ティーエが言った。

「獄死した人々の霊ハランが、まだ何人か残っています」

「今は、使われてはいないのだな」

「何十年も前に、ここを牢獄にするのは止やめたようですね。囚しゆう人じんは、いません」

　確かに、ボイスは人の気配を感じてはいなかった。

　二人は、ゆっくりと先に進んだ。

　しばらく歩くと、また階段があった。

「こっちです」

　ティーエは、階段に足を掛ける。

「ラクシが通った跡あとがあります」
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　ティーエが辿たどっているのは、精霊ストラの伝える情じよう報ほうだ。何かが動けば、そこに足そく跡せきが刻きざみ込まれるからだった。

「まだ下があるのか」

　正直、ボイスは気が進まなかった。

　本当に、地の底に降りて行くような気がする。

　しかし、躊ちゆう躇ちよはしなかった。

　ラクシを救わなくては。

　それに、ティーエもこうして我が慢まんしているのだから。

　今度は、螺旋ではない階段だった。

　闇がぽっかりと口を開けていた。

「こんな所に、ラクシが居いるのか」

　ボイスは呟く。

　ラクシは、いつも強がっているが、未まだ十五歳の少女なのだ。

「可か哀わい想そうに」

　ボイスは同情を禁きんじ得なかった。

　二人は階段を下る。

　通常の二階分はあると思われる、長い階段だった。

　両側ともに壁で、圧あつ迫ぱく感がある。

　下るにつれて、ティーエの足取りは鈍にぶった。

「近付いているのか？」

　ボイスは問う。

「この都ま市ちの、恐きよう怖ふの根こん源げんに」

「居ます」

　ティーエは、生なま唾つばを吞のみ込んで言った。

「居ます」

「大だい丈じよう夫ぶか」

　ボイスは、ティーエの肩かたに手を置いた。

　励はげましの思いを籠こめて。

「大丈夫です」

　ティーエは、はっきりと言った。

　降りるにつれて、湿しつ気けが強まってくる。

　黴かび臭くさい。

　砂さ漠ばくの都市には、最も不釣合いな臭においだ。

　しかし、ここはオアシスの都市なのだから、地下水は豊ほう富ふに違ちがいないのだ。

　この豊ゆたかな地下水が、周辺の井戸にまで流れていれば……

　ボイスは、ついそんなことを考える。

　この都市に来ることもなかったのだ。

　いや、仮か定ていや、過か去このことなど、考えるだけ無意味だ。

　今は、いかにラクシを救い出し、この都市を出るか、そのことしかないのだ。

　やがて、階段は尽つき、床ゆかは平らになる。

　通路をしばらく歩くと、また扉とびらが二人の前に立ち塞ふさがった。

　ティーエが扉を開けると、生臭い空気が、奔ほん流りゆうのように吹ふき付けて来た。

　オオオッ……

　オオオッ……

　風の音が、獣けものの唸うなり声のように聞こえた。




　風は、数秒で止やんだ。

　あとにはただ静けさが残った。

　ティーエに続いて中に足を踏ふみ入れたボイスは、入口の壁かべに掲かかげてあった松明たいまつに、持っていたものの火を移うつした。

　松明は、整然と並ならべられていた。

　ボイスは、次々と、両側の松明に火を点ともしていった。

　広い部屋だった。

　それは、どこかの神しん殿でんの礼らい堂どうを思わせた。

　神殿の中心である、神に祈いのる場所を礼堂と言う。

　天てん井じようは高く、壁から天井にかけては、曲線を描えがいていた。

　ザザッ……

　ボイスが壁に近付くと、壁へき面めんがうねって、波のように引いていく。

　それは、壁面一いつ杯ぱいに貼はり付いていた虫の群むれであった。

　ゴキブリの一種だろう。

「可哀想に……」

　ボイスはまた呟つぶやいた。

　ラクシは、こういうものが、一番苦手なのだ。

「あそこです」

　ティーエは、部屋の奥おくを指差した。

「あそこに」

　ボイスは松明を点つけながら前進する。

　むろん、右手は右みぎ肩かたの上に翳かざしている。

　いつでも、背せ中なかに負っている大たい剣けんを抜ぬく体たい勢せいだ。

　沢たく山さんの松明を点けたので、さしもの暗く広い部屋の壁も、かなり明るく浮うかび上った。

　部屋の奥に、祭さい壇だんのようなものがあり、そこに人が立っていた。

　真の闇やみの中に立っていたことになる。

　平然と。

　立っていたのは、王であった。

　あの、若わかく美しい国王だ。

　そして、祭壇の上に寝ねかされているのは、ラクシだ。

「国王陛へい下か……」

　ボイスは、しばし呆ぼう然ぜんとした。

「どうしてここに……」

「どうして、ここに？」

　国王は逆ぎやくに問う。

「おまえたちは、どうしてここに来たのだ」

「その子を、連れ戻もどすためです」

　ボイスは、ラクシを示しめした。

　ラクシは眠ねむっているのか、横たわったまま動かない。

〝まさか……〟

　ボイスは、つい最悪のことを考えてしまい、首を振ふった。

「わたくし共の眼めの前で攫さらわれたので、追って来たのです。お母君のお姿すがたも、消えてしまいました」

「母君が……」

　王は呟く。

「わたくし共は、お母君のお招まねきで、お部屋に参上していたのでございます。そのさ中に突とつ然ぜん明かりが消え」

「明かりが消えて……」

「また灯を点けてみますと、部屋はも抜けの殻からだったのでございます」

「よく、ここまで来たものだな」

　王はつくづくと二人を眺ながめた。

　二人がここ迄まで辿たどり着いたことが、不思議であるようだ。

「その子は、わたくし共の仲間でございますから」

　ボイスは言う。

「一いつ緒しよでなければ、この都ま市ちを出られません」

「それならば、ずっとこのカトー・オルクに居おればよい」

　王は柔やわらかい微笑ほほえみを見せた。

「客として迎むかえよう」

「わたくし共は、目的のある旅をしております。早く出発しなければなりません」

「それは、許ゆるさぬ」

　王の顔からは、未いまだ微び笑しようは消えていない。

「われわれは、おまえたちを、この都市からは出さぬ」

「ラクシ！」

　突とつ如じよボイスは、手に持った松明を捨すて、剣の柄つかに手を掛けながら、ラクシに駆かけ寄よる。

　しかし、途と中ちゆうで足を止めた。

　目の前に、何かが立ちはだかったのだ。

　それは、大きな黒い影かげであった。

　二メートル近く背せ丈たけのあるボイスよりも、更さらに大きな影。

　黴かびの臭においが鼻を突ついた。

　ボイスは、反はん射しや的に飛び退すさっていた。

　恐れを知らぬ男が、脅きよう威いを感じたのだ。

　それは、底知れぬ不気味な気配だった。

　黒い大きな影が、ボイスの方に進む。

「止まってください」

　声を掛けたのは、ティーエだった。

　ボイスに止まれと言ったのではない。

　相手は黒い影だった。

「止まってください」

　ティーエは繰くり返した。

「お母君さま」

「えっ」

　それを聞いて凍こおりついたのは、ボイスだった。

「お母君さま……」

　ティーエは、確かに、黒い影に向かってそう言ったのだ。

　この……黒い巨きよ大だいなものが……

　それは、ティーエの言葉に従したがって止まった。

　いや、おそらく、呪じゆ術じゆつによって止められたのだ。

　ティーエは、指先で空中に小さく文字を描えがいている。

　それが聖せい霊れい文字だということに、ボイスは気付いていた。

　むろん、聖霊文字そのものは知らないが。

「おまえは……」

　王の表情が一変した。

「おまえは、何者だ？」

「わたしは、薬くす師しです」

　ティーエはいつもの、少々まだるっこしい口調で言った。

「薬で、病気や怪け我がの治ち療りようをします」

　薬ということを強調するのには理わ由けがある。

　この世界では、病気や怪我は、悪あく霊りようや呪のろいのために引き起こされると考えられることが多く、従って治療も、呪術を第一に行うのが一いつ般ぱん的だった。

　薬を投とう与よするのは、呪術の一いつ環かんでしかない。

　しかし、ティーエは病気の原げん因いんを見分け、薬を用いて治療するのだ。

　むろん、呪術や悪霊が絡からんでいれば、それなりの方法を採とるが。

「薬師……」

　王が、ティーエがなぜその名めい称しように拘こだわるのかを理り解かいすることはない。

「では、呪まじないもするのだな」

　王は、一人頷うなずいた。

「必要ならば」

　ティーエは正直に認みとめた。

　どんな時であろうとも、噓うそをつくことのできない人間だ。

「母君……」

　王は、黒い影の前に回り込んだ。

　それはまるで、我わが身で大切な者を守るような行動だった。

　背はい後ごに庇かばったのだ。

　巨大な黒いものを。

　それは、長く立ち上がっていることができないのか、床の上に低くわだかまった。

　どのような形をしているのかは、定かではなかった。

　ボイスは眼めを凝こらした。

　影の塊かたまりのように見えた。

　もちろん、影の塊など存そん在ざいするはずはない。

　しかし、それはモヤモヤとして定かには見えず、どうしても形けい状じようを認めることができないのだ。

　それは、ズルリ、ズルリと床ゆかを這はった。

　ラクシの方へだ。

「ボイス、ラクシを」

　ティーエは言うと、王と、その黒い影とに向かい合った。

　指はもう空中に文字を描き始めている。

　唇くちびるも動いていた。

　呪文を唱えているのだ。

　ボイスは躊躇ためらわず、ラクシの方に向った。

　王と黒いものとは、その場から動くことができなかった。

　ラクシは気を失っているようだが、確かな呼こ吸きゆうをしていた。

　ボイスは、ラクシを肩に担かつぎ上げる。

「ティーエ」

「外に出ましょう」

　その言葉に、ボイスはすぐに松明を拾って、走り出していた。

　戸口へだ。

　ボイスが先に戸口を潜くぐる。

　ティーエも外に出ると、急いで戸を閉しめた。

　階段を十数段登ったところで、ティーエは振り返る。

　ちょうど、扉が開かれようとしているところだった。

「バトラ、バトラ、アラクム、マクム……」

　ティーエが呪文を唱えながら、空中に大きく聖霊文字を描くと、突とつ如じよ、ティーエの足先から十センチほどの処ところから下の階段が、一いつ斉せいに崩くずれた。

　それは土ど石せき流りゆうにみまわれたように崩ほう壊かいし、滑すべり落ちて行くと、扉を半ば迄まで埋うめてしまった。

「ボイス、急いで」

　ティーエが言った。

　二人は、再び階段を駆かけ登る。

　地下の牢ろう獄ごくの間を抜け、また次の螺ら旋せん階段を登った。

　その時、ボイスは気配を感じた。

　気配だけではない、足音もだ。

　金きん属ぞく音おんも響ひびく。

　階段を降おりて来るのだ。

「ティーエ、たぶん衛えい兵へいだ。今の音を聞き付けたんだろう」

　さきほど、ティーエが呪術で階段を崩した時には、結けつ構こう大きな音がした。

　ボイスは、松明たいまつをティーエに渡わたした。

「おれの剣けんの届とどくところには近付くな」

　ボイスは大剣の柄を握にぎった。

　長いばかりでなく、かなり幅はばもある。

　ボイスほどの体たい格かくと体力とがなければ、扱あつかうこともできないような豪ごう剣けんだ。

　ただ、この狭せまい階段では、思うようにふるうことは難むずかしい。なるべく早く、広い場所に出る必要がある。

　幸いなことに、降りて来る足音は、二、三人のものだった。

「おい」

　上方から声がかけられた。

「そこに誰だれかいるのか？」

　ボイスは無言で足を更さらに速める。

「下で、何があったんだ」

「ボイス」

　ティーエは言う。

「この人たちは、普ふ通つうの人です。なるべく、殺さないでください」

　ティーエは、闘たたかいで人が死ぬのを厭いとう。

　むろん、ボイスにしても、なるべくなら殺さずに済すませたいのだが、そうもいっていられない。

　ただ、ティーエと出で遭あってからは、なるべくティーエを悲しませないように気をつけていた。

　この男が本気で悲しむと、周りの精霊ストラが呼こ応おうして、雨を降らせたり嵐あらしを起こしたりする。

　ラクシは、近所迷めい惑わくだと怒おこっていた。

「わかった」

　ボイスは剣から手を離はなし、そのまま進んだ。

　兵士たちは近付いている。

　やがて、二組は鉢はち合あわせした。

「何だっ」

「おまえたちはっ」

　ボイスは無言で滑るように進むと、先頭の男の首を手刀で打った。

　出会いがしらだったので、衛兵たちには、相手を認にん識しきしている暇ひまがなかった。

　ボイスはすぐに次の男に歩み寄り、その顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　衛兵たちは、簡かん単たんなものながら、鎖くさり帷子かたびらを着ていたので、露ろ出しゆつしている部分を打つしかない。

　二人の兵士は、手に持った松明ごと、階段を転げ落ちて行った。

　三人目は、ようやく何が起ったかを理解して、腰の剣を抜く。

　ボイスは、兵士の足を蹴けって横に払はらった。

「わっ！」

　兵士は体勢を崩す。

　ボイスは、その顔面を、また拳で打った。

　左手では、肩のラクシを押えているので、全すべて右手だけの仕事である。

　三人目も、階段を落ちて行った。

　ありがたいことに、兵は三人だった。

　ボイスとティーエは、ラクシを連れて、とにかく地上に出た。







　第四章　不死なるもの







「こっちです」

　ボイスは、ティーエの導みちびきに従したがって、ラクシを担いだまま走る。

　今のティーエは、もとのティーエだ。

　もう自らを閉とざして震ふるえていた人間ではない。

　ボイスはこの宮殿内で、通った道みち筋すじは全すべて覚えていたが、広い宮殿のほんの一部に過ぎない。

　それよりも、別の力を頼たよるべきだ。

　おそらく、ティーエは精霊の示しめす道を辿たどっているのだろう。

　さきほど、階段から叩き落とした兵たちが、仲間に知らせれば、すぐに宮殿じゅうが警けい戒かい態たい勢せいに入るだろう。

　できれば、その前に宮殿を出たい。

　むろん、この都ま市ちから出ない限かぎりは、どこに行っても追われることになるだろうが。

　しかし、何の用意もなく、この都市を出ることはできないのだ。

　外は砂さ漠ばくだ。

　水と食料がいる。

　外がい套とうも、無くてはならない。

　幸い……かどうかはわからないが、旅の荷物は、あの宿に預あずけて来た。

　宮殿に行くにしても、夕食後か翌よく朝あさには辞去するつもりだったからだ。

　もう一晩ばんを宿で過すごし、二日後の朝にこの都市を出発する。

　ボイスとしては、そういう予定を立てていた。

　ラクシが、今のところまだ意い識しきを失っているのは、悪いことではないかもしれない。

　意識がはっきりしていれば、ラクシはボイスの背で大人しくなどしてはいないからだ。

　しかし、そうすれば、ラクシを走らせることになる。

　傷いためた足が、悪化してしまう。

　もっともこれがただの気き絶ぜつだった場合だが。

　王と、あの得体の知れないものに何かされていたのなら……

　ボイスは、それを心配している。

　とはいえ、悲観してはいなかった。

　ティーエさえ、まともならば……

　ティーエは、何も言わずに先を進んでいる。




　ざわめきのようなものを、ボイスは感じた。

　その輪が広がっていく。

　気付いたのだ。

　衛兵たちに、指し示じが伝わったのだ。

　おそらく、旅人を捕とらえよ、と。

「こっちです」

　ティーエが足を速めた。

　戸口があった。

　おそらく、裏うら口ぐちのひとつだろう。

　二人は外に飛び出した。

　月が出ていた。

　外だ。

　本当の屋外だ。

　ただし、まだ王宮そのものから出た訳わけではない。

　三人の前には、月光に浮かぶ、美しい庭園が広がっていた。

　小さいながら、池や森まである。

　ティーエの先せん導どうで、一行は森の中に入った。

　ボイスは初めて、ラクシを肩から下ろす。

　ティーエが診しん察さつした。

「どうだ、ラクシは……」

　やはり、心配だった。

「意識を失ったままですが、怪け我がはありません」

　ティーエの言葉に、ボイスは胸むねを撫なで下ろすが、もうひとつ気にかかることがある。

「どうして意識を取り戻さない。呪じゆ術じゆつか？」

　怪我も何もないのなら、どうして気を失ったままなのか。呪術で精神を縛しばられていはしないか、とボイスは考えたのだ。

「ラクシの中に、霊れいは入っていないと思います。ただ……」

「ただ……」

　ボイスの額ひたいは、すぐに翳かげった。

「何かの力の束そく縛ばくは受けています」

「どんな力だ？」

「あの、母君の……」

　ティーエは言い直す。

「あの母君が受けているのと、同じ力です」

「王の母君か」

　ボイスは、疑ぎ問もんをティーエにぶつける。

「ひとつ聞いておきたい」

「なんでしょうか」

　ティーエの反はん応のうは、どうものんびりし過すぎているように思われ、ボイスですら、時々拍ひよう子し抜ぬけしている。

　それでも、大分慣なれてはきた。

「さっき、あの地下で、黒い異様なものに遭あったな」

「はい」

　ティーエは、ラクシの顔を見守りながら、頷うなずいた。

「おまえは、あれをお母君さまと呼よんだ。いったい、どういうことなんだ」

　あれ……

　つまり、現あらわれた黒い影かげの塊かたまりのようなものだ。

「おれは、さっきあれに遭う前にも、確かに同じものを見た」

　ボイスは言う。

「部屋に居いた時、窓まどの外でだ。部屋に押おし入ろうとしていた。ラクシも見たと言っていたぞ」

「はい」

　ティーエはすぐに認みとめる。

「同じものです」

「あの、怪物のようなものが、お母君と関係があるというのか」

「はい」

　ティーエは、当然のこと、という調子だった。

「オーラは同じでした」

「オーラ……」

　むろん、ティーエと出会う前からも、ボイスはその言葉を何度か耳にしている。

　ティーエは、明めい確かくにそれを説明してくれた。

　オーラというものは、生命体全すべての持っているエネルギーの放出で、普ふ通つうの人間の眼めには見えないものなのだが、いわゆる呪力、神しん殿でんなどで言う霊視の力を持つ者には、それが視みえるのだと。

　オーラは、その持ち主の様々な事を伝える。

　どれほどに、オーラを放つ者の外見が変へん貌ぼうしようとも、微び妙みようなオーラの光の色は変わることはないのだと、ティーエは言った。

　だから、ティーエがオーラが同じだと断だん言げんすれば、それは同一人物だということなのだ。

　美しく気高い貴き婦ふ人じんと……

　あの影の塊のような、黒い怪物が……

「お母君さまが広間においでになった時、わたしが恐おそれたのも、そのためでした」

　ティーエは、微かすかに震ふるえた。

　未いまだ、ボイスには感じ取ることのできない様々な力や気に晒さらされているのだ。

　今のティーエが、ようやく本来の力を発はつ揮きできるようになったのは、そうしたものへの対たい処しよの方法を少しずつ会え得とくしたことと、気力だろう。

　ボイスとラクシには手に負えないものと、闘たたかえるのはティーエだけだ。

　それを自覚したに違いない。

　ボイスとしては、後方で支ささえることしかできないのがもどかしい。

「わたしには、あの方は同じに視えるのです」

　ティーエは言う。

　ティーエは、常じよう人じんとは違って、人を認にん識しきする時、まずオーラが視えるのだ、と以前説明してくれていた。

　ボイスやラクシと一いつ緒しよに旅をしようと決めたのも、二人のオーラの色故ゆえだったのだと。

「お二人のオーラは美しいのです」

　ボイスにとっては、首を傾かしげたくなる話だが、ティーエはそう言っていた。

　長いこと戦場や修しゆ羅ら場ばに身を置いて、数えきれないほどの人間を傷きず付つけたり、死に追いやって来た自分のオーラが美しい……

　ボイスには、信じ難がたかった。

　しかし、ティーエは言うのだ。

「あなたの心は汚よごれてはいません。あなたの心は揺ゆるぎがないのです」

　だが……

　ボイスは自省する。

　心が汚れていない、などということはない。

　血を見ることは好きではないが、必要なら、ボイスは躊躇ためらうことなく、相手を殺す。

　自分の家族を死に至いたらしめた者たちを、心から憎にくみ、いつか復ふく讐しゆうするという決意は、まだ翻ひるがえしてはいない。

　自分は、充じゆう分ぶんに汚れてしまった。

　ティーエに会う迄までは、そう思って来た。

　自じ嘲ちようして来た。

　だが、未まだ少年のようなこの美青年は言うのだ。

　あなたのオーラは美しい、と。

　どこかくすぐったいが、嬉うれしかった。

　ボイスがこの青年について来たのは、命を救われた返礼ばかりではなかったのかもしれない。

「おれには、よく解わからない」

　ボイスはティーエに問う。

「王の母君は、母君ではなく怪かい物ぶつなのか。怪物が、王の母君に化けていて、王はそれに操あやつられてしまっておいでなのか」

「そうともいえないのですが……」

　ティーエは、どう説明していいのか迷まよっているようだった。

「暗黒の根こん源げんは、別に在あるのです。王でも、母君でもなく、別に……」

　ティーエは、唇くちびるを歪ゆがめた。

「でも、母君も、恐ろしい怪物になってしまわれたのは、本当なのです」

　ティーエは、はっきりと言った。

「あの怪物は王の母君です。母君が、怪物に成り果てられたのです」

「どうすればいい？」

　ボイスは未だ眼めを開けないラクシと、ティーエの顔とを見み比くらべる。

「おれたちは、何の用意もなく都ま市ちを出られないぞ。それに、ラクシは……」

「まず、ラクシを呪じゆ縛ばくから断たち切りましょう。そして、なんとか宿に荷物を取りに行きましょう」

「ラクシを、救えるか？」

「必ず」

　ティーエは言った。

「必ず救います」

　ボイスにとって、この美女のように優やさし気な、類たぐい希まれな美青年が、これほど頼たのもしく見えたことはない。

「ティーエ」

　ボイスは、すぐに気付いた。

　人の気配だ。

　人々が、庭園を駆かけ回り始めた。

「おれたちを捜さがしている」

「そのようですね」

「兵や宮殿の人々も……」

　ボイスは尋たずねる。

「その何かに操られているのか？」

「呪力で操られている人は、殆どいません。皆みな、王の命令なので、仕方なく従したがっているようです」

「もうひとつ訊きく」

　ボイスは、ラクシを担かつぎ上げながら言う。

「王の母君の王国が、七、八十年前に滅ほろびたということは、お母君は、それ以前に嫁とついでおいでになったということになる」

　ボイスは、頭の中で計算する。

「王が、あのお方の実の子とすると、王もまた、年を取っていないのか」

　王の母が、その生まれた国が滅めつ亡ぼうする前にこの国の王おう妃ひとして迎むかえられたのだとしたら、どう考えても、王の年ねん齢れいも五、六十歳さい、あるいはそれ以上ではないか。

「そうかもしれませんね」

　ティーエは、初めて気付いたように言った。

「では……王も怪物なのか？」

「あの方は、人間です」

　ティーエは断だん言げんした。

「まだ生きている人間です」




　二人はラクシを連れて、急いで移い動どうした。

　むろん、行く先はティーエに任まかせている。

　おそらく、落ち着いて、ラクシを呪じゆ縛ばくから解かい放ほうすることのできる場所を見付けようとしているのだ。

　ティーエは、精霊ストラの動きを辿たどることができる。

　精霊に道を教えてもらうこともできるのだ。

　森を出、いくつかの建物の陰かげを伝って、出口を探さがした。

　宮きゆう殿でんは立りつ派ぱだが、石と日ひ干ぼしレンガで造つくられているため、そう高い建物にはできない。

　強度の問題だ。

　そのため、周囲にいくつもの建物が並ならんでいる。宿しゆく舎しやや倉庫などだろう。

　建物の陰に身を隠かくせるのは良いが、相手の姿すがたもなかなか見えないという欠点もある。

「呪じゆ術じゆつでここを脱だつ出しゆつすることは、できないか」

　ボイスは問う。

　呪術で姿を隠すことができれば、衛兵の中ですら、堂々と通って出て行くことも可か能のうだろう。

「今、ここで呪術を行うと、霊や精霊を大きく動かすことになります」

　ティーエは答える。

　当然ながら、二人共、小声だ。

「その動きで、向うに気付かれます」

「向うも、呪術を使うのか」

　ボイスの呪術というものへの認にん識しきは、もちろん漠ばく然ぜんとしたものだ。

　ただ、相手の得体の知れなさから、呪術が絡からんでいるのかと考えたのだ。

「呪術そのもの、と言うべきかもしれません」

　ティーエはゆっくりと言った。

　言葉を捜さがしていたのかもしれない。

「そういう意味でも、恐おそろしい存そん在ざいなのです」

　ティーエの言葉を聞いて、ボイスは黙だまった。

　一いつ瞬しゆん、不ふ快かいな気分が胸むねの辺りを襲おそった。

　それは、厭いやな予感に近いものだったかもしれない。

　しかし、ボイスは、骨ほねの髄ずいまで戦士であった。不安のようなものは、心の内なかで、スッパリと斬きり捨てた。




　ティーエは、進んでは止まり、また進んでは止まった。

　ボイスは、音を立てないようにそれを追う。

　追いながら、舌したを巻まいていた。

　ティーエは足音を立てない。

　それどころか、気配すらも完全に消えているのだ。

　その背中について行っているのに、まるで幻まぼろしを追いかけているような気さえしてくる。

　ついに、三人は壁の破やぶれ目に至いたった。

　なんとか抜け出せる。

　先にティーエが出、次いで、ラクシを担かついだボイスが出た。

　こうして、とりあえず宮殿からは脱出した。

　とはいえ、この小さな都市の中に居いる限かぎりは、そうそう逃にげ隠れなどできないのだ。

　急がなければならない。

　ティーエは小走りになった。

　むろん、ボイスもついて行く。

　ボイスの勘かんでは、西の方角に向かってだった。

　昼間に下見に行った、森や墓ぼ地ちがある方だ。

　思っていた通り、やがて都市の裏うら門もんに出た。

　当然ながら、夜は閉しめられ、見み張はりの兵士がいる。

　ティーエは、門を通り過すぎた。

　門から堂々と出て行くはずもないが、森ならばしばらく隠れていられるかもしれない、と考えていたボイスは、森以外の隠れ場所となると、なかなか考えつかなかった。

　いずれにせよ、ティーエについて行くだけのことだ。

　ティーエは、霊ハランや精霊ストラたちに導みちびかれて、逃げ道に向かっているはずなのだから。

　しばらく居いられる場所に行き、そこでラクシの意い識しきを取り戻もどさせる。

　ボイスの体力では、ラクシを担いで走ることなど、なんでもないが、そのまま闘たたかうことは難むずかしい。

　できれば、ラクシには自分の力で行動してほしい。

　ただ、意識を取り戻したら、歩くなと言っても歩くだろう。それが心配ではあった。




　ティーエは城じよう壁へきに沿そった道を進む。

　街は、眠ねむりの内に沈しずんでいた。

　人々は、未いまだ何も気付いていないのだろうか。

　それとも、関かかわり合いになりたくないので、家の中で息を潜ひそめているのか。

　どう見ても、平和な小都市の深夜だった。

　人々は、宮殿で起きていることに気付いていないのだろうか、とボイスは考える。

　いや、気付いているはずだ。

　夜な夜な、死者が街を歩き回るという噂うわさは、どこから出たか。

　夜になると早々と、人々が息を潜め、街そのものが死んだようになるのは何な故ぜか。

　皆みな知っているのだ。

　恐れて、隠かくれ、戸を閉とざしているのだ。




　ティーエは、突とつ然ぜん角を曲る。

　そこは城壁に沿って家が建っている所だった。

　曲がった突つき当たりが城壁である。

　そこには、裂さけ目があった。

　人一人が通れそうな裂け目だ。

　最近は、旅人すらも避けるほどだから、盗とう賊ぞくに襲われることもなくなったのだろう。人々は、警けい戒かいはしていないようで、城壁の修しゆう理りを後回しにしているのだ。

　まずティーエが抜ぬけ。

　ボイスがラクシの身体からだを押おし出し、その後で自らも這はい出た。

　ようやく城壁の外に出たのだ。

　だからといって、このまま都市を出られる訳わけではなかったが、さすがにボイスは、しばしの解かい放ほう感を味わった。

　やはり、ティーエは森に向かっていた。

　森は、王宮の庭園のものよりも遥はるかに大きい。

　だが、その途と中ちゆうに墓地があるのだ。

「墓地だ」

　ボイスは行く手の墓地を指し示しめした。

「昼間見たやつだ。あの封ふう印いんのある……」

「封印の呪まじないは、まだきいています」

　ティーエは、眉み間けんに皺しわを寄よせてはいたものの、落ち着いていた。

　精せい神しん状じよう態たいは、ちゃんと安定しているように見える。当分、心配はなさそうだ。

「死者が出て来ることはないでしょう」

「死者が出て来る？」

　ティーエの言葉は、ボイスの心しん胆たんを寒からしめた。

「あの墓はかからか」

「封印の呪いがなければ、出て来るものもいたでしょう」

　ティーエは言った。

「そういう力が、働いているのです」

「それも、もしかして……」

　ボイスは、いくつかの事に気付いていた。

「宮きゆう殿でんに巣す喰くう力の？」

「そうです」

　ティーエは頷うなずいた。

「それが、全すべての源みなもとなのです」




　やがて、三人は森に辿たどり着いた。

　外から見るよりも、深い森だった。

　入ってみると、月の光も届とどかなくなって、真の闇やみに近い。

　ただ、ティーエに視みえる光景は全く違ちがうのだ。

　眼めではなく、別のもので視る森の中は、色とりどりの光に満ちた世界だった。

　木々が、そして草や動物や昆こん虫ちゆうたちが、それぞれに発しているオーラである。

　生き物という生き物が、いや石や土までが、自らの存そん在ざいを語っているのだ。

　ティーエはどんどん進んで行く。

　見失いそうになり、ボイスは声を掛かける。

「ティーエ、暗くて何も見えない。何か目印になるものはないか」

「あ……」

　言われて、ようやくティーエは気付き、謝あやまった。

「申し訳ありません。明かりを点つけてください。ここならもう、見られることはないでしょう」

　ボイスは、さっそく携けい帯たいしている小さな壺つぼ入りの蠟ろう燭そくに火を付けた。




「この辺りでいいでしょう」

　しばらく森を進むと、ティーエは足を止めて言った。

「ラクシを下ろしてください」

　ボイスは、言われた通りに、ラクシを、枯かれ葉の厚あつく積もった地面に横たえた。

　気温が、四十度以上から、時には零れい度近く迄までと幅はばのある砂さ漠ばく地帯では、育つ木の種類も限かぎられている。

　広こう葉よう樹じゆが数種と、松まつの一種。

　木はそんなものだったが、よく茂しげり、下した生ばえも深かった。

「ラクシは、どうだ？」

　ボイスは心配していた。

　宮殿から大分離はなれたというのに、ラクシは未いまだ身動きひとつしないのだ。

　呼こ吸きゆうだけは感じたので、一いち応おう安心ではあったが。

「起こします」

　ティーエは言った。

「しかし、呪まじないをしたら、向こうに気付かれるんじゃないのか」

「森が呪いを隠かくしてくれるので、すぐには気付かれません。もちろん、ラクシの意い識しきが戻もどれば、いずれ覚さとられてしまいますが」

「おれとしても、ラクシを抱かかえたままでは闘たたかうにも限げん度どがある。下手に剣けんも抜ぬけないからな」

「わかりました」

　ティーエは、頷くと、三人の周囲に、薬草の粉で円を描えがいた。

　魔ま方ほう陣じんの代わりである。

　代わりというよりも、ティーエが描けば、強力な魔方陣だ。

　むろん、常つねに数種の薬草を小こ袋ぶくろに入れて、腰こしのベルトに提さげている。

　呪じゆ術じゆつにも医い術じゆつにも、よく使われるものだ。

　ザワワ……

　辺りの梢こずえが揺ゆれた。

　それは、甘あまい陶とう酔すいを表ひよう現げんしているように思われた。

　ティーエに対して、親愛の情じようでも抱いだいたかのような……

　森は、ティーエにとっては味方なのか。

　ティーエは、いくつかの聖せい霊れい文字を空中に描き、聞き取れないほどの声で呪文を唱えている。

　ザワッ……

　ザワッ、ザワッ……

　周りの木々が、更さらに揺れる。

　互たがいに言葉を交かわしているように。

　何かを期待しているような、そんなざわめきに聞こえた。

　ティーエはラクシの傍かたわらに膝ひざを突つき、背せ筋すじを伸のばしたままで、両手を合わせる。

　指は、複ふく雑ざつに絡からめていた。

　呪まじないをする時の印だということぐらいは、ボイスも知っている。

　ボイスは、ラクシを挟はさんで、反対側に蹲うずくまっている。

　自分の役目は知っている。

　呪術をしているティーエを、呪術以外のものから守ることだ。

　呪術を行っている呪術者の肉体は、極度の精せい神しん集中のために、実は無む防ぼう備びなのだ。

　魔方陣によって造つくられる結界は、相手の呪術を防ふせぐもので、生身の人間や動物に対しては、何の役にもたたない。

　もしもここに、兵士たちが来たら、苦もなくティーエを捕つかまえたり、殺したりすることができるのだ。

　もちろん、霊ハランに操あやつられていない者でなければならないが。

　それに、動物。

　この森に、猛もう獣じゆうはいないだろうが、毒どく蛇へびは、どこにでもいる。

　そうしたものにも、警けい戒かいする必要があった。

　ボイスは、辺りの気配に意識を傾かたむけた。

「ハル、ハル、ラクム、ムーウェ、イム……」

　ティーエの低目のテノールの声が、森の木々を恍こう惚こつとさせる。

　木々は、待っていたのかもしれない。

　都市の底に潜ひそむ何かと闘う者を。
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　都ま市ちを、元の静けさに戻してくれる力を。

　ボイスは、ふとそう思った。

　森は静かになった。

　見られている、とボイスは感じた。

　森の木々に見守られているのだ。

　木々は、何が起こっているのかを知っているに違ちがいない。

「ラクシ……ラクシ」

　呪文を了おえ、ティーエはラクシの上に屈かがみ込こむ。

「わたしの声が聞こえますね」

「うっ……」

　呻うめき声は、ラクシの口から漏もれたものだった。

「ラクシ」

　ティーエは、薬草の袋をラクシの鼻先に掲かかげた。

　布ぬの袋なので、どこか甘く、きりりとした香かおりがした。気付け薬にもなる植物だ。

「……ん……」

　ラクシは首を少々振ふり、そして眼めを開けた。

「ティー……」

「ラクシ」

「ここは……」

　ラクシは、辺りを見回した。

　ボイスの蠟ろう燭そくのおかげで、木々に囲まれた場所だということは、かろうじて解わかった。

「どうなってんだい」

　自分が居いたのは、王の母君の部屋だったはずだ。

「あなたは、恐おそろしい影かげの力に捕とらえられるところだったのです」

　ティーエが言った。

「この都市の恐きよう怖ふの源みなもとに」

「おれが……恐怖の源……」

　ラクシは首を傾かしげる。

「なんのことだよ」

「この都市で、夜な夜な死者が歩き回るという噂うわさ。それに、さっき、部屋に押おし入ろうとした何か得体の知れないもの。それに関係があると、ティーエは言っているんだ」

　ボイスが説明した。

「おまえも見ただろう。あの、露台バルコニーに居いた影のようなものを」

「あれ……」

　肘ひじを突ついて半身を起こし、ラクシは呟つぶやくように言う。

「あの……黒い……」

　ラクシの首の辺りがきつく固まった。

　あの時の恐怖を思い出したのだ。

　表には出さなかったが、恐れを感じた。

　それは、意い識しきではなく、全身で感じた恐怖だった。

　凍こおった空気の波のようなものが押し寄よせて、全身の皮ひ膚ふに粟あわを生じさせた。

　訳わけもわからず、大声で叫さけんで逃にげ出したい衝動しようどうに駆かられた。

　もちろん、意い志しの力でそれを捩ねじ伏ふせたのだったが。

「でも、おれ……お母君さまのお部屋に……」

「あのお方も、その大きな力の虜とりこなのです」

　ティーエは説明する。

「すっかり囚とらわれてしまっています」

「お母君さまが……では」

　ラクシは、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「では、国王陛へい下かも……」

「そうです」

　ティーエは認みとめた。

「お母君ほどではありませんが」

「ラクシ、立てるか」

　ボイスは訊きいた。

「荷物を取って、砂さ漠ばくに出るのだろう」

　ボイスは、ティーエの顔を覗のぞき込む。

「そうです」

「では、急ごう」

「いいえ……まだ」

　魔ま方ほう陣じんから出ようとしたボイスを、ティーエは止める。

「出てはいけません」

「何か……」

　ボイスは、何か不吉な予感のようなものを、空気の流れの中に嗅かぎ取った。

「木々が、ざわめいています」

　ティーエが、頭上や周囲を見回して言った。

　風は感じられなかったが、周りの梢こずえが揺ゆれているのが、ボイスにもわかった。

「なぜだ？」

「霊ハランと精霊ストラが来ると」

　ティーエは、代だい弁べんするように言った。

「沢たく山さん来ると、言っています」

「攻こう撃げきか」

　そのボイスの問いに、ティーエは、いつもとたいして変わらない調子で答える。

「そのようです」

「と、いうことは……」

　ボイスは身み構がまえた。

「ここに居るのが、向こうにばれたんだな」

「そうですね」

　この言葉に、いささか呆あきれて、ボイスとラクシは、顔を見合わせた。

　まるでひとごとのようだ。

　とはいえ、こういうことはティーエに任まかせる外ほかはないのだから。

「いいですね」

　ティーエは念を押した。

「この円から外には、決して出ないでください」

「わかった」

　ボイスは応おうじる。

「他の者の攻撃は、おれたちに任せろ」

　おれたち、という言葉に、ラクシはボイスを見上げた。

　嬉うれしそうだった。

　ボイスが、自分を戦力として認みとめてくれたからだ。

「お願いします」

　ティーエは、いつもよりは少々早口になった。

　いよいよ、相手の攻撃が近付いたのだ。おそらく、呪じゆ術じゆつのだ。




　ザワッ……

　ザワワッ……

　木々が激はげしく動き始める。

　ボイスもラクシも、何かを感じた。

　何であるかは、わからない。

　ただ、首が、肩かたが強こわ張ばってくる。

　ピリリ、ピリリと頰ほおが引き攣つる。

　ザザッ……

　ズズ……

　微かすかな音に気付いたのは、ボイスが先だったが、ラクシもすぐにわかった。

「ボイス……」

　ラクシはボイスを見上げ、囁ささやく。

「油ゆ断だんするなよ」

　ボイスも小声で言った。

「兵が来るかもしれないし、動物か、毒どく蛇へびということもあるぞ」

「わかった……」

　ラクシは、拳こぶしを胸むねに当てた。

「蛇は……苦手だけど」




　やはり蛇は苦手だった。

　故郷ふるさとの山国では、蛇が出るのは、初夏から秋迄までと限かぎられていた。

　晩ばん秋しゆうから春迄、新イタール公国は厳きびしい寒さに見み舞まわれるからだ。

　それだけに、人々は春を待ち焦こがれる。

　だが、その春もたけなわになると、毒蛇が冬とう眠みんから目覚め始める。

　初めは山に。

　そして、山を切り開いて造つくった畑にも。

　人々は貧まずしい。

　子こ供どもたちが山に入るのは、遊びのためだけではなく、少しでも食料を得るためだ。

　木の実も、山菜も、できるだけ集めて、保ほ存ぞん食しよくに加工できるものは、日に干ほしたりして貯たくわえる。

　厳しい冬を乗り越こえる足しにするのだ。

　もちろん、山に入ったり、川で魚を取ったりすることは、楽しい遊びでもあった。

　だが、時々、子供たちが、そして大人たちも、山や川や畑で蛇に咬かまれる。

　なかには、毒蛇もいた。

　もちろん、すぐに血を吸すい出し、大たい抵ていの者は助かるが、年に二、三人は、それが功を奏そうすることなく命を落とした。

　それでも、餓が死しするよりはマシだ、と人々は囁き合った。

　貧しかった。

　新イタール公国、などというのは名ばかりだ。ただの、あまりにも貧しい山村だった。

　自分は、その人々を置いて、故こ国こくを出て来てしまった。

　いつも、いつも、罪つみの意識が、ラクシの胸をキリキリと刺さす。

　ラクシには、どうしても、故国にはいられない理由があったのだが。




　ザワッ……

　ザワッ……

　ティーエは、木々の聲こえを聴きいていた。

〝来るぞ〟

〝来るよ〟

〝あいつが……〟

〝あいつが来るぞ〟

　木々は口々にそう言っていた。

〝気をおつけ、美しいものよ〟

〝気をつけるんだよ、きれいなきれいなオーラのおまえ〟

　木々は、ティーエに警けい告こくしてくれた。

〝地を這はって〟

〝わしらの領りよう域いきを侵おかして〟

〝あいつが来るよ〟

〝あいつが、来るよ〟

　ティーエも、それを感じていた。

　ズズッ……

　ズズッ……

　地面を這って来るものがいる。

　ゆるやかに。

　だが、止まることなく、森の中を進んで来る。




　ティーエは呪じゆ文もんで更さらに精霊ストラを集め、結界を強化した。

　結界は全く透とう明めいだから、ボイスとラクシには、蠟ろう燭そくの灯りながら、周囲は良く見えていた。

　カサッ……

　カサッ……

　それは、積もった落ち葉の動く音だった。

　踏ふむ、というのとは、少々違ちがう気がする。

　搔かき分けるような音だ。

　ズズッ……

　ズズッ……

〝来たっ〟

〝来た〟

　木々が激はげしく揺ゆれた。

　恐おそれにおののくように、風が渦うず巻まいた。

　ポトッ……

　パサ、パサッ……

　動いたのは、木々や枯かれ葉の中に居いた虫たちだった。

　あるものは、木から落ち、急いで移い動どうして行く。

　あるものは、土の中に潜もぐって行く。

　難なんを避さけようとしているのだ。

　これから、この場で何が起こるかを、知っているのだ。

　ズッ……

　ズッ……

　何かが見えた。

　ボイスにも、ラクシにも見えた。

　黒いものが。

　黒い大きな何かが、地面を這って近付いて来るのだ。

「あれ……」

　ラクシが囁ささやいた。

「あいつだよ」

「露台バルコニーに居いたやつだな」

　ボイスは頷うなずいた。

「やはりな」

　それは、露台から、三人の居た部屋に押おし入ろうとしていたものに違いなかった。

　そして、地下で目もく撃げきしたものに……

　ティーエは、それこそが、王の母の姿すがたなのだと言った。

　王の母に取り憑ついている何物かなのか。

　それとも、哀あわれにも、王の母の変へん貌ぼうした姿なのか。

　あの、気高く美しい貴き婦ふ人じんの……




　黒いものは、結界のすぐ側そばに至いたった。

　そして伸のび上った。

　背せ骨ぼねのある生き物とは思われない動きだった。

　伸しん縮しゆく自じ在ざいの何かが、上から引っ張ぱられた。

　そうとしか思われないような動きで、それは立ち、二メートル以上の高さになった。

　そいつが、結界の内なかを窺うかがっている。

　見るだけで、全身の皮ひ膚ふに鳥とり肌はだが立ってくる。

　耳の後ろが、キンキンと鳴った。

　それには、眼めのようなものは見当たらない。

　口や鼻のようなものもわからない。

　どこが顔かも、足かもわからない。

　それなのに、見られていると、強く感じる。

　凝ぎよう視しされている。

　じっと、見み詰つめられている。

　突とつ如じよ、それが崩くずれた。

　崩れたと思う間もなく、いくつかに分かれる。

　そして、飛び付いた。

　パッ……

　バッ……

　黒いものが飛んで来た。

　だが、三人に至いたることはない。

　空中に静止している。

　結界が、見えない壁かべを形成し、黒いものを止めたのだ。

　止まっていたのは、ほんの一、二秒だった。

　黒い塊かたまりは、後ろに付いていた見えない糸に引かれでもするように、元の位置に戻もどり、再ふたたびひとつのものと成った。

「これは……幽ゆう霊れいでも、何でもないね」

　ラクシがボイスに囁いた。

「後で、ティーエの説明を聞かなくてはならないだろうな」

　小声で応おうじ、ボイスは笑え顔がおを見せた。

　少々皮肉の混まじった、不ふ敵てきな笑いだった。

　ティーエは軽く両手を合わせ、哀かなし気な眼で外のものを見ていた。

　その眼に在あったものは、同どう情じようだったのかもしれない。

　黒いものは、ゆっくりと結界の周りを回り始めた。

　突とつ破ぱできる入口を探さがしてでもいるように。

　それは、結界の周りを何周もし、透明な壁に張り着いて、内なかを窺った。

「こいつを、やっつけないの？」

　ラクシが焦じれて言った。

「襲おそって来てるんだよ」

「でも、このかたを滅ほろぼすのは……ちょっと」

　ティーエは応じた。

「このかた……？」

　ラクシは首を傾かしげた。

「こんな姿になってしまったとはいえ、王の母君なのですから」

「王の……ははぎみっ」

　ラクシは、腰こしが砕くだけて、尻しり餅もちを搗ついた。

　王の母、とは……

「そうなのです。あれは、王の母君の変わり果てたお姿なのです」

「だって……だって」

　そう言われて、はい、そうですかと、信じることなど誰だれにもできるまい。

「あんなにたおやかで気高い国王母さまが……噓うそだよっ」

　ラクシは、王の母君の姿を自分の母と重ねていたので、なおさらなのだ。

「だが、おまえは王の母君の部屋で、突然いなくなったんだぞ。居所を突つき止めたら、あいつが現あらわれた」

　ボイスが言った。

「でも……」

「ラクシ」

　半泣きになりそうなラクシに掛かけられたボイスの声は、鋭するどく、緊きん張ちように満ちていた。

「気配がするぞ」

「気配……」

　ラクシの顔付きも、一いつ瞬しゆんで変わった。

「人だ」

　ラクシは言った。

　むろん、ボイスにもわかっている。

「いいか」

　ボイスはラクシに囁ささやく。

「霊ハランに操あやつられていなければ、入って来るぞ」




　そうしている間にも、黒いものは動きを止めはしない。

　結界の外で、なぜか少しずつ脹ふくらんでいくのだ。黒いものが、大きくなっていく。

　周囲の精霊ストラたちを、吸すい込こんでいるのだ。

　辺りの木々が震ふるえ、枯かれ葉や病わくら葉ばの雨を降ふらせる。

　警けい告こくしているのだ。

〝キヲツケロ〟

　と。

〝キヲツケロ……〟

〝キヲツケロ〟

　ザワザワと、梢こずえが鳴った。

　ティーエは柔やわらかい地面に膝ひざを突つき、手をしっかりと組み合わせる。

　より深い精せい神しん集中を必要とするからだ。

　外の黒いものは、膨ふくれあがっている。

　既すでに、もとの四、五倍にはなっていた。

　カサッ……

　カサッ……

　何かが周りで蠢うごめいている。

　残っていた虫や、トカゲなどの小動物たちだ。

　この場から急いで逃にげ出しているのだ。

　それも当然だった。精霊ストラが大きく動いているのだから。

　周辺の精霊が更さらに集まり、黒いものに吸きゆう収しゆうされていく。

　やがて、黒いものは巨きよ大だいな手のような形になって、結界を摑つかんだ。

　力を加えてくる。

　握にぎり潰つぶそうとでもするように。

「バトラ、バトラ、バクム、クーム、ウーマ……」

　ティーエは、低く呪じゆ文もんを唱える。

　バッ！

　黒い手のようなものは、弾はじき返された。

　結界の力が強まったからである。

　しかし、それで黒いものは引いたりはしなかった。

　枝えだ分わかれしたいくつかの先せん端たんが、地中に潜もぐり込む。

　足元で、それが土を掘ほり進む震しん動どうを感じた。

　地中を進む。

　三人の足元が大きく揺ゆらいだ。

　地下から、結界に侵しん入にゆうしようとしているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ボイスが言った。

「ティーエの結界だ。足元にも、しっかり回っているさ」

　ラクシは、ただ頷うなずいた。

　とはいえ、地面は左右に大きく揺れる。

　波の荒あらい時に船に乗ったようで、不ふ快かいだった。

　このままでは、吐はき気がしそうだ。

　そういえば、ついさきほど、王の母の部屋で、沢たく山さんものを食べ、酒まで吞のんだ。

　中央山さん岳がく地帯は地震があまりないので、ラクシは、足元が揺れるという状じよう況きようには滅めつ多たに遭あったことがない。

　足元が危あやうく、結界の外に転がり出てしまいそうだった。

「ラクシ」

　ボイスが、ぐらりと揺れたラクシの腰こしのベルトを、後ろから摑んだ。

「余よ計けいなお世話だ」

　そうは言ったものの、ラクシはボイスの手を振ふり払はらいはしなかった。

　突とつ然ぜん、震動は止まった。

　不思議な面おも持もちで、ボイスとラクシが周囲を見回すと、そこに在あったのはあの黒くおぞましい怪かい物ぶつではなく、ズラリと並ならんだ兵士たちの影かげだった。

　何人かが松明たいまつを掲かかげていた。

　十数人居いた。

　兵たちは、三人を取り囲んだ。

　そこに、結界が在ることにすら気付いていない。

　兵たちが、霊ハランに取り憑かれているのでなければ、結界は役に立たない。

「円から外に出ないでください」

　ティーエは二人に言った。

「まだ、あれが居るのです」

「わかった」

　ボイスが頷いた。

「わかったけど、もう揺れないようにしてくれよ」

　ラクシが注文を付ける。

「あんなに揺れたら、闘たたかえないんだからな」

「わかりました」

　ティーエは頷いた。

「固定します」

「なんだよ……最初っからやれば……」

　ぼやくラクシの腕うでにボイスは触ふれる。

「越こえて来るぞ」

　兵士たちのある者は槍やりを構かまえ、ある者は剣けんを抜ぬく。

　ボイスは右手を背せの大剣の柄つかに、左手を鞘さやに置いた。

　長く、また幅はばもある両もろ刃はの剣だから、一いつ瞬しゆんにして抜き放つには工く夫ふうが要いる。

　鞘の下方には、バネ式で一部が外れ、自動的に戻もどる仕し掛かけが施ほどこされていた。

　誰も、ボイスがその大振りの剣を、それほど早く抜けるなどとは想そう像ぞうし得えないだろう。

　槍を持った兵が進み出て、三人に向けて構える。

「宮きゆう殿でんに戻もどれ」

　指し揮き官らしい男が言った。

「国王陛へい下かの御ご命令だ」

「申し訳わけありませんが、戻ることはできません」

　丁てい重ちようではあるが、はっきりとボイスは断ことわった。

「御命令を聞かないというのか」

　指揮官の口調の厳きびしさは、作られた厳しさに思われた。

　指揮官自身も、何かとまどっている。

　そんな感じがした。

　人間だ。

　ボイスもラクシも、そう感じた。

　霊ハランなどに取り憑かれていない人間だ。

　闘いたくない、とラクシは思った。

　おそらくボイスも同じだろう。

　しかし、そんなことは言っていられないのだ。

「あなたがたも、宮殿に戻ってはいけないのです」

　ティーエが兵たちに向って言った。

「知っているのでしょう。宮殿を覆おおう影を。あなたがたは、以前から、ずっとその影に気付いていたはずです」

　兵たちの身体からだが硬かたく強こわ張ばるのを、ボイスは感じ取った。

「その影がある限かぎり、この都市は、元には戻りません」

　指揮官は、睨にらむようにティーエを見み詰つめた。

　激はげしい怒いかりを籠こめているかのようだったが、それはティーエに対してのものではないように思われた。

「違ちがいますか？」

「われらは……」

　数秒の沈ちん黙もくの後、指揮官は、掠かすれる声で言った。

「王の御命令に従したがうのみ」

　これ以上は、問答無用だった。

　指揮官は、高い一声をあげると、部下に合図する。

　五本ある槍のうち、二本が突つき入れられた。

　殺す気ではないので、足を狙ねらっている。

　王の命令は〝捕とらえて連れ戻せ〟なのだろう。

　殺す気はないといっても、多少は傷きず付いても構わないということなのだ。

　ボイスは、一瞬にして大剣を抜くと、ほぼ同時に、左右から繰くり出された槍の穂ほ先さきを切って落としていた。

　眼めにも止らぬ早はや業わざであった。

　兵士たちは、しばし呆気あつけに取られた。

　これほどの豪ごう剣けんを、これほどの素す早ばやさで繰あやつる技ぎ量りようとは……

　一方、ラクシの方も眼を瞠みはっていた。

「結界が……」

　人間に結界は通用しないということを、改めて覚さとったのだ。

　相手は、生身の人間の兵だ。

　ボイスも、そしてラクシも、なるべく人を殺したくはない。だが、自分たちの命が懸かかっている場合は別だ。

　まして、自由が……

　むろん、そうしたことを考えている暇ひまもなかった。

　兵たちは、剣を構え、三人の方に進んで来る。

　ジリジリと輪を狭せばめてくる。

　ラクシも身構え、柄を握にぎる。

　ラクシの剣は短か目で片かた刃はだ。少々の反そりがある。

　軽く鋭するどく、小こ柄がらで身の軽い者に適てきした剣けんだった。

「剣を引け」

　ボイスが言う。

「殺し合いは、無意味だぞ」
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「手向かうなら、屍し体たいにしても宮きゆう殿でんに連れて戻もどる」

「それが、御ご命令か」

　ボイスは、ティーエを背せに庇かばって、一歩進み出る。

　ラクシも、反対側で倣ならった。

　ティーエは、未いまだ、呪じゆ術じゆつの最中なのだ。

　軽く目を瞑つむり、呪まじないに集中している。

　兵たちを、ティーエに近付けてはならない。

「ならば、命の覚かく悟ごをしろ」

　ボイスは言い放った。

「ヤアアッ！」

　二人が同時に、左右からボイスに斬きりかかる。

　一人は右手上段だん、一人は左手水平の構かまえだ。

　ボイスの大剣は、突きを入れて来た左の男の剣を叩たたき落としざま、右の男を水平に薙ないだ。

　刃やいばは男の胸むねを革かわの胸むな当あてごと切り裂さいた。

　ボイスは刃を反転させ、上段に振ふりかぶると、剣を叩き落とされて、まだ上体を泳がせている左の男の頭部に落とした。

　剣は、左の男の、鉄板を張り付けた革製せいの兜かぶとを割わり、頭皮のところで止められた。

　まさに、紙一枚まいの見切りであった。

　この重量の剣を、あの勢いきおいで振り下ろして、頭皮を切った所で止めるとは、恐おそるべき腕わん力りよくと手練であった。

　ただ、皆みなは、この男が頭とう頂ちようを、骨ほねまで割られたと思った。

　大量の血が流れ落ちたからだ。

「わああっ」

　仲間を殺されたと思った兵士たちは、血に反はん応のうして、三人に殺さつ到とうした。

　十三人の兵のうちの、負ふ傷しようした二人と、指し揮き官かんと、槍やりを持った三人が止とどまり、残りは全すべて動いた。

　むろん、同士討うちしてはならないという考えはある。

「イヤアッ！」

　二人がラクシに斬り掛かかる。

　充じゆう分ぶんに構えていたラクシは、右に少々身を捻ひねりながら、抜ぬき打ちで一人の首を斬った。

　頸けい動どう脈みやくを、刃が掠かする。

　血が噴ふき上げた。

　実戦では、ラクシには手て加か減げんをする余よ裕ゆうはない。

　なぜなら、ラクシの戦法は急所を狙ねらうもので、一いち撃げき必殺でなければならないからだ。

　腕うでの力もなく、体力的に、軽い剣を使うしかない者にとっては、他ほかに方法はない。

　ラクシは身を翻ひるがえし、返す刃で、もう一人の頸部を斬った。

　二人、ほぼ同時に血ち飛沫しぶきをあげて倒たおれた。

　ボイスの方にも、二人が飛び込こむ。

　ボイスは、一人の腕を斬り、もう一人の肩かた口ぐちに剣を振り下ろす。

　一人の腕は、切り離はなされるほどではなかったが、骨は砕くだけているだろう。

　そして、もう一人も、鎖さ骨こつまで刃が通っている。

　むろん、手加減をした結果だ。

「ヒッ……」

「うわっ」

　さすがに、残りの兵はひるんだ。

　無理もない。

　一分経たつか経たないかの内に、六人の仲間が斃たおされたのだ。

　負傷した兵たちは、地面を転げ回っている。

「もう止やめにしろ」

　ボイスが言った。

「仲間を連れて戻れ。これを見れば、おまえたちを非ひ難なんする者はいないだろう」

「うむ……」

　指揮官は、唸うなり声をあげた。

　怒いかりと、後こう悔かいの入り混まじった唸りであった。

「早く行け」

　ボイスと指揮官は、しばらく睨にらみ合った。

「命を惜おしめ」

　ボイスは続ける。

「家族がいるのだろう。この国を出ても、生きていくことはできるぞ」

「引け」

　指揮官は、部下に言った。

　ボイスの言葉に動かされたのか、部下の状じよう態たいを見て諦あきらめがついたのか……

「引け」

　無事な者が仲間に駆かけ寄より、担かつぎ上げる。

　その時だった。

　ウオオッ……

　突とつ如じよ、唸り声が響ひびいた。

　それは、地の底から響いてくるようだった。

　ドドッ……

　ドドッ……

　地面が、またも大きく揺ゆれる。

「わあっ」

「ああっ」

　兵たちは、立っていることができなくなって、地面に屈かがみ込んだ。

　地面は、更さらに大きく揺れるが、結界はそれほどでもなかった。

　ティーエはじっと立ったまま、双ふたつの掌てのひらを合わせ、念を凝こらしている。

　結界が揺れないのは、そのおかげかと、ラクシは思った。

　その時だった。

　瞼まぶたを半ば下ろしていたティーエが、突然に眼めを見開いたのだ。

　白い顔には、驚きよう愕がくの色が在あった。

「いけない……」

　ティーエは、珍めずらしく慌あわてた様子で言った。

「止めてくださいっ！」

　ティーエの叫さけびの直後だった。

　激はげしい地響と共に、黒く粘ねばりのある液えき体たいのようなものが、ドロリと足元の地面から滲にじみ出ると、伸のび上がり、一気に兵たちを包み込んでしまったのだ。

　内側で兵たちが踠もがくのか、それはしばらく、表面が波打つように揺れていた。

「わあっ！」

「ギャアアッ！」

　黒い巨きよ大だいな塊かたまりの中から、突如悲鳴が聞こえた。

　恐きよう怖ふと、苦しみと……

　耳を塞ふさぎたくなる、悲ひ痛つうな叫びだった。

　悲鳴は、数秒でピタリと止む。

　胸むねが痛いたくなるような沈ちん黙もくがあった。

　沈黙の間に、黒い塊は凋しぼんでいく。

　音はしないのだ。

　悲鳴も何も聞こえない。

　中の兵たちはどうなったのか。

　ティーエは、塊を見み詰つめ、震ふるえていた。

　やがて、黒い塊は、人間より一回り大きいだけの、形の定かではないなにものかに戻もどった。

　初めてこの場に姿すがたを現あらわした時と同じだった。

　そこには、十数人の兵士がいた痕こん跡せきなど、何もなかった。

　いったい、どこに消えてしまったというのか。

「何が……」

　ラクシは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「なにがあったんだ」

「ラクシ」

　ボイスは、ただラクシの肩かたにその大きな手を置いた。

　ボイスは気付いていたが、さすがに兵たちの運命を口にすることはできなかった。

「ひどい……」

　ティーエは呟つぶやき、力を失ったようにその場に膝ひざを突つく。

「ひどい」

　その頰ほおに、光るものが、一筋すじ、二筋流れ落ちて行った。

　ティーエは、再ふたたび立ち上がった。

　そして、黒い塊を見み据すえた。

　ボイスとラクシは、その世にも希まれな眼に、怒いかりの色を認みとめた。

　怒り……

　ティーエが滅めつ多たに見せることのない感かん情じようである。

　そもそも、この美青年が感情を表に出すことは希なのだ。

　怒りの色は、一いつ瞬しゆん現われただけだった。

　ティーエは、すぐに呪じゆ術じゆつのための精せい神しん集中に戻っている。

　敵てきはまだいるのだ。

　闘たたかいは、終わってはいない。

「ハル、ハル、ラクム、クウム、アラム……」

　ティーエはまた呪文を唱え、深い精神統とう一いつに入る。

　まだ、怒りは残っていた。

　ティーエに視みえるものは、常じよう人じんとは違ちがう。

　普ふ通つうの人間の眼に見えるのは、肉体的な死だけだ。

　しかし、ティーエは、断だん末まつ魔まのひとの心の叫びを聞き、その肉体から、霊れい魂こんが離はなれて飛び去る迄までを、見み届とどけなければならないのだ。

　ティーエは、十三人の一瞬の酷むごい死を、目まの当たりにしてしまった。

　感情が、まだ高ぶっていた。

　風が吹ふき始める。

　ティーエが呼よび集めた、風の精霊ストラである。

　それは、夥おびただしい量だった。並なみの呪術で集まるものではない。

　風は激しく吹き荒あれたが、決して周りの木々を傷いためるものではなかった。

　ただ、巻まき上げられた落ち葉が渦うず巻まいた。

　それが、一つに固まる。

　先せん端たんが尖とがり、錐きりのようになると、黒いものにぶつかっていった。

　風の錐は、黒いものに突っ込み、文字通りに風かざ穴あなを開けた。

　それは黒いものを突き抜ぬけ、反転してまたぶつかった。

　バッ！

　黒いものが、飛び散った。

〝ギャアアッ！〟

　声にならない絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　ボイスもラクシも、音を聞いた訳わけではなかったが、全身でその叫さけびを感じ取った。

　森じゅうの空気が、ガラスのように強こわ張ばり、その後ゆっくりと解ほどけた。







　第五章　地の底に潜ひそむもの







　三人は、あの宿に向かっていた。

　荷物を取りに行くためだ。

　荷物を取り、多少の食料と、たっぷりの水を得る。

　それだけは、絶対的に必要なことなのだ。

　道は、ボイスが昼間に下見しておいた。

　むろん、こんなことになるなどとは、考えもしなかったのだったが。

　途と中ちゆう迄は、来た道を引き返すことになる。

　三人は、慎しん重ちように進んだ。

　王の命令を受けた兵たちが、他の場所にも展てん開かいしているに違いない。出っくわさないとは限かぎらないのだ。

　こんな小さな都市国家でも、数百人規き模ぼの軍はあるはずだ。

　忘わすれ去られかけている都市にも、未いまだ盗とう賊ぞくは来るかもしれない。噂うわさを恐れない者がいるのならば……

　歩いているうちに、ティーエが遅おくれ始めた。

「おい、どうしたんだよ、ティー」

　ラクシは、ときどき立ち止り、ティーエの様子を見る。

　月の光のみでは、はっきりとはわからないのだが、ティーエはたいぎそうにして、歩くのも辛つらそうだった。

「怪け我がでもしたのか、おまえ」

　今のところ、ラクシにはそれしか思いつかなかった。

　だが、ティーエが怪我をするようなことは、何ひとつ起きなかったはずなのだが。

「どうした」

　少し先に行っていたボイスが、引き返し、ティーエの様子を窺うかがう。

「呪まじないで疲つかれたのか？」

　呪じゆ術じゆつを行うには、かなりの精せい神しん集中が必要だということを、ボイスは少しは解わかるようになっていた。

　強い集中力を要する呪い師しが、呪術の後で、ぐったりと休んでいるのを見たこともある。

「わたしは……」

　首を振ふりながら、ティーエは呂ろ律れつの回らない舌したで言った。

「恐おそろしいのです」

「恐ろしい」

「恐ろしいって……何さ」

　ボイスとラクシは、思わず顔を見合わせる。

　恐ろしいとは、どういうことか。もう克こく服ふくしたのではなかったのだろうか。

　たった今も、あの得体の知れない化け物を斃たおしたというのに、何が怖こわいのか。

「わたしは……恐ろしい」

　ティーエは、小道に沿そって作られている、石を積み上げた低い塀へいに手を突ついて屈かがんだ。

　恐ろしいのは、一度に十三人もの人間が消しよう滅めつしたことだったが、それをうまく口に出せなかった。

　ティーエは、人々の心の叫さけびを聴きいた。

　霊れい魂こんが弾はじき出され、とまどいながら森の中で迷まようのも見た。

　その中の何人かの魂たましいは、ティーエたちについて来ている。

　自分が死んでしまったことが、解らないのだ。

　どうして理り解かいできるだろう。あの怪かい物ぶつに、血も肉も骨までも吸い取られてしまったなどということが。

「なぜ平然と、大おお勢ぜいの人の命を奪うばうことができるのでしょう」

　ティーエは、殆ほとんど聞き取れないほど力の無い声で言った。

「わたしには……解らない」

「少し、休ませてやろうよ」

　ラクシは、ボイスを見上げた。

「なんか……寒気がしているみたいだ」

　ボイスも気付いていた。

　ティーエは、そうとわかる程ほどに震ふるえていた。

「しかし……ここは……」

　ボイスは月明かりの下で、辺りを見回した。

「墓ぼ地ちだ」

　ティーエが摑つかまっている塀も、墓地に巡めぐらされているものに他ならないのだ。

「墓地……」

　振り返ったラクシの顔は、かなり強こわ張ばっていた。

　誰だれにとっても、夜の墓地は、それほど親したしみの持てるものではない。

　まして、死者が歩くという噂うわさのあるこの都市では。

「それに、一いつ刻こくも早く宿に行かなければ、先に向こうの手が回っているかもしれないぞ」

　ボイスが言うのは、兵たちが宿に先回りしているかもしれないということだ。

　可か能のう性せいは高い。

「ティーエ」

　ボイスは、ティーエの肩かたに手を置いた。

　ティーエは、それを拒きよ絶ぜつしなかった。

「おれに摑まれ。早く都市を出よう」

　ティーエの耳元で言うと、ボイスはティーエの腕うでを摑んだ。

　とにかく、背せ負おってでも先に進むつもりだった。

「砂さ漠ばくに出れば、おまえも元気になれるさ」

　それは確たしかだろう。

　砂漠には、誰もいない。

　厭いやな思念もなければ、人々の欲よく望ぼうもない。

「はい」

　ティーエは、かろうじて返事をした。

　ティーエも、一刻も早く砂漠に出たいのは同じだ。

「行くぞ」

「はい」

　ティーエは歯を喰くいしばり、差し出された逞たくましい腕に摑まった。

　数歩進んだ。

　しかし、また止まる。

「どうした？」

　尋たずねるラクシの頰ほおに、風が当る。

　俄にわかに起こった風が、道を吹ふき抜ぬけて行った。

　カタッ……

　カタッ……

　風とは違ちがう音が聞こえた。

　ギシッ……

　ギシ、ギシッ……

　石の擦こすれる音も響いた。

　すぐ近くからだ。

　墓地の中からだ。

「は……墓はかが」

　ラクシは、眼めだけを動かして言う。

　首が硬こう直ちよくしてしまって、振ふり向くことができなかった。

「墓が鳴ってる」

「墓……か」

　ボイスは、薄うす闇やみの墓ぼ地ちを眺ながめた。

　見たところ動くものはないようだが、今の音は空耳ではない。

「墓には、封ふう印いんの呪まじないがしてあると言ったな」

　ティーエは、ボイスに問われ、ようやく顔を上げる。

「それは、きいているのか？」

「きいてはいます」

　墓地を見み渡わたして、ティーエは答えた。

「ただ、呪いの破やぶれかかった墓が、いくつかあります」

「破れかかった……」

　ラクシは、ティーエの言葉を繰くり返した。

　背中の中央辺りに寒気が走る。

　墓地で音がしたのは、そのためか。

　では、音をさせているものは……

　ガタッ……

　かなりはっきりと聞こえる音だった。

　大きな石が、ずれるような。

「何だ……」

　ボイスはまだ、墓地を見ている。

　かなり広い墓地だが、他ほかにも二、三か所同じようなものがあって丁度いいぐらいの規き模ぼだと思われた。

　墓は個こ人じん個人のものではなく、多くは、家という単位で使われているに違いない。

　様々な形があるが、一メートル四方に、高さも一メートル弱ほどの石の台に、長方形の平らな石が載のせられているのが一いつ般ぱん的だ。

　おそらくそこが入り口になっていて、地下室のようなものが在あり、遺い体たいを安置することになっているのだろう。

　火か葬そうの習しゆう慣かんのある地方は、少ない。

　石の台の上か脇わきに、墓ぼ碑ひや彫ちよう刻こくなどが在った。

　台の蓋ふたに彫刻のあるものも多い。

　少数だが、家や、祠ほこらのような形の立りつ派ぱなものも在る。

　今の音は、どの墓からしたのか。

　よくよく見ても、判はん然ぜんとしない。

「ティー、しっかりしろよ」

　ラクシは、不満を表すように、唇くちびるを尖とががらせた。

「まだまだ、おまえの力が必要なんだぞ」

　それは、ティーエの受けた衝しよう撃げきを理り解かいしていない言葉だったが、事実だ。

「そうですね」

　ティーエは、息苦しい胸むねを押おさえて言った。

「なんとか……やります」

　ラクシの言葉は、ラクシの意図以上の力をティーエに与あたえた。

　闘とう志しだった。

　自分は、この二人を守らなければならない。

　それは、義ぎ務むではない。

　二人が好きだからだ。

　二人は、ティーエにとって、初めてできた、人間の友だった。

　それまでの友達は、動物たちや、木々や、風だったのだ。

　同じ人間の友。

　絶ぜつ対たいに、失いたくない。

　カタッ……

　ズズッ……

　また、音が低く、漂ただようように響く。

　それも、一か所ではないような。

「早く行こう」

　ボイスが言った。

「おまえが嫌いやでなければ、おれが背負ってやる」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ティーエは、ベルトの小こ袋ぶくろのひとつから薬草の粉を撮つまみ出して、一舐なめした。

　気付けにも使うものだった。

「ティーエ、別の気配だ」

　ボイスの声が、一いつ瞬しゆんにして厳きびしくなった。

「向こうから、何か来るぞ」

「はい」

　ティーエも気付いていた。

「人間ですが……」

　ティーエは眉まゆの根を寄よせる。

「今度のひとたちは、何かに操あやつられています」

「呪じゆ術じゆつか？」

「地の底の力……で」

　ティーエは言った。

「また結界を張はるの？」

　ラクシが尋たずねる。

「いいえ」

　ティーエは首を振った。

「もう、死なせたくない」

　ラクシは、その時初めて、ティーエが再ふたたび辛つらそうにしていた理由に思い当たった。

「それじゃ、逃にげる？」

　もちろん、殺さないで済すめば、その方が良いに決まっているのだ。

　ラクシも、ボイスも。

「いいえ」

　ティーエは顔を上げ、しばらく唇を嚙かみしめた。

　唇は震ふるえていたが、嚙んでいるうちにそれは収おさまった。

「元げん凶きようを滅ほろぼします」

　ティーエはきっぱりと言った。




　黒い影かげが近付いて来ている。

　やはり兵士らしい、十数人の人間たちだ。

　この都市では、それが一小隊か分隊の人数なのだろう。

「こっちです」

　ティーエは、低い塀へいを乗り越こえる。

　むろん、ボイスもラクシも続いたが、そこは墓ぼ地ちだった。

　兵たちも入って来る。

「ティー……」

　ラクシは、ティーエを小走りに追いながらも、辺りを見回さずにはいられなかった。

　一面に広がる墓はか石いし。

　また墓石。

　その内のいくつかが動いている。

　音をたてている。

　兵たちは、墓石に駆かけ寄った。

　そして、重い蓋ふたの石をずらして落とした。

　封ふう印いんが解とかれたのだ。

　墓の口が開かれたのだ。

　ガサッ……

　ガサッ……

　微かすかな音。

　不ふ快かいな音だった。

　胸むねがザワザワと騒さわいで、ラクシは思わず押さえる。

　耳の後ろが引き攣つる。

　ガサ……

　ガサ……

　墓の入り口に何かが見える。

　黒々とした、細いもの。

　先せん端たんが、いくつかに分かれている。

　手が……

　そして、丸いものが。

「こっちです」

　ティーエが、行く手の物を指差した。

　大きな墓石だった。

　それは、この墓地の中でもとりわけ大きなもので、高さが一、八メートル、幅はばが三メートルほどもあった。

　小屋ほどの規き模ぼである。

　その墓の前に、人影が回り込こんだ。

　兵たちと、そして……

　人の姿すがたをした、何かだ。

　月の明かりだけのせいもあるだろうが、それは黒ずんでいた。

　形も太さも人間と変わりのない手足だが、胴どうは太たい鼓こ腹ばらのように脹ふくれている。

　不ふ可か思し議ぎな光景だった。

　人と、もはや人ではないものが一いつ緒しよに並ならんでいる。

「どいてください」

　ティーエは、その人々に語りかける。

「少しでも意い識しきが残っているのなら、どくのです」

　兵たちは、三人の方に進んで来る。

「ハル、ハル、クラム、クラム、アウーム」

　ティーエが呪じゆ文もんを唱えながら、腕うでを突つき出し、空中に聖せい霊れい文字を描えがくと、並んだ者たちの動きが止まった。

　月光の中に、いくつかのものの姿が浮うかび上る。

　死者。

　墓地に葬ほうむられた人々の屍しかばねなのか。

　ミイラ状じようではなかった。

　オアシスの近くに埋まい葬そうされていたため、適てき度どの水分が保たもたれ、乾かん燥そうしなかったのだ。

　かといって、ひどく腐くさってもいない。

　屍し蠟ろうか、それに近いものなのだろうか。

　屍蠟とは、屍体が蠟のような脂し肪ぼうに変化したもののことだが、水中や水分の多い場所に長いこと置かれていたものに、この現げん象しようが見られるという。

「これ……人間？」

　ラクシは、傍かたわらのボイスを見上げる。

「らしいな」

　さすがのボイスも、目を瞠みはっている。

「ただし、死人だぞ」

「死人……」

　ラクシは、自らに言い聞かせるように呟つぶやく。

「死人ね」

　この都市では死者が歩き回る、という噂うわさは、事実だったのだ。

「死人って……殺せるの？」

　それは、素そ朴ぼくな疑ぎ問もんだった。

「さあな」

　ボイスも首を傾かしげる。

「斬きらないで済すむといいが」

「さあ……」

　ティーエは兵たちと死者たちに言う。

「退ってください」

　動いたのは、生きている兵の方だった。

　突とつ然ぜん、夢ゆめから覚めたような面おも持もちで、辺りを見回し始める。

　そして竦すくんだ。

　傍かたわらの異い様ような存そん在ざいに、初めて気付いたからだ。

「わっ……」

「なんだっ、これは……」

「化け物だ」

　兵たちは、一いつ斉せいに引く。

「行きましょう」

　ティーエは言うと、立っている屍し体たいの間を擦すり抜ぬける。

　ボイスとラクシも続いた。

　直後に、屍体たちが動いた。

　三人を追ったのだ。

　兵たちは、呆ぼう然ぜんとそれを見送った。

　どうすべきか、わからない。

　自分たちが何をするためにここに来たのかも、さっぱりわからなかった。




　ティーエは、大きな墓はかの入り口に着き、内なかの様子を窺うかがっている。

　ボイスとラクシは、その両りよう脇わきで、死者たちを警けい戒かいした。

　追って来る。

　走ることはできないようだが、思いの外ほか早く歩ける。

　死者たちは、三人を取り囲んだ。

「近付くな」

　ボイスは、無む駄だなことと知りながらも警告する。

　だが、その後に続けるべき言葉はない。

〝命の惜おしい者は、近付くな〟

　か。

〝近付くと怪け我がをするぞ〟

　か。

　死者にとっては、意味のない言葉だ。

　ボイスは、剣けんを構かまえた。

　仕方がない。

　死者は、止まらない。

「ラクシ、ティーエの前方を警戒しろ」

　ボイスは剣を抜いた。

「内からも、何か出て来るかもしれないぞ」

　ボイスの言葉に、ラクシの背せ筋すじには悪お寒かんが走る。

　そうだ、三人が入ろうとしているのは、立りつ派ぱな門がついているとはいえ、墓なのだ。

　門は蛇へびと魚の彫ちよう刻こくの柱に挟はさまれた唐から草くさ模も様ようの金きん属ぞく製せいのものだった。

　閂かんぬきがしっかりと掛かかっている上に、鎖くさりで二重にも三重にも巻まいてある。

　簡かん単たんに解ほどけるものではなかった。

　死者は、もう手が届とどきそうなほど近くに来た。

　手を伸のばしてくる。

　シャッ！

　ボイスは剣で一人を斬きった。

　布ぬの袋ぶくろを切るような不思議な感かん触しよくだった。

　生身の人間とは違ちがう。

　しかし、別のものでもない。

　手て応ごたえはあっても、少々軽いようだ。

　ボイスの剣は、相手の胸きよう部ぶを深く切り裂さいた。

　相手は上体を大きく揺ゆらしたが、踏ふみ止とどまることなく歩を進める。

　胸部は大きく割われたが、血が噴ふき出すことはなかった。

　代わりに、黒ずんだ液えき体たいが、ほんの少々滲にじみ出たのみである。

　服は着けていたが、やはり黒ずんで、吸い込んだ液体のために鞁むながいのように硬かたくなっているようだった。

「仕方がない」

　ボイスは呟つぶやくと、再ふたたび剣を大きく振ふって、水平に回した。

　ザッ！

　ザッ、ザッ！

　今度は容よう赦しやはなかった。

　三人に迫せまって来たものたちのうちの、二人が、胸むねから上を斬られ、その上半身が地面に落ちる。

　あとの一人は首を失い、四人目の上じよう腕わんを斬ったところで、刃やいばは止まった。

　ボイスは大剣を引き抜きながら、相手を蹴けった。

　死者は、後方に倒たおれた。

　だが、それだけではなかった。

　死者を殺すことはできないのだ。

　男か女か定かではないが、胸から上を失ったものも、首を失ったものも、まだ立っているのだ。

　しかも、今倒した者も、起き上がろうと踠もがいている。

「ティー」

　ボイスが剣を抜くのを見て、ラクシはティーエを促うながす。

「早くしろよ」

「開けます」

　ティーエは言った。
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「入りましょう」

　ティーエが呟くように呪じゆ文もんを唱え、鎖に触さわると、鎖は一いつ瞬しゆんにしてスラリと解け、扉とびらは自ら開いた。

「ボイス」

　ラクシは、ボイスの注意を促うながすと、ティーエに続いて中に入った。

　ボイスに言われるまでもなく、ティーエを守るのが自分の役やく割わりと心得ている。

　ボイスは二人を追って中に飛び込むが、すぐにクルリと後ろに向き直る。

　死者たちも、続いて入ろうとしていた。

　ボイスは、先頭の者を蹴けり飛ばすと、門もん扉ぴを閉しめる。

　むろん、死者たちは押おし入ろうとする。

　ボイスは、それを押し返しながら閂かんぬきを掛け、鎖を巻き付けた。

　ティーエは、ゆっくりながら、立ち止まることなく進んでいる。

「奥おくに、何かあるの？」

　共に進むラクシが尋たずねる。

　奥に何かなくては、わざわざ墓はかの中になど入るまい。

　ただの墓なら、葬ほうむられた遺い体たいが収おさめられているのみだ。

　遺体が……

　ラクシは、氷水の中に投げ込まれたような寒気を覚えた。

　そうだ。

　いくら家のように大きくとも、ここは墓の中なのだ。

　入って少し進むと、階かい段だんがあった。

　下りのみの石段である。

　ティーエは降おり始めた。

「ここは、王家の墓なのです」

　ティーエは、ラクシと、追い付いたボイスに言った。

　死者たちは、まだ門を開けることができない。

　門を押したり引いたりしているような音のみが、入り口辺りから聞こえて来た。

「どうりで、でかいと思ったよ」

　ラクシは威い勢せい良よく言ったが、それは恐きよう怖ふ心を隠かくすためだった。

「この墓は、更さらに深い所に通じていると、霊ハランや精霊ストラが教えてくれました」

　更に深い所。

　それこそが、ティーエの言う元げん凶きようの潜ひそむ場所なのだろうか。

「そこに……行くの」

　さすがに、ラクシは及および腰ごしだ。

「はい」

　ティーエは決意を籠こめて言った。

「そこに行くのです」




　階段を降りた所は、遺体を安置している石室だった。

　入り口を入った時から漂ただよっていた臭においが強くなる。

　黴かびと、鼻の底に染しみ付きそうな不快な臭い。

　腐ふ臭しゆうだけではなく、全すべての悪しきものを混まぜ込んだような臭気だった。

　ボイスが、携けい帯たいしていた灯あかりを点つける。

　墓の底には、闇やみのみがわだかまっていた。

　ボイスは、階段近くの壁かべに在あった松明たいまつを見付け、それに火を灯ともす。

　ラクシが、ボイスの灯りを持つことになった。

　墓ぼ室しつだった。

　両側に、三段になった棚たなが並び、横たわっているものが見える。

　白と黒の斑まだらの石いし造づくりの墓室は、ところどころに控ひかえ目な装そう飾しよくがあり、墓であることを疑うたがうほどの豪ごう華かなものだった。

　微かすかな湿しつ気けはあるものの、床ゆかも壁も乾かわいている。

　この湿った土地で、墓室が乾いているというのも、また贅ぜい沢たくなことなのだった。

　だが、そうなると、屍し蠟ろうにはならない。

　遺体は腐くさり、虫に喰くわれ、いつか土に返るのだ。

　悪臭が、それほど甚はなはだしくないのは、ここ何年、あるいは何十年か、新たに葬られた死者がいないからなのかもしれない。

「変だな」

　ボイスが呟つぶやいた。

「蜘く蛛もの巣がないぞ」

「はい」

　ティーエが頷うなずいた。

「ここも、地の底のものの力の内に在るのです」

「では……」

「蜘蛛は霊れい力りよくの強い生き物なので、恐れて近付きません」

　ガサッ……

　微かだが、音がした。

「わっ……」

　ラクシは、ビクリと身を震わせたが、なんとか自分を抑おさえた。

　ううっ……

　うっ……

　呻うめき声のようなものが響ひびく。

　壁に近い方からだ。

　ガサッ……

　ガササッ……

　音と、気配も。

〝見てはいけない〟

　と、思ったが、ラクシは抑え切れない力に誘さそわれて、振り返っていた。

　黒いものが動いていた。

　蠢うごめいていた。

　それは、三段の棚から下りて来る。

「ティー」

　ラクシはティーエを促うながした。

「早くしてくれよっ」

「こっちです」

　ティーエは、突つき当たりの壁を探さぐっている。

「ありました」

　ティーエは、突き当たりの壁の表面を手で撫なでた。

　ゴゴッ……

　ゴゴッ……

　音をたてて、壁は崩くずれた。

　そこには、黒い穴あなが開いていた。

　照らして見ると、階段があった。

　やはり、下りの階段である。

「早く」

　ボイスが言った。

　新たな死者が動き出していたからだ。

　この墓室の屍しかばねであった。

　屍蠟ではない。

　それは、骨ほねに近いものだった。

　徐じよ々じよに腐り、土に還かえりつつあったもの。

　最後まで残るものは、骨である。

　布ぬののようなものを僅わずかに纏まとった、肉の残ざん骸がいのこびり付いた、骨になった人間。

　三人を追って来たものは、それだった。

　ボイスは、剣けんを振ふるう。

　いくつかの遺い体たいは砕くだけた。

　しかし、その骨は、微び妙みように動いていた。

　カサッ……

　カサッ……

　骨は追って来る。

「ボイス、入ってください」

　ティーエが言った。

「壁を元に戻もどします」

「戻すったって……」

　ラクシは絶ぜつ句くした。

　では、自らを壁の中に塗ぬり籠こめることになるのか。

　ボイスが穴を潜くぐると、ティーエはすぐに呪じゆ文もんを唱える。

　壁は、元通りに塞ふさがれた。

　三人の前には、狭せまい石段のみが続いていた。




　ティーエは、階段を降り始める。

　底の方は、真の闇やみであった。

　松明と小さな蠟ろう燭そくの光は、足元を照らすのみで、その先には闇だけが黒々と横たわっている。

　だが、ティーエは先頭に立って、明るい回かい廊ろうを歩くのと同じ調子で下りて行く。

　ラクシには、そのほっそりとした背せ中なかが、珍めずらしく頼たの母もしく思われた。

　いつもは、守ってやらなければならない、弱々しい存そん在ざいに見えるのだが。

　なにしろ、する事がチグハグだ。

〝こいつ……強いのか、弱いのか……〟

　わからなくなってしまう。

　階段は長く、本当に地の底迄まで続くのではないかと思われた。

　下るに従したがって、湿気が強くなってくる。

　壁は石で張はられていたが、その石に、黴かびが生えていた。

　黒い甲こう虫ちゆうや、ゴキブリの類たぐいや、巨きよ大だいなムカデが壁を這はっている。

　空気が黴で汚お染せんされて、咳せき込こみそうだった。

「ラクシ、布で鼻と口を覆おおった方がいい」

　ボイスが言った。

　二人は、持っていた布を顔の下半分に巻まいた。

　ただ、ティーエは全く意に介かいさなかった。

　更にまた下ると、壁に生えているものが苔こけになった。

　全く陽ひの当らない所でも、苔が生えるのが不思議だった。

「滑すべるぞ、気を付けろ」

　ボイスは言う。

　しかし、ティーエは、同じ足取りで降りて行った。

　前方の闇の色が変わった。

　明かりが反はん射しやするのだ。

「水だ」

　ボイスが言った。

　水が溜たまっているのだ。

「これは、暗あん渠きよに通じているのです」

　ティーエが言った。

「暗渠……」

　ラクシは、その言葉を知らない。

「地下水道です」

　ティーエが説明する。

「泉いずみの水を、都市の周辺に運ぶために、大分昔に造つくられたのです。その水を汲くみ上げるので、泉からかなり離はなれた場所でも、農業ができるのです」

「地下水道は、どこに続いている？」

　ボイスが尋たずねた。

「いろいろな場所に」

　ティーエは言った。

「都市の中にも、外にも」

「どうして、墓地の底に、こんなものが在あるんだ？」

「元凶のためでしょう」

　ティーエは答える。

「いつでも、好きな所に出られますから」

「好きな所に……」

　ラクシが問う。

「どこに？」

「都市の中、外、そして宮殿きゆうでんにもです」

「宮殿……」

「元凶は、暗渠を使えば、どこにでも出られるのですよ」

　話しながら、ティーエは水の中に踏ふみ込んだ。

　底知れないほどに深いのかと思われたが、それは意外に浅く、ラクシにとっても、膝ひざよりは下だった。

　階段を降り切っていた。

　かなり広い空間らしい。

　水音の反はん響きようが、それを示しめしていた。

　灯りが、何本かの柱を映うつし出している。

　岩を彫ほり抜いたものだろう。

「これは、古いにしえの大王の墓ぼ所しよです」

　ティーエが言った。

「この都市を造った王のものだと、霊ハランたちが言っています」

「霊たち……ね」

　ラクシは肩かたを竦すくめる。

　しばらくの間忘わすれていた存在を、嫌いやでも思い出さなければならなくなったからだ。

「初めに、この墓所が在って、それから、地上近くにいくつか造られたのだそうです」

「なんで、こんなに地下深くに……」

　ボイスが問う。

「遺ゆい言ごんだったそうですが」

　ティーエは、辺りを見回すように首を動かした。

　二人と違ちがって、ティーエには全てが見えているのだ。

「どうしてなのかは、わかりません。ただ」

「ただ……」

　ラクシは、沈しずんだ声で繰くり返す。

　厭いやな予感がする。

「ただ、この豪ごう華かな墓室に、その後で様々なものが集まり、溜たまっていったのでしょう」

「様々なものって……なんだよ」

　ラクシにとっては、本当は訊きくのも嫌だった。

　知らないで済すめば、どれほど良いか。

「なんと言ったら、いいのでしょう」

　ティーエは言葉を探さがす。

「悪あく霊りよう……とでも言うのでしょうか」

「悪霊？」

　ラクシは問う。

　漠ばく然ぜんとした言葉だ。

「怨おん念ねんや、執しゆう着ちやくや、様々な、強い思いに凝こり固まって、悪いエネルギーだけを溜ため込こんだ霊ハランなのです」

「それが……悪霊……」

「長い年月、悪霊はこの地の底に溜っていったのでしょう。水と、気との流れと共に」

　ティーエは続ける。

「気の流れからいうと、ここが、最も溜り易やすい場所になります。そこに王家の墓所が在ったとは」

「あのさ」

　ラクシは更さらに疑ぎ問もんをぶつける。

「王の御母君が、あの黒い怪かい物ぶつだったって、おまえ、言ったよね」

　それが、最も心に引っ掛かかっていたことだ。

「はい」

　ティーエは頷うなずいた。

「でも、信じられない」

　ラクシは、否ひ定ていの言葉を聞きたいのだ。

「どうしても、信じられない」

「お母君は、大分前に亡なくなったのです」

　ティーエの答えは、望んだものとは逆ぎやくだった。

「そして、この墓所に葬られたのです。まだお若わかい……おそらく、二は十た歳ちにも満たない頃ころだったのでしょう」

「それなのに、どうして生きているんだよ。どうして、怪物だって言うんだよ」

「心残りがあったのでしょう。未まだ幼おさない王を置いて、未だ若く美しいのに死ななければならなかったこと。そして、残された人たちの嘆なげき」

　水の中を慎しん重ちように進みながら、ティーエは言う。

「強い未練の心が、地下に潜ひそむものを呼よび寄せ、そして……」

「そして？」

「ひとつになったのです」

「ひとつ……」

　ゆっくり足元を確たしかめながら、ラクシは問う。

　ボイスは、二人が歩き易いように松明たいまつを掲かかげながら、黙だまって話を聞いている。

　水は浅かったが、暗くら闇やみの水は漆しつ黒こくに広がって、底知れない様相を見せる。

　石造りの床ゆかは平らだが、苔こけのようなものが付着していて、足を取られそうだ。

　よくよく光を翳かざして見ると、水は澄すんでいるようなのだが。

「あの怪物です」

「それなら、さっきやっつけたんじゃないの？　森の中でさ」

「あれは、ほんの一部なのです」

　その答えは、ラクシをますます混こん乱らんさせた。

「本体は、ここに居います」

「一部……」

　ラクシは考える。

「それって、別行動ができるの？」

「そうです」

　つまり、本体はずっとこの地下に潜んでいて、一部分だけが独どく立りつして、宮殿や森に行ったりできるということなのだろうか。

「気を付けろ」

　ボイスが低く鋭するどい声をあげる。

「何かが動いた」

「今、結界を張はります。結界の外に出ないでください」

「出るなったって……」

　ラクシは抗こう議ぎしようとした。

　地面の上なら、ティーエが円を描えがいてくれた。しかし、水の上では、印の付けようがないではないか。

　そう言おうとして、ラクシは声を吞のみ込んだ。

　水がないのだ。

　三人の足元にだけ、水がない。

　それは、見えない力で押し上げられ、堰せき止とめられているからだった。

　この結界は、霊ハランと精霊ストラのみでなく、水そのもの、つまり、物ぶつ質しつすらも通さないのだ。

　特とく殊しゆなのか、強大な力によるものか。

　光に照らされたティーエの顔は蒼そう白はくで、強こわ張ばっているように見えた。

　意い志しの力が漲みなぎっていた。

　ティーエは闘たたかっている。

　自らの強大な力を発はつ揮きできるほどに、地の底のものへの恐きよう怖ふと嫌けん悪おとを克こく服ふくしたのだ。

「もう少しです」

　ティーエは言う。

　結界は、もちろん、三人と共に移い動どうする。

　やがて、三人は部屋を過すぎ、全く別の空間に入った。

　そこは、自然の岩でできた洞どう窟くつだった。

　かなり広い。

　人じん為い的なものではなさそうだ。

　遥はるか昔から、この都市の地下に在あった、いや、この都市が建けん設せつされる以前から、存在し続けていた洞窟なのだ。

　むろん、ここも水で満たされていた。

　天てん井じようは、三メートルから四メートル、場所によってはそれ以上あって、ボイスも屈かがまなくて済すんだ。

　もはや床は平らではなかったが、起き伏ふくはそう激はげしくはない。

「こんな所が、都市の真下で眠ねむっていたんだね」

　辺りを見回して、ラクシは言った。

　乏とぼしい明かりでも、この洞窟の大おお凡よその規き模ぼは見て取れる。

　おそらく、水流の作用で形成されたものなのだろう。

　数百年、いや数千年、それ以上前には、この辺りには大量の地下水が在って、地表の下で、水すい脈みやく網もうを形造っていたに違いない。

「はい」

　ティーエは言った。

「長い年月、少しずつ脹ふくれあがって、あれも眠っていたのです」

　あれとティーエが言うものこそ、これから対たい峙じしようという相手なのだ。

　怪物……

　というより、得体の知れない存在。

　闇そのものの力ともいうべき、暗黒の存在だ。

「近付いています」

　ティーエは低く呟つぶやく。

「来ます」

　ティーエは二人を見る。

「来ます」

　それは、音もなくやって来た。

　黒い鞭むちのようなものが伸のびて来たのだ。

　シュルル……

　シュルル……

　それは、床近くを這い、眼めにも留とまらぬ速さで動く。

「ふん、来たな」

　ラクシが言った。

　自らを鼓こ舞ぶするための、強気な口調である。

「正体を見てやらあ」

　キリリ……

　キリリ……

　空気が軋きしみ始めた。

　シュウッ……

　一陣じんの風が吹き抜けて行く。

　熱風に近い、生なま臭ぐさいものであった。

　水の中を走るものが近付いて来る。

　それは太い黒くろ髪かみのようで、おそらく数百本はあっただろう。

　三人の足元に至いたると、結界に絡からみ付き、上へ上へと登る。

　だが、突とつ如じよそれは、粉々に砕くだけた。

　結界の力だけで退しりぞけたのだ。

　黒いものは消しよう滅めつし、代わりに見えたものは、光だった。

　前方に光が在るのだ。

　ボイスにもラクシにも、はっきりと見えた。

　何だろうと目で互たがいに問う間にも、ティーエは止まることなく、前に向かって進んでいる。

　光は小さいものではなく、直径五メートルほどのものだった。

　松明たいまつや蠟ろう燭そくのような、光こう源げんになるものが、どこにあるのかはわからない。

　黒い細長いものが見えた。

　人が立っているのだ。

「人間……かな」

　ラクシが言った。

　歩き回る屍し体たいなのかもしれない。

　なにしろ、王家の墓ぼ所しよなのだ。

　近付くにつれ、色々なものが見えてきた。

　洞どう窟くつの中だというのに、そこだけが美しく豪ごう華かだった。

　壁かべには絵が描えがかれ、床は木もく製せいのモザイク、美しいカーテンに、彫ちよう刻こくの入った家具。

　どこかで見た、とラクシは思った。

　それも、ついさきほど……

「あ……」

　思い出した。

　それは、国王の母君の部屋だ。

　つい先さき程ほど迄まで、ラクシが、他ならぬ王の母君のもてなしを受けた部屋と、全く同じなのだ。

「これは……」

　一いつ瞬しゆんラクシは、自分がもとの部屋に戻ったのではないかと、疑うたがった。

　うたた寝ねでもして、夢ゆめを見たのではないかと。

　だが、違うのだ。

　ボイスの持った松明の炎ほのおに照らされている他の部分は、荒あら々あらしい肌はだを晒さらす岩と、黒々と溜たまっている水なのだから。

　立っている影は、女じよ性せいのようだった。

　上じよう質しつな麻あさ織おりの、暁あかつきの空のような色の服を着た女性。

　ラクシの身体からだが強こわ張ばった。

「お母君さま……」

　立っていたのは、王の母であった。

「やはり、消しよう滅めつしたのではないのか」

　ボイスが呟つぶやく。

　森の中で、ティーエが打ち破やぶったものは、何だったのか。

「さっきのは一部分なのです」

　ティーエの口調は哀かなし気だった。

「お母君さまは、もう完全に悪あく霊りようとひとつになっているのですから」

　貴き婦ふ人じんは、三人が近付くのを待っていた。

　小さいながらも、独立国の王の母君。

　本来ならば、王おう太たい后こうと呼ばれる身分の女人。

　だが、王の母君が、数十年も昔に葬ほうむられたことは、都ま市ちじゅうの人々が知っているはずだ。

　その貴婦人が、若わかく美しい姿すがたのままで、王宮に戻って来たことを知った人々は、どう思ったのだろうか。

　復ふつ活かつしたなどと、単たん純じゆんに信じる者などいまい。

　その姿を見たのが、宮殿内の一部の人々だとしても。

　市民は震ふるえおののいただろう。

　王の母は、三人が近付くと、にこやかに笑って見せた。

「待っていましたよ、ラクシ」

　この上なく優やさしい、涼すずやかな美声は、さきほど迄と全く変わらない。

「それに、ボイス、トバティーエ」

　王の母は、三人をゆっくりと見回した。

　頰ほおには、甘あまい微び笑しようを浮うかべたままだった。

「よく、ここ迄辿たどり着きましたね」

「あなたの魂たましいを、救って差し上げるためです」

　ティーエが言った。

「さ迷まよう、弱々しい魂を」

「トバティーエとやら」

　王の母は、ティーエをじっと見た。

「おまえは、わたくしを恐おそれていたのではないのですか」

「はい、恐れていました」

　ティーエは頷いた。

「それなのに、今は平気だと……」

「あなたの存そん在ざいは、死んだ人々の怨おん念ねんそのものです」

　ティーエは言う。

「沢山の怨念、恨うらみや怒いかりや憎にくしみの塊かたまり。わたしは、それが怖こわかったのです」

「でも……今は怖くはない、と」

「克こく服ふくできました」

　ティーエは、真直まつすぐに王の母を見ていた。

「沢たく山さんの怨念の中に混まじっているものに、気付いたからです。それに耳を傾かたむけることにしました」

　むろん、それは心の耳のことだ。

「混っているもの、とは何ですか」

　王の母は問う。

「それは、哀かなしみや、残して来た者への愛です」

　ティーエは続ける。

「わたしは、それに意い識しきを集中することで、怨念などを聞き流すことができるようになりました。お母君さま」

　ティーエは続ける。

「お母君さまにも、愛が残っています」

「愛……」

　王の母は、嘲ちよう笑しようするような口調で言った。

「それは、生まれたばかりで死別することになった、御ご子し息そくへの愛ですね」

「わたくしの……子……」

「本来、あなたが心を残したのは、御子息を置いて死にたくなかったからですね」

「息むす子こへの……愛……」

　王の母は、思い起こすように呟いたが、すぐに表ひよう情じようは元通りのものに戻ってしまった。

「そのようなものは、忘わすれました」

「今のあなたは、もう他の悪あく霊りようたちと、完全にひとつになっておいでになります」

　ティーエは淡たん々たんと言う。

「わたしにできることは、巨きよ大だい化した悪霊を斃たおすのみです」

「おまえにできるならば、かかって来るがよい」

　王の母は、声をあげて笑った。

「おまえのような、ちっぽけな存在に、それができるというのならば」

　その言葉の直後に、様子は全すべて変わっていた。

　あの明かりは消え、宮殿内のような部屋もなくなっていた。

　ボイスの松明に照らされているのは、水の中の黒い塊かたまりのみだった。

　それは、天井迄伸び上る。

　横にも、広がっていく。

　脹ふくらむ。

　空間一いつ杯ぱいに……

　ティーエは動かなかった。

　黒いものが覆おおい被かぶさってくる。

　闇そのもののように。

　押おし潰つぶそうと、おそろしい力を結界にかけて来ているのが、ボイスやラクシにもわかった。

　闇の色のものは、松明の光を全く反はん射しやしなかった。

　それどころか、光を悉ことごとく吸すい込んでいるように見える。

　ティーエは、低く呪じゆ文もんを唱えていた。

「……ん」

　ラクシは首を傾かしげた。

　ティーエの呪文以外に、音が聞こえるからだった。

　何の音だろう。

　この闇に紛まぎれ、別のものが動いているのか。

　また、兵か死者が忍しのび寄よって来ているのか。

「何の音？　ボイス……」

　ラクシは囁ささやいた。

「水音……のような気がするが」

　ボイスの口調に、確かく信しんはなかった。

「水が流れるような」

「流れる」

　ラクシは、耳に意い識しきを集中する。

　水が流れるとは、どういうことか。

　水を搔かき分けて、兵か、動く屍しかばねが近寄って来ているのではないのか。

　水音。

　そう言われてみると、川の音のようにも聞こえる。

　故郷ふるさとにも、川があった。

　山から下って来る清せい冽れつな水の、速い流れの川だった。水量は充じゆう分ぶんで、特に雪ゆき解どけの頃ころは、河原かわらが狭せまくなるほどだった。

　その川の水は、ラクシの故こ国こくの人々の生活を支ささえるものだった。飲むだけでなく、日常生活の全てに、その水が使われた。

　木の皮をふやかすのも、その水だった。

　羊を飼かう余よ裕ゆうはあまりないので、その数は少ない。

　国──村というべき規き模ぼだ──の人々の衣類などは、木や草から採とる繊せん維いを使用していた。

　ラクシの母も、人々に率そつ先せんして糸を紡つむぎ、機はたを織おった。

　先のイタール大たい公こう妃ひが。

　現げんイタール大公の母が。

　母が糸を紡ぐ指の動きには無む駄だがなく、流れるようで、小さい頃のラクシは、それに見み惚とれたものだった。

　糸を紡ごうと機を繰あやつろうと、母は常つねに優ゆう雅がな貴き婦ふ人じんであり続けた。

　この国の王の母に会って、自らの母の姿すがたと重ね合わせていたというのに。

　あの女ひ人とは、おぞましい、動く屍と同じようなものに堕おちていたのか……

〝ラクシ……〟

　ラクシは、母の声を聞いたように思った。

〝ラクシ……わたくしよ〟

〝母上……〟

　ラクシは首を振ふる。

　錯さつ覚かくに決まっている。

〝ラクシ……こちらですよ〟

　母の声は、結界の外から聞こえてくる。

　だが、結界の外は闇だ。

　あの漆しつ黒こくの邪じや悪あくな存在そのものなのだ。

〝ラクシ……ラクシ……〟

　声は、ラクシの耳に甘あまく優やさしく呼びかける。

〝わたくしの、ラクシ……〟

　心では止めるのに、身体からだが反はん応のうしてしまう。

　ラクシは、ふらりふらりと数歩進んだところで、後ろから抑おさえられた。

　太い、力強い腕うでだった。

「おれにも、母の声が聞こえている」

　ボイスは耳元で言う。

「おまえも、そうだな」

「ボイス」

　ラクシの手足は、勝手に動いて、ボイスの制せい止しを振り切ろうとする。

　心では、いけない、いけない、と自らを叱しかっているというのにだ。

「ラクシ、他の事を考えろ、誘ゆう惑わくを断たち切るんだ」

「誘惑」

　ラクシは、はっと気付いた。

　そうだ、これは誘惑なのだ。

　ラクシを、結界の外に誘おびき出すための。

　ラクシは唇くちびるを嚙かんだ。

　強くだ。

　微かすかな血の味がした。

　突とつ然ぜん、縛しばっていた見えない縄なわが切れたように、身体が軽くなった。

　ラクシは、いつでも抜ぬけるように、剣けんの柄つかに手を掛け、腰こしを低くした。

　ほんのしばしの間だったのに、水音が強くなっている。

　三人を溺おぼれさせようというのか。

　黒いものは、結界を揺ゆさぶり始めた。

　この地下洞どう穴けつが水すい没ぼつしてしまえば、三人は息ができなくなる。

「逃にげなくて……」

　逃げなくていいのか、と問おうとしたティーエは、既すでに深い精せい神しん統とう一いつに入っていた。

「デトル、デトル、デルリサム、サーム、ラーム……」

　呪文の声も高くなる。

「ラクシ」

　ボイスは、ラクシの肩かたを摑つかんだ。

　直後に揺ゆれが来た。

　激はげしかった。

「デトル……」

　ティーエの声を、別の音が搔かき消す。

　水音だ。

　激げき流りゆうの音だ。

　闇の中で水が渦うず巻まき、迸ほとばしっている。

　ドッ……

　ドドッ……

　この結界にも当たっているのだ。

　包んでいる黒いものごと。




　ふっと、光が見えた。

　この地下にはないはずの光であった。

　それが、切れ間から次々と差し込んで来る。

　何なん条じようもの筋すじとなっていた。

　この光は……

　突とつ如じよ、結界を包んでいたものが、細い何千何万もの筋に分ぶん解かいする。

　そして、砕くだけ、バラバラと落ちた。

　闇の代わりに辺りを包んでいるのは、光を帯びた水だった。

　それが、黒いものの残ざん片ぺんを押し流していく。

　ボイスとラクシは、足を踏ふみしめ、次の衝しよう撃げきに備そなえたが、もはや襲おそってくる力はなかった。

　光る水の奔ほん流りゆうは、しばらく後に、少しずつ収おさまり始めた。

〝ラクシ……〟

　ラクシは、声を聞いたように思った。

〝ラクシ……わたしの、赤ちゃんを……〟

　それが最後だった。

　光る水は、結界を押し流すことなく、減へっていった。

　残るのは闇と、結界の中の三人だった。




　溜ため息をひとつ吐ついて、ティーエは言う。

「終わりました。結界を解きます」

「終わったって……結界を解くって……つまり、怪物は死んだってこと？」

「はい、消しよう滅めつしました」

　ティーエは頷うなずいた。

　三人が立っているのは、もとの洞どう窟くつだった。

　足元を、冷たい水が洗あらっていた。

「本当に……消滅したんだね」

　水の冷たさで、ラクシはそれを確かく認にんした。

「そうです」

　ティーエは大きく頷いた。

　今、ボイスが掲かかげる松明たいまつに照らされているものは、もと通りの洞窟のみだった。

「この都ま市ちを暗黒に引き摺ずり込む存在は、消滅しました」




　三人は、ティーエの導みちびきで洞窟を出た。

　宮殿の地下だった。

　外に出てみると、既すでに東の空は白み、藍あいと紅あかとの暁あかつきの色が空を染そめていた。

　ティーエは、どんどん宮きゆう殿でんの広間の方に進む。

　衛えい兵へいたちは、誰だれ一人、三人を止めようとはしなかった。

　誰だれが、この都市から最大の脅きよう威いを取り払はらったのかを、知っているかのように。

　広間の玉ぎよく座ざに、誰かが座ざしている。

　あの王ではなかった。

　若わかい美び貌ぼうの王の代わりに、座っていたのは、かなり高こう齢れいの老人だった。

　上体は力を失い、やっと座っているという風ふ情ぜいだった。

　百ひやく歳さい近いのではないだろうか。

　老人の頰ほおをうっすらと覆おおった髭ひげも、薄うすくなった髪かみも、殆ほとんど白かった。

「国王さま」

　前迄行くと、ティーエは屈かがんだ。

「国王さま、全ての呪じゆ縛ばくは消滅しました」

「国王って……王って……」

　ラクシは、震ふるえる声でボイスに問う。

「まさか……まさか……」

　ラクシは、じっと王の生気のない顔を見み詰つめた。

　どこかに面おも影かげがあった。

　あの、若く美しい王の。

「その、まさからしいな」

　ボイスも、さすがに驚おどろきを隠かくすのに苦く慮りよしていた。

　王は不思議そうな面おも持もちで、三人を見回していた。

「あ……」

　その王が、玉座の内に頽くずおれる。

　仕えているものたちがやって来て、王を寝しん室しつに運んで行った。




　ティーエは、ボイスとラクシを促うながして、王宮を出る。

　止める者は誰一人いなかった。

　皆みなが、複ふく雑ざつな想おもいの籠こもった眼めで三人を見ていた。

　そこには敵てき意いはなかった。

　人々の眼は、夢ゆめから覚めた者のそれだった。

　長い悪あく夢むを見ていた。

　ようやく覚めたのか。

　この旅人たちは、救い主なのか。

　そんな呟つぶやきが、ティーエの耳に聴きこえて来た。




　別に、礼を言われたいとも思わない。

　三人は王宮を出ると、宿に戻もどって、預あずけておいた荷物を取り、食料を買い求めた。

　宿の主人が、買ったものばかりでなく、ありったけの食料を搔かき集めて持たせようとしてくれたのが、都市の人々の感かん謝しやの念を代だい弁べんしていたのかもしれない。

　三人は、必要なものだけを有あり難がたくもらって、正面の門から都ま市ちを出た。

　市民も兵も、誰一人それを止めはしなかった。




「あの王さま、どうなるの？」

　都市を出、しばらくすると、ラクシはさっそく問う。

「死ぬの？」

「わかりません」

　ティーエは言った。

「あの方の寿じゆ命みようだけ、生きるでしょう。寿命が尽つきているのなら」

「そうなら……」

「あの方は、既に亡なくなっているでしょう」

「あれは、錯さつ覚かくなの？　王やお母君が、若く美しく見えたのは」

「いいえ」

　ティーエは説明する。

「お若いままだったのは、お母君の呪じゆ力りよくのせいでした。錯覚ではありません。ただ、元げん凶きようの悪あく霊りようが消滅したので、お若い姿を保たもつことができなくなったのです」

　ティーエは、答える。

「ひとは、寿命まで生きます。それが自然の理ことわりです」

「王に力を与あたえるものは、もういなくなったのか？」

　ボイスが尋たずねる。

「はい。強い水流で押し流しました。もともと、水で流れて来たものでしたから」

「では、あの都市には、もう歩き回る死者も、悪霊もいないんだな」

「そうなるようにしました」

　ティーエは頷いた。

「都市が元通りの繁はん栄えいを取り戻すかどうかは、わかりませんが」

　砂さ漠ばくに出る頃には、すっかり日が昇のぼり切っていた。

　前方に広がるのは、灼しやく熱ねつの大地だった。





　──完──
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　あとがき




『風の大陸』も、とうとう終しゆう焉えんを迎むかえようとしています。

　私としては、もう少し細かく書きたい部分もあったのですが、そういうことを書くと、読者の皆みな様さまを飽あきさせてしまうかもしれないし、そういつまでもダラダラと続ける訳わけにもいかなくなってしまったので、あと一部で終わります。

　ここ迄まで広げてしまった風ふ呂ろ敷しきを、ちゃんと畳たためるかどうかは、ちょっと自信がないのですが……。

『風の大陸』の世界だけは、これからもどこかで書いていきたいと思いますが、どういう形になるかは、わかりません。

　アイデアだけは、沢たく山さんあるのですが。

『風の大陸』以外のファンタジーは、もしかしたら、もう書かないかもしれません。

　でも、もしかしたら、全まつたく違ちがうファンタジーを書くことになるかもしれませんが……。

　こういう形のものは、もう卒そつ業ぎようかも。

　進しん化かだと思っていただければ、ありがたいです。




　この三年（実じつ質しつ的てきには二年半ですが）私にとっては『ロード・オブ・ザ・リング』三ざん昧まいの日々でした。

　前にも書きましたが、ファンタジーを書き始める時、影えい響きようを受けたくないので『指ゆび輪わ物語』（ロード・オブ・ザ・リングの原作）を読まないことに心を決めました。

　読んだのは、映えい画がの第一作が公こう開かいされてからでした。

　私は、読んでから見る主しゆ義ぎ。

　大急ぎで『二つの塔とう』の途と中ちゆう迄読んで、映画館に駆かけ付つけました。

　読み始めて、すぐにハマッたのですが、映画が、原作を少しも裏うら切ぎらないばかりか、より解わかり易やすく、よりエキサイティングだったので、またまた、映画の方にも、完全にハマッてしまいました。

　私は、何か夢む中ちゆうになれるものがないと、ダメな質たちなのです。

　歌か舞ぶ伎き、オペラ、文ぶん楽らく、能のう……。

　色々なものにハマッたのですが、この三年は、『指輪物語』──『ロード・オブ・ザ・リング』でした。

　映画は、原作に忠ちゆう実じつでありながら、その不ふ備びを補おぎない、より解り易く、ドラマチックにしたものでした。

　最高の才さい能のうが結けつ集しゆうしたのです。

　キャスティングも、これ以外はいないというものだと思います。

　特にフロド役のイライジャ・ウッド。

　監かん督とくのピーター・ジャクソンも、フロドのキャスティングを間ま違ちがえたら、この映画は成功しなかった、とまで言っています。

　それなのに、アカデミー賞しようはおろか、他の賞にもノミネートさえされなかったなんて……。

　許ゆるせません。

　アカデミーの会かい員いんの目は、フシアナです。

　だいたい、最近のアカデミー賞の男だん優ゆう賞は、クサい役者が熱ねつ演えんするともらえ、女優賞は、美人女優が、汚よごれ役をすれば取れるようになっているんですからね。

　でも、『リング』の役者の演技は、皆みんなとてもナチュラルでした。

　イライジャは、フロド役をするために生まれて来たような……。

　と言われていますが、小こ柄がらだという以外は、全て役者としての資し質しつや演えん技ぎによるものだと思うのですがねえ。とにかく、演技がうまい。

　まあ確かに、ＣＧもミニチュアも素す晴ばらしいので、そればかり目立ってはいるようですが、役者たちも、負けてはいないはずです。

　私は現在『富士見ヤングミステリー大賞』の選せん考こう委い員いんをさせていただいていて、勝手に『竹河聖賞』というものを出していただいていますが、できるものなら、イライジャ・ウッドに『竹河聖賞』をあげちゃいたいです。

　私は、公開中、何度も『王の帰き還かん』を見ました。

　ところが、とうとうそれも終わってしまい、ちょっとした禁きん断だん症しよう状じようになりました。

　で、姉がＮ・Ｙに行ったので、ＤＶＤを（向こうでは、もう発売されていました）を送ってもらい、さっそく見ようとしたところ、無情にも、〝エリア外〟の表ひよう示じ。

　何なんだい。

　ちゃんとお金を出して買っているのに。

　と、怒いかり狂くるいましたが、その後で送ってもらったビデオはＯＫだったので、今は毎日のように見ています。

　もちろん字じ幕まくなどありませんが、大だい丈じよう夫ぶ。

　なにしろ原作は読んでいるし、映画の方の台詞せりふも殆ほとんど覚おぼえていますので。

　というより、字幕を見ない分、画面の色々な部分を見られるので、より楽しめます。

　美術の素晴らしさや、スタイリッシュな部分、台詞の意い図と的なくり返し、細部のこだわり。

　どれを取っても、全く破は綻たんがありません。

　ピーターとフランは、本当にすごい。

『ロード・オブ・ザ・リング』の三部作は、過去のエポック・メイキングな作品（例たとえば『アラビアのロレンス』や、『二〇〇一年宇宙の旅』や『ブレード・ランナー』）と同じように、しばらくは、後の映画に影えい響きようを与あたえ続けることになるでしょう。

　その素晴らしい結けつ実じつを、享きよう受じゆすることのできる私は、幸こう福ふくです。

　でも、ひとつ困こまったことがあるのです。

　他の映画が物もの足たりないのです。

　この先、何を楽しみに生きればいいのでしょう。





　二〇〇四年、七月。極楽庵山さん桜おう。　












風かぜの大たい陸りく




月げつ光こうにさまようもの








竹たけ河かわ　聖せい
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